
21

1K　調　査　結　果

　酒田市の潜在自然植生を決定するためには，現存植生の理解が必要とされる。！979年より！980

年にかけて調査された酒田市およびその周辺の植生が比較検討され整理された結果，24群集，43

群落，その他3露分がまとめられた。さらに現存植生，残存木，土地利用，地形などを基礎に潜

在自然植生を判定し，1：25000の縮尺の地形図に潜在自然植生図が描かれた。

1．酒田市および周辺地域の現存植生

　　Reale　Vegetation　der　Stadt　Sakata　und　ihrer　Umgebung

A．　自　然　植　生　Nat廿rliche　VegetatioR

　酒田市の自然植生はきわめて少ない。しかし，局地的にまとまってみられる。自然植生の多く

は，飛島や本土側の海岸線および山地に残されている。また古い集落や屋敷のまわりにも，自然

植生に近い樹林が散在している。

a．常緑広葉樹林　Immergr甑e　Laubw註lder

　日本の常緑広葉樹林は西部臼本を中心に分布している。関東地方や東北地方の常緑広葉樹林は，

北限域に位置している。したがって種類組成もきわめて単純である。

　酒田市およびその周辺に残され，秋田県本荘市まで分布しているイノデータブノキ群集が飛島

および庄内平野周縁部に残されている。イノデータブノキ群集は，断片的には青森県岩崎村にわ

ずかにみられる。山形県下では，さらに温海町クビトに風衝低木林のマルバノシャリソバイ群落

が分布しているが（藤原1982）今回の植生調査の対象域より南部に位置しているため本報ではふ

れられていない。

　　1）　イノデータブノキ群集

　　　　1》olysticko－1》erseet皿m　もhunberg茎玉　Suz．一Tok．1952　（TalL2）

　日本の沿海部の沖積地や丘陵地斜面には，高木層にタブノキが優期する常緑広葉樹林が発達し，

神社の栓叢林や屋敷林に残されている。東北地方南部を北限とし，虫として日本海沿岸部と近畿

地方以東に分布するタブノキ林は，イノデ類とタブノキを標微種，オオバジャノヒゲ，エノキを

シイ林に対する区分種として，イノデータブノキ群集にまとめられる。

　酒田市では，イノデータブノキ群集にまとめられる林分は，飛島に残されているにすぎない。

酒田市が位置する庄内平野では，その周辺部の遊佐町，鶴岡市に残存林がみられる。

　イノデータブノキ群集は，高木層にタブノキが優占し，ケヤキ，エノキなどの適潤性の夏緑高
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　　　　　　　　　　　　　　　　　Flg　1山形県酒田市飛島の斜面に残されているタフ’ノキ林。

Am　Hang　noch　erhaltene　lmmergrune　Laubwaldcr　von恥バ侃ぬ‘π687召〃auf　der　Insel　Toblshlma　In　der　Stadt　Sakata，

Prafektur　Yamagata
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木が混生することがある。タブノキが優占することにより，林内への入射光はきわめてかぎられ，

低木層，亜高木層に，アオキ，ヤブッバキなどの常緑低木の被度が，3～4ときわめて高い。林

床植物は，ときにオニヤブソテツ，オオバジャノヒゲなどが優占する程度で，一般に植被率10～

30％とイ琢い。

　飛島を含めた庄内地方で得られた植生調査資料では，イノデータブノキ群集は，さらにアオキ，

マルバグミ，ウラシマソウ，オニヤブソテツで区分されるマルバグミ亜群集，サンショウ，ケヤ

キ，オオタチツボスミレ，スミレサイシン，アマニュウ，カスミザクラ，オオバクロモジ，ナツ

ヅタ，ミチノクホンモンジスゲ，エゾツリバナ，ハイイヌガヤ，トラノオシダで区分されるケヤ

キ亜群集の2亜群集がみとめられた。

　マルバグミ亜群集には飛島のタブノキ林がまとめられる。四方を海に囲まれ，空中湿度が高い

ことと，暖流の影響により，ケヤキ亜群集に対し常緑広葉樹の優占度が高くなっている特徴をも

っている。出現忌数は12～28種と少なく単純な種組成を示している。マルバグミ亜群集は，さら

にカシワを区分種とするカシワ変群集，アイアスカイノデを区分種とするアイアスカイノデ変群

集，特別な区分種をもたない典型変群集，ノブドウ，マユミで区分されるマユミ変群集などが区

分された。

　ケヤキ亜群集は，庄内平野周辺部の第三紀層を基盤とする丘陵地，あるいは海岸段丘斜面の風

背地に発達し，残されている。ケヤキ亜群集は，さらにハナイカダ，ゴトウヅル，ウリノキ，サ

ルナシ他で区分されるハナイカダ変群集と，ヒメアオキ，チャボガヤ，スギ，ヤブコウジ，ヒロ

バスゲで区分されるヒメアオキ変群集に下位区：分される。ハナイカダ変群集は遊佐町吹浦三崎山

のタブノキ林がまとめられるが，地域的に区分された変群集である。人為的影響が強く加わって

いるためタラノキ，ミズヒキ，ケチヂミザサなどの陽性植物も入りこみ，出現回数43種，48種と

ヒメアオキ変群集よりも多い。ヒメアオキ変群集とは，積雪量の相違により異なると考えられる。

ハナイカダ変群集は，海に接した低山地の風背地に発達している。ヒメアオキ変群集は，庄内平

野の縁辺部の丘陵地に分布している。ヒメアオキ変群集は，さらに特別な区分種をもたない典型

亜変群集および，コナラ，トウゴクシダ，ヤマヤブソテツ，ナライシダ，オクノカンスゲ，コウ

ライテンナンショウで区分されるコナラ亜変群集に下位区：分される。

　常緑広葉樹林（日本の常緑広葉樹林はヤブッバキクラスと呼ばれまとめられている）の北限域

にみられる林分には，タブノキが優占する常緑広葉樹林と，ヤブッバキが優占する低木林がみら

れる。日本海沿岸部では，タブノキ林が風背地の南から南東斜面に発達しているのが，神社林や

寺院の社叢林にみられる。今回の調査では，飛島で多くの植生調査資料が得られた。

　一般にタブノキ林は，日本のヤブツバキクラス域の沖積地や丘陵地，低山地の斜面の，保水力

が良好な葡行二上や，崩積地に発達している。文化の発達とともに，伐採され造成されて住宅地

や耕作地に利用され，残存している林分はきわめて少なくなっている。
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　Fig．2飛島に多く残されているタブノキを主体とした神社林（酒田市飛島）。

　Ein　Shintoistischer　Tempelwald　gebildet　vom　P◎lysticho－Perseetum　thunbergii

mit　dominierender乃’舗58α’んz〃め8ノ窟f（1nsel　Tobishima，　Stadt　Sakata）．

も．ケヤキ林　　ZθZ肋。αs召rrαオα一walder

　ヤブッバキクラス域やブナクラス域下部の崩壊地性斜面や沖積低地にケヤキの優占する湿生夏

緑広葉樹林が漢谷林，風衝林あるいは屋敷林として各地に分布している。酒田市に生育している

ケヤキ林は海抜高度，傾斜，土壌など立地のちがいが種類組成を反映し，その結果，シロダモー

ケヤキ群落，エゾイタヤーケヤキ群落，タマブキーケヤキ群落，ジュウモソジシダーサワグルミ

群集の4群落が記載されている。シロダモーケヤキ群落は庄内平野の沖積低地を中心に多くは屋

敷林として分布している。エゾイタヤーケヤキ群落は沿海部の風衝断崖地や砂丘上に生育してい

る。タマブキーケヤキ群落は奥羽地方のブナクラス域下部に分布し，酒田市内陸部の八幡町にみ

られた。またケヤキの優製するジュウモンジシダーサワグルミ群集は矢流川水系の礫質斜面に発

達している。

　　2）　シロダモーケヤキ群落

　　　　NθoZ髭sθα8θrεcθα一zrθZ鳶。ひα8εrrαfα一Gese茎蓋schaft　（「£aま｝．3）

　庄内平野の沖積低地は広く水田に利用されており，古くからの農家などの点在する集落はケヤ

キを主体とした屋敷林でおおわれている。酒田布横代，生石，宮の下，関，手蔵田，上中村など
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から得られた植生調査資料は山地漢谷などに分布するケヤキ林と比較して種組成的に独立性が認

められ，エノキ，ヒロバゴマギ，ヤマグワ，キカラスウリ，ジャノヒゲ，ノイバラ，マサキ，シ

ロダモを区分種としてシロダモーケヤキ群落にまとめられた。シロダモーケヤキ群落は高木層が

15～25mに発達し，ケヤキが優仇するほか，ヤチダモ，オオバボダイジュ，アカイタヤなどが混

生することもある。亜高木層は6～121nの高さでケヤキのほかトネリコ属の樹木が多く，トネリ

コ，ヤチダモ，ヤマトアオダモが生育する。またヤブツバキクラスの常緑植物であるヤブッバキ，

シロダモ，キヅタの生育する林分もみられる。低木層は2～5mの高さがあり，夏緑広葉樹で湿

潤な林縁に生育することの多いニワトコ，ヤマグワ，ヤマウコギ，ヒロバゴマギ，ノイバラ，ヤ

ダケや高木になるエノキ，さらに常緑広葉樹のシロダモ，ヤブッバキ，マサキ，ピサカキ，ツル

マサキ，および日本海側に特徴的なヒメアオキが常在度高く出現している。林縁生の植物の多い

原因は，植分が幅3～8mと狭く帯状に残された屋敷林であるためと考えられる。植被率に幅の

ある草本層に占める常緑植物の割合はさらに多くなり，ジャノヒゲ，オオバジャノヒゲ，ヤブラ

ン，ツルマサキ，ヤブコウジ，キヅタ，タブノキ，オモトなどが生育する。他にはミツバアケビ，

イヌワラビ，オオタチツボスミレ，ミズヒキなどの適潤地指標種やチマキザサ，オオバザサが優

目して生育する二分もある。

　シロダモーケヤキ群落には他のケヤキ林に出現する多くの日本海側要素が欠落している。臼本

海側要素植物の生育が冬季の積雪深度に強く影響されているとすれば，積雪量の少ない平野部の

シロダモーケヤキ群落は種組成に反映した特徴とされる。

　シロダモーケヤキ群落は水田に接したやや高い立地にみられ，カサスゲ群集の生育域からわず

か40～50cm上部に生育している植分も認められた。土壌は湿潤で比較的密なため土壌中の酸素

量は少ないと考えられる。

　日本海側では現在まで平野部のケヤキ林に関する報告は少なく，富山県からシロダモーケヤキ

群落の記載をみるだけである（宮脇他1977）。

　　3）　エゾイタヤーケヤキ群落

　　　　ノ4eθrη第。πo　vaL　σZα6rπ配一Zθεんooα8θrrα彦α一GeseHschaft　（Tab．3）

　酒田市からの植生調査資料は得られていないが隣接する飽海郡遊佐町，鶴岡市の海に臨んだ砂

丘および断崖地には外洋からの風衝を絶えず受けて生育するケヤキ林が分布する。高木層は12～

30mにおよび，風衝の弱い立地で群落高がましている。優占種はケヤキ，エゾイタヤでその他に

シナノキ，カスミザクラ，モイワボダイジュなどが混生する。また遊佐町の砂丘上の三分ではカ

シワ，ナラガシワが優占している。亜高木層には高木層の種群に交えてサワシバ，エゴノキ，ミ

ズナラ，アオハダなどが生育し，優占種はみあたらない。低木層の植被率は40～90％と他のケヤ

キ林に較べても高く，サンショウ，ガマズミ，ムラサキシキブ，コマユミ，エゾツリバナなどの

夏緑広葉樹やヤブッバキ，チャボガヤ，ヒメアオキなどの常緑植物が生育している。草：本層で常
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　　　　Fig．3　エゾイタヤーケヤキ群落，カシワ下位群落の林内相観（遊佐町藤崎）。

　　　　　　　Inneres　der　Aαr〃zoノ～o　var．　g♂α61w／z・Z6♂ん。曽α∫6〃一αオα一Gesellschaft　mit

　　　　　◎～，ωτ～‘54θノz如’α（Fujisaki，　Yuza－machi，30　m焦NN）．

在度が高く，しかも優醒している植物はヤブコウジ，オオバジャノヒゲ，ミチノクホンモンジス

ゲ，オクノカンスゲなどである。その他にも日本海側要素のブナクラスの種群やヤブッバキクラ

スの種群が多く生育している。これらの植分はエゾイタヤ，シナノキ，トガヒゴタイを区分種と

してエゾイタヤーケヤキ群落にまとめられた。エゾイタヤーケヤキ群落は日本海難の海岸風衝地

に生育する日本海側固有の植生で類縁の群落は石川県から北上して青森県まで報告されている

（宮脇・佐々木！980，宮脇他1973，奥田他！978，福嶋・尾崎・尾立1963，吉岡1957）。とく
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に福嶋らは能登半島よりイタヤカエデーケヤキ群集：Acero　mo且。－Zelkovetum　ser－

rataeYoshioka　ex，　Fukushima，　Ozaki　et　Oryu　1963を報告しているが，標三種となる重要：

なイタヤカエデ類がエゾイタヤであるかどうか不明であったので本報では群落のままで記載され

ている。

　エゾイタヤーケヤキ群落は，以下の下位単位に区分されている。カシワ下位群落はカシワ，ナ

ラガシワで区分され遊佐町藤崎の砂丘上から植生調査資料が得られている。酒田市の砂丘上には

植林されたクロマツ林しか分布しないため，酒田市砂丘地帯の潜在自然植生を判定するうえで，

貴重な資料となっている。モイワボダイジュ下位群落はモイワボダイジュ，オウレン，モミ，ツ

クバネ，チゴユリで区分され，鶴岡市気比神社から植生調査資料が得られている。モイワボダイ

ジュ下位群落は内湾となって風衝の弱まる山地斜面に生育し，立地は安定している。隣接して風

衝のさらに弱まる内陸部にはイノデータブノキ群集が分布している。典型下位群落は海に臨んだ

風衝の強い斜面にみられ，草本層はイネ科型草原となっている。

　　4）　タマブキーケヤキ群落

　　　　0αcα」εαfαr∫「αγαθfo麗αvar．　bπZ6‘ferα一Zε」たooα8θrrαfα胴Gese蚕lschaft　（τab．3）

　庄内平野内陸部の飽海郡八幡i町荒瀬川を内陸にさか登ると標高約160mからササーブナオーダ

ー域の残存自然木であるブナ，アカイタヤ，サワグルミの大木がd二1現し，漢谷部ではサワグルミ

群覇の潜在自然植生域となっている。標高をやや下がる海抜140mの大芦沢川沿いにはケヤキの

優占林分が発達し，ムカゴイラクサ，サワグルミ，サカゲイノデなどサワグルミ群団の種を共落

している。しかし，これらの面分はさらに低海抜地70mに発達するケヤキ林との種組成的な結び

つきが強く，オニイタヤ，サラシナショウマ，キバナイカリソウ，タマブキ，ウリノキ，トチバ

ニンジソを区分種としてタマブキーケヤキ群落にまとめられた。高木層にはケヤキが優占してお

り，オニイタヤ，ミズナラ，ハウチワ並判デなどが混生する。亜高木層にはオニイタヤ，アワブ

キ，ミズキ，サワシバのほか，木質藤本植物のツルアジサイやツルマサキが生育している。低木

層にはサンショウ，ガマズミ，ムラサキシキブ，アワブキ，ミツバウツギ，アプラチャンなど分

布域の広いコナラーミズナラオーダーの田富のほか，ヒメアオキ，オオバクロモジ，エゾツリバ

ナ，エゾエノキなどが生育している。草本層は植被率が60～80タ挽こ発達し，奥羽地方に多いキバ

ナイカリソウ，タマブキ，日本海側要素のセリモドキ，スミレサイシン，オオタチツボスミレ，

さらにウスバサイシソ，キバナアキギリ，ヒトリシズカ，イヌワラビ，トチバニソジン，クルマ

バソウ，エンレイソウ，クジャクシダなどが生育している。タマブキーケヤキ群落は奥羽地方の

ブナクラス域下部に多いケヤキ林で，崩壊姓の強い湿潤な斜面に分布している。土壌は滲出水に

よりうるおされ，団粒構造が発達している。庄内平野内陸部丘陵地のケヤキ林はタマブキーケヤ

キ群落とササーブナオーダー域のジュウモソジシダーサワグルミ群集に含められるケヤキ林が分

布しているが，単に標高差によるすみわけはみられず，冬季の積雪量，斜面のむき，土壌のちが
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いなどが関与していると考えられる。

　　5）　ジュウモンジシダーサワゲルミ群集

　　　　Po茎ysticho－Pもerocaryetu膿　Suz・一Tok．etal・1956　（愛ab・4）

　酒田市生石の矢流川水系の崩壊性急斜面上と東田川郡立川町熊野神社の平坦地に生育するケヤ

キ林は全く異質な立地に成立しているが，種類組成的にはケンポナシ，ルイヨゥボタン，ヤマア

イ，ムカゴイラクサ，ミヤマイラクサ，トチノキ，ブナなどを共有し，それらを群集標徴種およ

び区分種としてジュウモンジシダーサワグルミ群集にまとめられた。典型的なササーブナオーダ

ー域に発達するジュウモンジシダーサワグルミ群集は高木層にサワグルミ，トチノキなどが優占

するが調査地域内ではサワグルミ群圃生育域の下限部に位置しているため，コナラーミズナラオ

ーダーの種群が多く，またケヤキが優占種となっている。高木層にはケヤキのほかに，ケンポナ

シ，ブナ，ハリギリ，エゾエノキなどが混生する。亜高木層にはトチノキ，ホオノキ，ミズナラ

などが30％の植被率で生育している。低木層にはエゾッリバナ，オオバクロモジ，チャボガヤ，

ヒメアオキなどの日本海側要素やサワグルミ，サンショウ，ガマズミ，ムラサキシキブ，カマツ

カ，アプラチャン，ヤブツバキなどが生育している。草本層は植被率が70～90％と高く，リョウ

メソシダ，クマワラビ，ジュウモンジシダなどの優占するシダ型林床やオオバジャノヒゲ，オク

ノカンスゲ，ミチノクホソモンジスゲなど単子葉類の優目するスゲ型林床になっている。その他

の伴三種にはムカゴイラクサ，ミヤマイラクサ，ヤマアイ，オオタチッボスミレ，イヌワラビ，

ヤブニンジン，ルイヨウボタソ，ツタウルシなど多彩な植物が生育している。調査対象域のジュ

ウモソジシダーサワグルミ群集にはエゾイタヤーケヤキ群落とタマブキーケヤキ群落に共通して

出現するスミレサイシン，ウスバサィシン，ウワミズザクラ，サワシバ，タマバシロヨメナ，ナ

ライシダ，キバナアキギリが欠けている。

　ジュウモソジシダーサワグルミ群集はリョウメソシダ亜群集とラショウモンカズラ亜群集に下

位区分されている。リョウメンシダ亜群集はリョウメンシダ，ミヤマイラクサ，ブナ，サイハイ

ラン，フッキソウ，トチノキ，ユキザサを区分種として東田川郡熊野神社から植生調査資料が得

られている。生育地は水田よりやや高い平坦地で土壌はぼう軟で適潤になっており，林肉こはり

ョウメンシダ，ヤマアイが優占している。立地的に庄内平野に点在して分布するシロダモーケヤ

キ群落に近く，ヒロバゴマギ，ヤマグワなどの共通種群もみられる。ラショウモンカズラ亜群集

はラショウモンカズラ1種を区分種として矢流川水系から植生調査資料が得られている。生育地

斜面は南向きで崩壊性が強く礫質である。樹木も根元は積雪のためわん曲した形態を墨している。
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C．ブナ林　　刃α9π8erθπ説α・W銭至der

　　6）　ヒメアオキーブナ群集

　　　　Auc臓bo・Fagetu勲crenaもae　MiyawakietaL　1968（Tab。5）

　庄内平野後背部の山地帯はかつてブナ林に広く被われていたと考えられるが，現在ではコナラ

ニ次林やスギ植林などの代償植生に置き換えられており，特に酒田市内ではブナ林は全くみるこ

とがでぎない。したがって応報で報告されたブナ林は，出羽三山の～つとして知られる羽黒山で

植生調査された林分である。

　このブナ林は，トチノキ，テツカエデ，ユキツバキ，ヒメモチ，ユキザサ，ミヤマベニシダな

どを標徴種，区：分種としてヒメアオキーブナ群集にまとめられた。ヒノアオキーブナ群集は宮

脇・大場・奥田・中山・藤原（1968）によって新潟県，福島県の県境山地から報告された日本海

側のブナクラス雨止部に広く分布する自然植生である。

　高木層は高さ30mにも達し，ブナが被度・群度5・4で優寒しているほか，ミズナラ，ホオノキ

が生育している。亜高木層にはブナ，ハウチワカエデ，コシアブラがみられる。低木屡にはオオ

バクロモジ，エゾツリバナ，アカイタヤなどの日本海気要素のほか，ブナ，オオカメノキ，テツ

カエデなどが生育している。草本層には，ユキツバキ，ヒメアオキ，ヒメモチなどの日本海側多

雪地指標種である常緑広葉樹が顕著であるほか，ツタウルシ，オオカメノキ，オオバクPモジや，

草本植物ではミヤマイタチシダ，ナライシダ，ミヤマベニシダ，ユキザサ，ツクバネソウ，チゴ

ユリ，ホウチャクソウ，ミヤマカタバミなどが生育し，豊窟な種組成からなっている。

　ヒメアオキーブナ群集は山地の尾根付近ではマルバマンサクーブナ群集に接し，漢谷部ではジ

ュウモソジシダーサワグルミ群集に接している。日本海台の夏緑広葉樹林（ブナクラス）の自然

植生の中では，斜面の中，下部や証状地など水分条件に恵まれた土壌の発達の最も良い立地に生

育している。そのため造林地として最適であり，現在では低海抜地のヒメアオキーブナ群集は大

部分がスギやヒノキの植林地となっている。

d．湿性地高木林および低木群落　　Hochw註lder　und　Gebhsche　an墾euch重en　Standor亡en

　　7）　カラコギカエデーハンノキ群落

　　　　ノ4cεrαεdz配θπsε醒ノ藍∫π“8ノαpoπ‘cα・Gese茎lschaft　（Tab．6）

　ハンノキは主としてわが国の温帯地方に分布し，池畔や漢谷ぞいの湿地に高木林を形成する。

発達した林分では高さ20撮内外に達するが，現在ではそのような発達した林分はもとより，未発

達の林分も少なくなっている。酒田市域でも東：方の沖積低地はかつて広くハンノキ林でおおわれ

ていたものと考えられるが，現存林分はきわめて稀である。生石のハンノキ林は高さ12mの亜高

木林である。低木層は少くカラコギカエデ，ヤブデマリなどの群落区分種やタニウツギ，ガマズ

ミなどが生育する。一部フジが，林冠部まで伸長している。草本層は密生し，カサスゲ，ヨシ，



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．5　ヒメアオキーブナ群集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aucubo－Fagetum　crenatae
Feld－Nr．調査番号：SA－26，　Gr6Be　d．　Probef1銭che調査沙蚕1：375m2，　Expositlon方位：NW，　Neigung傾斜／50，　H6he　d．　Baumschlcht－1高木第1層

の高さ：30m，　Deckung　d，　Baumschicl｝t－1高木第1履の植被率：85％，　H6he　d．　Baumschicht－2高木第2層の高さ：14m，　Deckung　d．　Baumschicht－2

高木第2履の植被率：40％，H6he　d．　Strauchschicht低木暦の高さ二3m，　Deckung　d．　Strauchschicht低木暦の植被率：10％，　Hbhe　d．　K：rautschicht草

木層の高さ：1m，　Deckung　d．　Kra．utscl、icht草本層の植被率185％，　Artenzahl出現種数：43．
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Lage　d．　Aufn．調査地：Berg　Hagurosan，　Haguro－machi，　Higashitagawa－gu獄　東田川郡羽黒町羽黒1王．1（海抜高350蕉NN）、
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　Fig．4　谷伏地に生育するハンノキの若齢林（酒田市生石　海抜80m）。

Junger　Bestand　eines　A〃1z4∫ブ妙。π∫ごα一Waldes（80m　U・NN，　Oishi，　Stadt　Sakata）・

ツリフネソウなどヨシ湿原の種が比較的多い。ツボスミレ，ヨツバムグラ，サトメシダなどが群

落区分種である。全出現種数は22種になっている。

　生育地の林分は上方にため池があり，その下流部の沼沢地に位置している。地形は平坦で地下

水位は高いが湛水はしていない。隣接地にはヨシの謙遜草原がハンノキ林をふちどるように生育

している。ハンノキ林はヤナギ林などの他の湿生林に比して，より滋養条件下に生育する。した

がって富栄養条件下にある沖積低地では，比較的少なく，おもに山閥部や山地湿原の周辺部に成

立しやすい。種組成も特徴があり，欝欝の稀な種が生育することもある。生石の植分では分布的

にはカラコ騒騒エデのみであるが，調査植分が増加すれば，まだ群落を特漉づける種がみられる

と考えられる。

　ハンノキ林の現存植生はきわめて少くなっている。学術的な立場から，および湿生林の立地保

全上からも貴重な植物群落の一つである。

　　8）　ミヤマウメモドキーハイイヌツゲ群落

　　　　πθκ　πεPPoπεeα圃IZθκ　crθπα¢α　var．　PαZπdosα一（｝esellschafも　（？ab．7）

　三千坊谷地は，酒田市に近接する飽海郡平田町内に位置する湿原である。海抜高度350mの山

間部に形成された湿地で，オオミズゴケとアゼスゲを主とする植分内には，貴重な，分布の稀な
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　　　　　　　　　　　Tab．7　ミヤマウメモドキーハイイヌツゲ群落

　　　　　　　　　　IZ薦7z勉ρoπfc必1♂薦6／rθ鴛磁αvar4｝α♂％ゐ5α一Gesellschaft

Feld－Nr．調査番号　SI－82．　Datum　d．　Aufn調査年月日：2．　Okt，1981，　Gr6Be　d．　Probeflache調査面積；

250m2，　Artenzahl出現回数：15，　H6he　u．　Deckung　d．　Strauchschicht低木層の高さと植被率＝3m，90％，

H6he　u．　Deckung　d．　Krautschicht草本層の高さと植被：率：0．2m，40％．

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　Rんαノπππ∫α・θノz磁α

　ZZ8£6ノー8・zαオαvar．ραZ㍑405α

　IZ薦フz∫”oηゴ‘α

Begleiter；
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調査地Fundort：Hirata－cho，　Akumi－gun飽海郡平田町三千坊谷地（海抜高350m琶・NN）．

植物を温存している。湿原の主要部は調査の結果ミズオトギリーオオミズゴケ群落とチゴザサー

アゼスゲ群落にまとめられたが，この湿生草原をとりまくようにハイイヌツゲ，イソノキ，ミヤ

マウメモドキで区分されるミヤマウメモドキーハイイヌッゲ群落が生育している。この低木林は

高さ3m内外で密生し，とくにイソノキとハイイヌツゲの植被が高い。草本層にはツボスミレ，

ヒメシダ，ミツバツチグリなどの小形植物が低被度で娼現している。

　三千坊谷地は狭い面積であるために（実際はゴルフ場の造成によって狭められたのであるが），

湿原の縁辺部はミヤマウメモドキーハイイヌツゲ群落などの低木林が散在する程度である。しか

し本来は背後にさらにハンノキの高木林が生育しているはずであり，ミヤマウメモドキーハイイ

ヌッゲ群落はハンノキ林のマント群落としての役割を果すものと考えられる。

　酒田市内ではミヤマウメモドキーハイイヌツゲ群落の残存植分は今回の植生調査ではみられな

かったが，ゴルフコース内には地形的に存在可能な潜在自然植生の立地がみられる。

　　9）　タチヤナギ群集

　　　　S批｝iceもu瓢　sub至rag互茎is　Okuda1978（Tab．8）

　河辺の不安定：立地に成立する森林は主にヤナギ属植物で構成される。その中でタチヤナギは低

木林を形成する主要な種の一つである。



33

　　　Fig．5　渓谷ぞいの氾濫原：に発達したタチヤナギ群集の相観。増水によって林床植

　　　　　　生は殆んどみられない（酒田市生石通越，海抜70m）。

　　　　In　der　FluBaue　entlang　eines　Tals　entwickeltes　S　a玉icetum　s　u　b　fragilis（Oishi，

　　　　70m慧．　NN，　Stadt　Sakata）．

　タチヤナギ群集はタチヤナギを標徴種としてまとめられる。わが困におけるタチヤナギ群集の

分布は関東地方以西に記録されているが，種の分布からみて，東北地方から北海道地方まで生育

している可能性がある。

　酒田市付近の各地の河川敷で得られたタチヤナギの林分の植生調査資料がTab。8にまとめら

れた。植生高は2～6mの林分が多く，発達した林分では8mに達している。出現種数は一般的

に少なく，平均6～7種であるが，増水盧後の植分では極端に少なく，しかし発達した林分では

20種を越えることもある。

　酒田市のタチヤナギ群集はヨシ，セリなどのヨシクラスの種や，ミゾソバ，アメリカセンダン

グサなどのタウコギクラスの種が低難度で出現している。特別な区分種をもたない典型亜群集お

よびカキドオシ，タネツケバナ，ツジフネソウで区分されるカキドオシ亜群集に下位区分された。

前者はさらに，ヨモギ，スギナによってヨモギ変群集に下位区分が可能である。カキドオシ璽群

集はタチヤナギ群集の中では種数の多い最も発達した林分がまとめられる。生石通越の林分はカ

サスゲが林床に密生しているがこのカキドオシ亜群集に属する。

　タチヤナギ群集の立地は河成の藁堆で比較的粘質土に富み，増水の際に年間数回冠水する。流

水側にはツルヨシ群集，陸側にはシロヤナギ群集が配分するが，現存の植生で3者が並列する場
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所は少ない。

　河辺におけるヤナギ群落は，護岸としての役割の他，水質の浄化や，水生生物の生息地として

の直接，間接的な機能やかかわりをもっている。

e．砂丘植生　　K廿sten甜nen－Vegetatio漉

　10）　アキゲミーハマナス群集

　　　　Elaeag窺。　umbellatae・Rosetu㎜　rugosae　Ohka，　M宝y3waki　e急Tx。1973（Tab．9）

　アキダミーハマナス群集は本州中部以北の冷温帯に生育する代表的な砂丘低木群落である。植

生高は植肥の発達程度により30～！80cmと差が見られる。アキグミが多くの植分で優占するほ

か，標徴種であるハマナス，さらにハマヒルガオ，コウボウムギ，ススキなどの多年生草本植物

が群落に混生している。出現種数は7～16種，平均12種である。アキダミーハマナス群集は2亜

群集に区分される。チガヤ，ススキにより区分されるチガヤ亜群集は砂丘の後背側の二次遷移途

上の初期相の植分がまとめられる。コウボウムギ，ハマニンニクなどで区分されるコウボウムギ

亜群集は砂丘草原に接した安定相の罵声がまとめられる。優占種であるアキグミは根粒菌と共生

し，窒素固定能力をもっている。アキグミの生育する砂丘地や河原などの貧栄養地に対応した機

能と考えられる。

　11）　ハマゴウ群落

　　　　ylεオeκroオππ｛泥fo〃α一Gese簸schaft　（rrab．9）

　ハマゴウ群落は砂丘地に生育する低茎の低木群落である。群落区分種であるハマゴウは砂上を

長くほふくする地上走出枝により繁殖して群落を拡大している。酒田市南部，宮野浦で植生調査

されたハマゴウ群落では優占種であるハマゴウのほか，オニウシノケグサ，ヒメスイバ，ヤマア

ワなどが混生している。出現今時は9種であった。宮野浦のハマゴウ群落はアキダミーハマナス

群集にまとめられるアキグミ優占林分の指導群落的な生育をしている。

　ハマゴウは本州を北限として四国，九州，さらに東南アジアの亜熱帯，熱帯地方を中心に広く

生育している。

　12）　ハマニンこクーコウボウムギ群集

　　　　Elymo－Caricetu蓬n　kobomugi　Okba，M量yawak毫etTx．1973（Tab．10）

　酒田市郊外の宮野浦や遊佐町には砂丘が発達しており，多くの多年生草本植物により構成され

る砂丘草原が発達している。この砂丘草原は汀線から内陸側に向けての砂の安定化や，微地形的

な凹凸による土壌の乾湿条件，さらに加えられる人為的影響などにより5群集2群落が区分でき

る。

　コウボウムギにより標徴されるハマニンニクーコウボウムギ群集は砂丘草原の最前部（汀線
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　　　　　　　　　Tab，9　ハマゴウ群落（A），アキダミーハマナス群集（B）

V露θ¢2・oオz‘π噸。磁一Gesellschaft（A）und　Elaeagno　umbellatae－Rosetum　rugosae（B）

Spalte：

Laufende　Nr．：

Feld－Nr．：
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H6he哲．　Meer（m）l
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H6he　d．　Vegetation（cm）＝
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群　落記　号

通　し　番　号

調査　番号

調査年月山

海

聞

方

三

三

全

出

抜高
伊野

　生

子　外

車三

度

積

位

斜

高

率

数

Tre且nart　d．　Gesellschaft＝

　▽％θ¢7用0如η噸oZ忽

Kenn．　u．　Trennarten　d．　Ass．：

　ωツ∫ψ89ガα50Zぬ228Z伽

　E伽8α9ηπ5πノπう4ぬ如

　Ro3αη‘905α

Trennarten　d．　Subass．；

乃ノψ8ノ’α’α（戯η謝6αvaLん08ηゼ9だ

認∫cαπ孟ん郡∫∫∫η6／z5∫∫

　ω2－8皿ん0ゐ0η乙㎎ピ

　Eりη銘‘5ηzoZZ∫5

　Lα漉ツη‘5ノψ0／Zガα4∫

　Lαc診παz∫π4ゼ。α

　五フ旧記〃zf5∫α‘41＞ガμα7ゴ5

Begleiter；

　磁Zω7Zα91”05彦ガ5（ψピ9θ∫0∫

　乙力Zαがαノ砂0／zf6α

　Aア噂’8〃琵∫ゴαρノカzα4）∫

　恥5彦zκααη〃z4カzα6（ヲα

　ハ4b81Lプ∫7zgガα♂αオ6プ・昭Orα

　C伽¢・αノづ，（ψんツZZ8αvar．ノ厩7’o彦7・’clzα

　G読翻τθ7’z伽var．オノ¶㏄んッ・αψz‘ノμ

｝
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　ツ　1・1，

調査地Fundorte（Stadt　Sakata酒田市）：Lfd。　Nr．1，4＝Miyanoura，宮野浦，2，3，5，6：Tobishima飛島，

　7：Kominato－ch◎古湊町．
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論点鍵

　　　　Flg　6　海岸砂丘に発達するハマニソニクーコウホウムギ群集（酒田市宮野浦）。

　　　　　　AufdenKusterldunenentwlckeltes　Elymo－Cancetum　kobomug1
　　　　　　（Mlyanoura，　Stadt　Sakata）

側）に生育する柏生てある。嘉応はコウボウムギまたはハマニンニクか復職し，さらにハマヒル

ガオ，ハマニガナなどが混生している。人工的に築かれた嚢状の砂丘の後背部，凹状地に生育し

た選分にはウンラン，ハマボウフウ，カワラヨモギなどか特徴的に硯生している（ウンラン亜群

集）。出現種数は2～7種，平均4種である。ハマニソニクーコウボウムギ群集の生育地は他の

砂丘植生と比校して砂の移動が激しく，乾燥しやすい最もきびしい立地である。

　またハマニンニクーコウボウムギ群集内の小雛地や前線部にはコウボウムギが混生しないハマ

ニンニクの先駆的な優占植分がみられる（ハマニンニク先駆群落．Tab　lO）。

　13）　ウンランーケカモノハシ群集

　　　　正重narlo　3aponicae－lschaemetum　anthephoro童dis　OhbaJ近iyawak玉eも

　　　望x．圭973　（？ab．10）

　ハマニソニクーコウボウムギ群集生育地のやや内陸側にはケカモノハシで標微されるウンラン

ーケカモノハシ群集か発達している。ケカモノハシは株立ちし，団塊状に生育し，ハマニンニク

やハマヒルガオがそれに凝生している。嵩騒騒数は3～！0種，平均6種である。ウンランーケカ

モノハシ群集は小砂丘の前線に近いやや乾牲な立地の植分ではオニシバが混生し（オニシバ亜群

集），砂丘後背部凹状の安定立地の植分てはウンラン，カワラヨモギなとが立地に響応して混生
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している（ウンラン亜群集）。

　14）　ハマニンニクーオ皿シバ群集

　　　　Elylno　mollis－Zoys玉etum　macrostachyae　Ohba，　Miyawaki　et嬰x．19ア3（Tab．10）

　ウンランーケカモノハシ群集に接した砂の移動の弱いわずかな凹状地にはオニシバにより特徴

づけられるハマニンニク一八ニシバ群集が斑紋状に生育している。植分は一般にオニシバ，ハマ

ニンニクが優占し時に内陸後背地生の植分ではカワラヨモギが優給する（カワラヨモギ亜群集）。

これらに加えハマヒルガオ，ハマニガナなどのハマボウフウクラスの種が混生し全体で3～7種，

平均6種の出現種が認められる。今回まとめられたハマニンニクーオニシバ群集は鶴岡市湯野浜

で調査されている。湯野浜ではハマニンニクーオニシバ群集とウソランーケカモノハシ群集は成

帯的なすみわけをしていない。微地形的にほぼ同じ生育域の中でモザイク状に生育している。

　以上示されたハマニンニクーコウボウムギ群集，ウンラソーケカモノハシ群集，ハマニンニク

ーオニシバ群集はいずれも本州中部以北の冷温帯を中心として生育する砂丘植生である。本州中

部以南にはそれぞれに対応した暖温帯生の砂丘：植生が生育している。

　15）　ハマニンニクーギ∋ウギシバ群落

　　　　EJ〃配πsηLoπε8哺C〃ηodoπdαcf〃εoπ一Gese蓋壼sch3f亡（雪ab．10）

　海岸砂丘の後背地は風衝条件も弱まり，砂の移動も少ない。キョウギシバにより区分されるハ

マニンニク一遇ョウギシバ群落はこのような砂丘後背の半安定立地に生育している。植分はハマ

ニンニクまたはギョウギシバが優占し，ハマヒルガオ，ハマニガナなどが混生している。出現種

数は4～5種である。

　16）　ウンランーカワラヨモギ群落

　　　　Lεπαrεαノαρoπεcα・孟rfθ〃3εsfαcαPεπαrε8－Gesellschaft　（【rab．10）

　ウンラン一戸ワラヨモギ群落は砂丘後背地でも人為的な掩乱（踏みつけや土砂の移動，富栄養

化）のみられる立地に生育している。特定の群落区分種をもたず，ハマニンニクーコウボウムギ

群集のウンラン亜群集の区分種群により構成されている。植生高40～50cmでカワラヨモギやヒ

メスイバが優屯するほかハマニンニク，ハマヒルガオそして人為的掩乱を指標してメヒシバが混

生している。出現種数は6～7種である。調査された酒田市宮野浦の砂丘後背地では車道に沿っ

た路傍にカワラヨモギの密生養分が帯状に生育している状態が観察される。

17）　スナビキソウーハマニンニク群集

　　　Messerschmidio・E重y騰eもum　mol夏is　Ohba，M呈yawakietTx．1973（Tab．11）

ハマニンニク，ハマヒルガオ，ハマニガナなどが広く生育する酒田市の海岸砂丘には，そのや



Tab．11　スナビキソウーハマニソニク群集

Messerschmidio－Elymetum　mollis

a：Subass．　vOll　Festucaτubra　オオウシノケグサ亜群集

b：TyPlsche　SubバSs，典型1匝群集　　　　　　　　　

c：Subass．　von　Phacelurus玉atlfohus　アイアシ亜群集
SPIしlte： 群　落　記　号 i　　a b C
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怐@　　　　　　　●　　　　　　　　●

｡　　　　　　　　●　　　　　　　　o

怐@　　　‘　　　　●

怐@　　　　　　●　　　　　　　o

怐@　　　　　　　o　　　　　　　　●

E　　　　　　　●　　　　　　　○

2．2

Q・3

@●

P・2

@●

@●

@●

　0

Q・2

@0

2・3

¥・2

@●

@■

ワ・ワー　　　一

@●

R．3

P・2

Qr2

@●

@●

　● 　●

¥・2

P・2

@●

@●

P．2

Q．2

　●

P・2

¥・2

R．3

@じ

@●

@o

1・2　2・3

Q・3　　・

E　2・2

@●　　　　　　　●

@o　　　　　　　　●

@●　　　　　　　●

@・　　　　　　　●

3・4

P・2

P・2

@0

@●

@●

@●

3・3

出現11朔の種Auβer（lem　je　einmal　in　Lfd，　Nr．1：5α9加α〃～α．τ’〃～αノ・マツメクサ1・2，　in　2：M’∫‘α〃〃1～‘∫∫’〃げ〃∫f∫ススキ1。2，α♂‘’∫5～〃8〃∫’5　var．

　ノψo〃’α1エノキ十，in　3；R”ゐ～αノ6∫08ノ～5’∫アカネムグラ3・3，　E28／g8’畠。π‘α’～α漉〃5f∫ヒメムカシヨモギ＋，　qy〃040〃【1α‘’，・♂o’多ギョウギシバ1・2，玉n

　5：鐸α〃如goノ砂。η～ατ1・ウオオバコ十，　in　10：X‘～ノ’∫1～’z〃μ5〃”‘〃診αノ’∫ど4〃Lオナモ．ミ牽，・4彦7ψ～8．τ5～’配。”4α‘αハマアカザ十．

調査地Fundorte：Lfd，　Nr，1－7，10－14：Toblshima，　Stadt　S盆ata酒田市飛島，8，9：Yunohama，　S臓dt　Tsuruoka鶴醐市湯野浜．

湊
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や後背側の立地にスナビキソウが斑絞状に生育している。この群落はスナビキソウを標煎種とし

てスナビキソウ一直マニンニク群集にまとめられる。今回植生調査されたスナビキソウーハマニ

ソニク群集は植生高15～！00cm，全強被率は15～85％となる。スナビキソウのほかは断崖地に接

した礫質地の室戸では球脚ウシノケグサ，ハマエノコロが混生している（オオウシノケグサ亜群

集）。また砂丘地の寸分ではコウボウシバ，ハマヒルガオなどが混生している（典型亜群集，ア

ィアシ亜群集）。とくに海水の飛沫をうける湿地生の植分にはアィアシが混生している（アイア

シ亜群集）。出現種数は3～6種，平均5種である。砂丘上のスナビキソウーハマニソニク群集

の生育地は混生するコウボウシバやハマエンドウ，ヨシなどにより指標されるように安定したや

や適潤な立地に限られている。

　18）　オカヒジキーハマアカザ群集

　　　　Salsolo・Atriplicet双斑suわcordatae　W．るoh磁．etM量yaw3ki1962（雪ab・12）

　波浪の弱い礫浜や砂浜の汀線付近には海藻や塵芥が打ち上げられ，堆積した立地がみられる。

このような立地にはオカヒジキ，ハマアカザなどの1年生草本植物により特徴づけられるオカヒ

ジキーハマアカザ群集が生育している。オカヒジキーハマアカザ群集には群集名の2種のほか，

ハマエノコロ，ツルナ，ギシギシなどのいずれも好心素性の植物が生育している。群落高は10～

15cmで全転宿率は30～70％とややまぼらな植分を形成している。生育地は有機物が分解され富

栄養である反面，波浪により掩乱を受けて不安定な立地となっている。波の油壷のやや強い立地

のオカヒジキーハマアカザ群集はオカヒジキにより区分されるオカヒジキ亜群集にまとめられる。

ハマエノコロ，ウラジロアカザなどで区分されるハマエノコロ亜群集には比較的心乱の弱い安定

立地の五分がまとめられる。ハマエノコロ亜群集の中でもより波浪の作用の少ない立地の寸分は

トウオオバコ，ハマボッスなどにより区分され，トウオオバコ変群集にふくめられる。

　オカヒジキーーハマアカザ群集の生育地は酒田市では飛島で認められた。わが国ではほぼ全国的

に広く分布している。

f．海岸断崖地植生　　Vegetation　der　Steil臆ste筑

　19）　ハマゼり群集

　　　　C筑Mieも“m　japon呈cae　OhbaetSugaw3ra19ア8（丁農b．13）

　遊佐町三崎の外洋に直接面した風衝心画地にハマゼリ，ハマエノコロ，ハマボッスなど1，2

年生草本植物を主としたハマツメクサクラスの植生が生育している。穂生高は30～40cmでケカ

モノハシ，ハマヒルガオ，ハマエンドウが高い常在度で随伴している。二次的にクズの侵入した

応分では植生高も80cmになっている。これらの植分はハマゼリを標徴種に，ハマエノコロを区

分種としてハマゼリ群集にまとめられた。

　ハマゼリ群集は10～50αn大の角礫岩の問に堆積した比較的湿潤な土壌を形成する立地に生育
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Spalte：

a：

b：

　　　　　　　　　　　Tab．12　目測ヒジキーハマアカザ群集

　　　　　　　　　Salsolo－Atriplicetum　subcordatae

Subass．　von　Saisola　kolnarovii　オカヒジキ1亜群；集

Subass．　von　Setaria　viridis　vaL　pachystachys・・マエノコロ亜群集

　　　　b1：Typische　Var．典型変群集

　　　　b2；Var．von　Plantago　japon量ca　トウオオバコ変群集

　　　　　　　　　　　群　落　記　号　　　　　　　　　a　　　　　　　　　b

Laufende　Nr．；

Feld＿Nr．：

Datum　d．　Aufnahme（！979）：

H6he廿．　Meer（m）こ

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

Exposition：

Neigung　（o）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung〔1．　Vegetation（％）＝

Artenzahl：

通

調

調

海

調

方

傾

植

全

出

し　証

言　二

三　月

抜　高

島　面

生

植　被

現　種

号

号

日

度

積

位
余｝

高

率

数

Kennart　d．　Ass．：　　　　　　群集標四種

　孟かψZθ」じ∫κ配α‘磁如　　　　ハマアカザ

Trennarten　d．　Subass．：　　　亜群集区分種

　3αお0伽ん0ノπαノ脅0加∫　　　　　オカヒジキ

　距αノ伽τケ雌∫var．ρ鷹妙5彦αあ輝ハマエノコロ

　α翅砂04伽稽♂αzκπ2π　　　ウラジロアカザ

　Lo旗5007闇η2α‘♂α廊∫var．ブ曜）ωZ∫6z‘∫ミヤコグサ

　Ec痂。‘んZoα61’μ∫一9α♂z∫

Trennarten　d．　Var．：

　παπ孟嬉0ブ妙0加6α

　Lツ∫∫ノπ㏄痂αノノ彦αμプ鉱∫αηα

　P∫C7’ガ5ブ妙0π比α

Begleiter：

　Rπノπαブ砂。／z磁5

　距吻90π∫α妙－α90／ZO読5

　αη’薦力z4痂♂α

　＆）πc勧∫oZ8ノーα6θ鰯

　β∫0弛ノZ5プ〉噂0η405α

　擶ノ’α9ノ厩’8∫αz45彦ア閣αz∫∫

　q脚40／Z4硯砂伽
　乙α疏ツrκ5ブ妙。航郡

　Rμ伽ブ6∫・θη5ガ5

　C吻5彦89∫α50Z4αη6Z♂α

　イヌビエ

変群集区分種

　　トウオ・オバコ

　ハマボッス

　コウゾリナ

　随伴種

　　ギシギシ

　　　ツルナ

　　　コウボウシバ

　　ハルノノゲシ

アメリカセンダングサ

　ヨシ

　ギョウギシバ

　ハマエンドウ

　アカネムグラ

　ハマヒルガオ

　鼠）π々8πツαカψZo∫漉∫var．　oうZoπ8ガb♂fαハマハコベ

　％りgo肱那α加。認α紹　　　　　　ミチヤナギ

出現1回の種Au8erdem　je　einmal　in　Lfd．　Nr．

　ボウフウ十，
　診ん乞κη3∫オブμ〃Zα万Z‘ノπ　オナモミ

　メイ

　如goηαアメリカネナシカズラ十，

b1 1 b2

　123456789190　　143　　16！　　197　　184　　170　　171　　211　　169

7／267／25　7／267／26　7／267／26　7／26　7／26　7／26

0．2

16

N
2

40

30

　3

0．2　　1　　0．4　0．5

5　　10　　6　　21

　　　　　　NW　SSE

L　　　　　5　　3
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W
3
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7

1

100

W
3
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7G
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2

6

L
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■
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●
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●

●

●
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■
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●

●
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2：＆∫6々Z必απo’∫5var．ブ確）o加6αf．　z‘go8π5∫5ノ・マイブキ

　　　　　　　　　R）4ygoπz‘η3♂oπgゴ58孟z〃π　イヌタデ　十，　in　3：fbらgoη〃〃zρ6ヴbZ如加2π　イシミカワ　十，　Xαπ一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・1，EZッη耀5／2zoZ♂∫5ハマニンニク十，　in　4：Cα∬毎πoηzαηz6　カワラケツ

　　　　十，in　7：B∫鹿η5〃ψαア擁‘αタウコギ十，　in　8：Gramineae　sp．イネ科の一種4・4，（勉∫c欝αρ6η一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EZα8αg』π～冨規αc7『q♪1LメZαマルバグミ十，　in　9：Aγ加η1鋭α♪擁πご8♪5ヨ

　モギ1・2，Cψy∫孟6g∫αブ砂。ηガ侃ヒルガオ1・2，C加縦ψo漉π〃3α♂諏〃3シロザ十．

調査地Fundort：Tobishima，　Stadt　Sakata酒田市飛島，
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Lfd．　NL：

］Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufnahme＝

GrδBe　d．　Probeflache（m2）：

Exposit玉on：

NeigUH9　（o）：

H6he　d．　Vegetation（cm）＝

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

Tab．13　ハマゼ　リ　群集

Cnidietum　lapoHicae

　　　通　し　番号

　　　調査番号

調査年月日

調査面積
方　　　　位

傾　　　　斜
植　　生　　高

二二被率
出　現引数

王（enn．　u．　Trennarten　d．　Ass．：

　Cη’磁‘〃り妙01z∫α‘η’

　5θ’α1‘’α珈－泌∫var．カαご1Zッ∫齪んッ∫

Sonstige　Arten＝

　CαZツ5渉89”α50Z4ωz8ZZα

　！5c11αθ〃z〃π研魏6♪ノzoノ窃46∫

　Lツ∫加αc痂α〃3側万孟ガαノzα

　乙α〃1ツ1帽z6∫ノ砂。／zfα‘5

　恥5彦μαz7－zめ7・α

群集標徴種および区分種

　ハマゼリ

　ハマエノコロ

その他の種

　ハマヒルガオ

　ケカモノハシ

　ハマボッス

　ハマエンドウ

　オオウシノケグサ

1　　2　　3　　4

SO　SO　SO　SOS
69　　　70　　　71　　　10

’80　　，80　，80　　，80

9　　9　　9　　9
4　　　4　　　4　　　4

6　　9　　6　　1

W　　W　　W　　SW
40　　　　40　　　　40　　　　30

30　　　　30　　　　80　　　40

70　　　　80　　　　90　　　　90

7　　6　　8　　10

1●2　　2●3　　5●4　　2●3

2●2　　一←●2　　　2●2　　　1●2

1・2　十・2　　1・2

3・3　4・4　　・

十　　十。2　　・

1・2　　・　　3・3

・　÷。2　　・

出現1園の種AuBerdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr．1：M診∬8r∫ぐ1z’厩読α5痂7ゴ。α　スナビキソウ　十，　in

　AケψZ薦∫κ配01ガσ如ハマアカザ十。2，P鰐プα万αあみα忽クズ十，ε84ε〃π加厩∫読鷹∫α‘ノπキリンソウ

　十・2，Bノ僧α：1z醐）o漉z‘〃3∫メηα‘ゴcz〃πvar．ノ加∫θノ’z〃ηヤマカモジグサ十，　in　4：L読πη’アπ配z’Zα彦z〃πスカシユ

　リ十，A♂Z認〃6‘1LOθπoρ74α5～〃πvar．プbZ∫o∫κ1ηアサツキ十・2，迎ω伽go侃z瀦∫‘11磁∫cαエ・ゾオオバコ十．

調査地Fundort：Lfd．　Nr．1～3：Kap　Misaki，　Yuza－machi遊佐町三崎．

2。2

3・3

1・1

十・2

十・2

　3

がみられた。植分は広がることなく岩礫で区切られて斑紋状に点在している。強風時には海から

の飛沫を受け塩分濃度の高い湿潤地となっている。ハマゼリ群集は日本各地の岩石海岸と済州島

から報告されている（大場・菅原1978，1979－80）。

　20）　キリンソウーオオウシノケゲサ群落

　　　　Sθd配7ηんαηεf8c海αfεc郡配・1アεs彦πcαrπδrα一Gesel鼓schafも　（Tab。　i　4）

　飛島と鶴岡市由良の岩石海岸にはキリンソウ，オオウシノケグサ，スカシユリなど多年生草本

植物で構成される植物群落が発達している。植生高は30～50cmで40～90％の植被率を占め，他

にススキ，ハマボッスなどが伴生する。これらの植分はオオウシノケグサ，キリンソウ，スカシ

ユリを区分種としてキリンソウーオオウシノケグサ群落にまとめられた。キリンソウーオオウシ

ノケグサ群落は岩石の間にわずかに砂の堆積した立地に生育がみられ，強風時には絶えず海から

の飛沫を受けている。キリンソウーオオウシノケグサ群落はアサツキ1種で識別されるアサツキ
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Lfd．　Nr．：

Feld－Nr．；

Datum　d．　Aufnahme；

Tab。14　キリソソウーオオウシノケグサ群落
5θ諾z〃ノ3忽〃腐。んα診～α〃ル1勉5孟zκαηめ7旧α一Gesdlschaft

　　　　　　　　通　し　番　号

　　　　　　　　調査番号

　　　　　　　　調査年月日

GrdBe（1．　Probeflache（m×m）：

Exposition：

Neigung　（。）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）＝

Artenzah1＝

調査面積
方　　　　泣

傾　　　　斜
植　　生　　高

梁植被率
出　現　種　数

1　　2　　3　　4　　5

MOMOMO
22　　　23　　　24　　　！58　　167

’8！　　’8！　　，81　　’79　　’79

7　　7　　7　　7　　7

8　　8　　8　　26　26

1×　 1x　 ！×　 4×　 5×

0．5　0．5　0．5　　5　　5

N　　N　NE　NW　－
30　30　50　　5
40　　　50　　　50　　　30　　　30

60　　　90　　　80　　　40　　　50

4　　6　　3　　7　　7

Trennarten　d。　Gesellschaft：

　恥∬乙κα7・どめ1・α

　58漉‘〃3ゐαノπ孟501zα孟～ごμ〃，

　L∫々〃μ〃3αα‘zα渉z，ノ〃

Trennarten　d．　Untereinheiten：

湿傭ノ〃561Z・6／Z・ρノ・α∫Z〃μvar．ノb♂ガ・∫～〃ノみ

　ムclzα8〃耀〃みα傅α∬ご♪8∫

　L・螂・0加α’Zψf∫var，ゴ・ψ・π加5

Sonstige　Arten：

　ハ4ゴ3cα7zオ11z‘53’ノzθz∫f∫

　ゐツ3∫〃彦αc1磁〃雄z〃僧のセηzα

群落区分種

　オオウシノケグサ

　キリンソウ

　スカシユリ

下泣群落区分種

　アサツキ

　カモノハシ

　ミヤコグサ

その他の種

　ススキ

　ハマボッス

2●3　　2●3　　3●3　　2・2　　2●2

3●3　4●4　3●4　2●2　3●3

十　　2●3　3。3　　十　　　●

3．3　1●21　●　　　●　　　●

・　　　●　　　・　i2・2　　3●3；

．　　　・　　　の　i2．2　　十　．

・　　2・2　　・　　2。2　　。

・　一ト．2　　●　　　。　　1●2

禺現1回の種AuBerdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr．4；％848ノ¶忽5‘α〃48〃∫var．〃～α∫7冨ヘクソカズラ十，　in

　5；」と魏。μ∫g澱。”訪z～‘5ドロイ1・2，・E如6αgノ膨5〃雄。’叩01漉y彪マルバグミ十．

調査地Fundorte：Lfd．　Nr。1～3：0shijima，　Stadt　Tsuruoka鶴岡r｝丁白山島，4，5：Tobishlma，　Stadt　Sakata

　酒田市飛島．

下位群落と特別な区分種をもたない典型下位群落が区分され，鶴岡市白山島に生育している。ま

たカモノハシ，ミヤコグサで識別されるカモノハシ下位群落は飛島に分布している。アサツキ下

位群落は大きな岩によって直接海に面していないやや湿った土壌の堆積した：立地に生育している。

それに対し典型下位群落は直接，海に面した急傾斜地の岩隙に生育している。カモノハシ下位群

落は岩の窪地の水のたまりやすい湿性立地に点在してみられる。キリンソウーオオウシノケグサ

群落はOhba　et　Sugawara！979により日本海地方からカワラナデシコ，オトコヨモギを区分種

として報告されている。酒田市域の植生調査資料と比較して組成的な差異がみられるが，標徴的

な種に欠けるため同じ群落であっかわれた。キリソソウーオオウシノケグサ群落は，エゾオオバ

コーウシノケグサクラスPla箪tagini　camtschaticae－FestuceteaOhba　etSuga・

wara！979への所属が提幅されている。
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講瓢川辺轟

懸盤謝
灘藤

Fig．7　カモノハシ，オオウシノケグサ，キリンソウがみられるキリソソウーオオウ

　　　シノケグサ群落（酒田市飛島）。

　5θぬ〃zたα〃zオ∫cんα廊。〃ル施∫オμcα㍑み’π一Gesellschaft　mit　13ご乃α8〃3〃厚θ¶α∫∫ψ8∫und麗∫彦～‘ごα

　ノ8κ6／u（王nsel　Tobishima，　Stadt　Sakata）．

Fig．8　飛島の北西海岸の概観，水ぎわにドロイ群集，アイアシ群集などが生育し

　　ている。

　NW－Kusteder工nselTQbishilnamlt　Juncetun　gracillimi，　Phaceluretum
　latifoliae　und　an〔leren　Gesellschaften　am　Rande　des　Meeres．
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Lfd．　Nr．；

Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufn．：

H6he茸．　Meer（m）：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

Exposltion：

Neigung　（o）：

H6he　d，　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

Tab．15ドロイ群集
Juncetum　gracillirni

通し番号　　i
調査番号
調査年月日

海　　抜　　高

調査面積
方　　　　位

傾　　　　斜
植　　生　　高

二三被率
出現二三

Kenn．　u．　Trennarten　d，　Ass．＝

　ゐ〃zα’59γαc〃∫〃呂z‘∫

　παπオαgoブ＠o／zf6α

Trennarten　d．　Var．＝

　P137層α9η漉85αz‘5〃’αzゼ∫

　罵〃めノゼ∫砂zゼ∫3zめゐガψ∫6α如

　＆カψz’5か猷ゆf鷹ノ¶

Begleiter：

　盈α60伽7’％5zα’卿痂‘∫

　Cπ乞4fz〃πノ砂。／z∫α‘ノノa

　Lo舐5ωηZガα‘♂α如∫vaLノ砂0ηガαf∫

　qyπ040π4㏄塀0ノ～

　cα2で躍μ‘厩zα

　ル琵∬8ノ・∫611〃zf読ζz　5∫腕ノーガ6α

群集同感種・区分種

　ドロイ

　トウオオバコ

変群集区分種

　ヨシ

　ヤマイ

　サンカクイ

随伴種

　アイアシ

　ハマゼリ

　ミヤコグサ

　ギョウギシバ

　コウボウシバ

　スナビキソウ

1　　2　　3　　4　　5　　6　　7

MO
26　　191　　208　　207　　玉95　　！97　　193

’81　　79　　’79　　，79　　’79　　，79　　’79

－　　7／26　7／267／267／26　7／26　7／26

一　〇。2　2　　2

0．1　L6　1．5　 4

60　　50　　60　　60

80　　　50　　　90　　　80

5　　5　　6　　12

G．3　0．4　0．6

3　　9　　9

NWNWNW
2　　2　　2

80　75　50

95　90　85
4　　5　　7

5●4　　4●4　　5●4　　5●4　　5。5　　2・2　　1．2

→一　　。　　3●3　2●2　2●2　　・　　十

・　…　　　　　i2・2　1・22。2i
●　　　。　　　・　　　●　…÷．2　5●4　5●4i

・　…　　　　i一．1…．2，2＿ユ：ai

●

●

o

■

■

1・2

3・3　十　　・

・　2。2　！・2

十　　・　　十

十　　・　　十

・　　・　　十

十　　・　　。

●

o

o

■

o

o

O　　　　　　o

十　　十

■　　　　　　　●

。　十・2

●　　　　　　●

出現1回の種AuBerdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr．1：παπ≠αgo‘αη3♂50肋’加エゾォォバコ　十，　R％〃～6認

　㏄8’05αスイバ十，in　3：C118／zoρo漉z〃πgZαz娚〃πウラジロアカザ十，窺7ψZ8¢∫πうooノ’4雄αハマアカザ

　1・2，in　4：ムclzα8〃臨〃zαπ”14）1101‘o認θ∫ケカモノハシ2・2，　Lッ3加αclz如27zαz‘7鹿∫απαハマボッス1・2，

　魚ノπα7’疏万α∫翫プあαウシノシッペイ十・2，3αg加αノノzα窟カノzαハマジメクサ十，Rz‘η昭露ブ＠oπ∫α‘5ギシギ

　シ十，L磁1zツ1瀦∫ノ砂。π∫6％5ハマエンドウ十．

調査地Fundorte　l：Oshijima，　Stadt　Tsuruoka鶴岡市白山島，2－7：Tobishima，　Stadt　Sakata酒田市飛島．

9，塩沼地植生　Sa茎zwiesen

　2D　ドロイ群集

　　　　JuRcetum　graci盗1imi　Miyawak量eもOhba1965（Tab．15）

　酒田市飛島および鶴岡市由良白山島の岩礁海岸の波打ちぎわに接した岩棚などにドロイの優飛

する南分がみられる。植生高は50～80cmで，常に50～90％の高い植被率で生育している。共存

する種にはトウオオバコ，ヨシ，ヤマイ，サンカクイなどで，時にアィアシ，ハマゼリなども生

育している。

　ドロイ群落はすでに北海道，青森県下北半島，秋田県男鹿半島でそれぞれドロイ群集の報告が
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ある。酒田市域におけるドロイ群落は，トウオオバコで特徴づけられるが，広義にはドロイ群集

に含められるものと判定される。種の組合せでいくつかの下位群落が区分されるが，すべてトウ

オオバコ亜群集として扱かい，さらに典型変群集とヤマイ変群集にまとめられた。

　宣旨市域のドロイ群集の生育地は日本海に面した岩礁地雨に砂土や粘土が堆積し，周辺部から

の滲出水でたえずうるおされる凹状地に生育しているが，高潮の際は塩水で冠水する。それぞれ

の三分の面積は比較的小さく，群落全体が団塊状に散在するに過ぎない。

Lf（i．　Nr．：

Feld－Nr．：

H6he廿．　Meer（m）：

Gr6Be　d．　Probef1装che（ra2）；

Exposition＝

Neigung　（。）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d，　Vegetation（％）：

Artenzah1：

　22）　アイアシ群集

　　　　Phaceluretum　latifol量ae　M至yawakietOkuda1972（嬰ab．16）

　アイァシは，一般に海岸の塩沼地に生育する多年生草本植生であるが，しぼしば三二の砂丘：や，

断崖地などにもみられる。飛島の西方の海岸は砂丘が狭く弧状に分布しており，その砂丘上に細

　　　　　　　　　　　　　　　　Tab。16　アイアシ群集

　　　　　　　　　　　　　　Phaceluretum　latifol玉ae

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【；I　　　　　　　　　　　　　　　　　i通　し　番

調　査察

海抜高
調査
方

傾

植　　生

野植被
嵐　二種

万

号

度

横

位

斜

高

憎

憎

1

164

0．5

20

1

90

6

2

168

3

40

1．2

95

10

3

209

2

25

N
2

1．3

90

1G

4

203

4

5

1．8

100

12

Kennart　d．　Ass．：

　鰯αc8♂πブπ5♂砿4bZ珈∫

Kennart　d．　h6heren　Einheiten；

　飢ブα9〃z漉∫απ5〃閣読5

Begleiterこ

　Cα♂5・5’θ9ぬ50♂4απ8Z♂α

　Rz‘腕αブβ506チ35ゴ5

　C4ツ5’β9如ブ＠o航α

　加読ツ縦5ノ砂。／z∫α‘∫

　παノ磁9’oノ砂。π～cα

　F診5砲。αηめザα

群集標徴種

　アイアシ

上級単紘の種

　ヨシ

随伴種

　ハマヒルガオ

　ァカ不ムクフ

　ヒルガオ

　ハマエンドウ

　i・ウ蹴鞠バコ

　オオウシノケグサ

i
　5・4

●

2・2

2・2

の

3・3

●

●

5●5　　5・5　　5●5

1・2　　十　　1・2

2。3

2。2

2・2

2・2

十

1・2

2・2

十

1・2

●

2。2

●

●

■

1・2

●

o

！・2

出現1回の種AuBerdem　je　einmal　in　Lfd．　Nr．1：乙。薦500r曜6πZσ薦∫var．ゴ砂。πf6郡ミヤコグサ1。2，

　慨∫‘87毎ガ。渤z〃z4αフジ＋，　in　2：E♂ツη3z‘∫ノノzo♂Z∫5ハマニンニク1・2，　Lが読〃ノ3　Zα駕麹Z如πオニユリ

　十，in　3＝」と〃z‘μ∫gノ弓α6”∫27膨∫ドPイ十。2，　Cπガ漉z〃2zブ妙。ηfoπηzハマゼリ1・2，　R㍑〃’θ∬ブ妙。π記π5ギシ

　ギシ十，in　4＝5αη9μf∫o治4♂8πz‘施♂如f．㎡6αナガボノシロワレモコウ1・2，　Ro5αノπz‘あ耀orαノイバラ

　1・2，CZβηzα’∫∫オθ1ηゲZorαセンニンソウ十・2，　Cooα4麗50プう’cπZα彦μ5カミエビ　十・2，　Cβrα∫頁㍑〃3ノ：7∫訪8一

　万αππ7πオオバナミミナグサ十。2，Eg踏6如παブ肥郡8スギナ÷，五躍駕η多gフrαメノビル十，Agr砂ッπ）π

　々αノη（扉カモジグサ十．

調査地Fundorte：Lfd．　Nr．1－4＝Tobishima，　Stadt　Sakata酒田市飛島．

調査年月日Datum　d．　Aufn．：26．　Juli　1979．
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く帯状にアイアシの密生する草凍が発達している。アイアシはよく繁茂し，高さ1～1．3mで，

時に1．8mにも達する植分がみられる。この植分は，アイアシを標徴種としてアイアシ群集にま

とめられる。

　飛島におけるアイアシ群集は，ハマヒルガオ，ハマエンドウなどの砂丘植物やアカネムグラ，

ヒルガオなどのツル性植物が混生し，さらにヨシ，防煙ウシノケグサなどが出現しており，種構

成としてはまとまりに欠けている。

　アイァシ群集はわが国全域の海岸に点々と分布が報告されている。飛島のアイアシの生育は，

現在まで報告された他の地域よりもきわめて良好である（Miyawaki　u．　Okuda　1972）。

h．河辺冠水植生　　AueRwies畷

　23）　オギ群集

　　　　Miscan亡hetu裏n　sacchariflori　MiyawakietOk犠δa1972（7ab．17）

　最上川の下流域では両岸に比較的広い河川敷が形成されている。河川敷はヤナギ林などの自然

の二分もあるが，その大部分は刈取りや火入れなどの人為的な影響を受けている。不定期な刈取

りによって持続する草原ではオギ群集域が最も広い。

　オギ群集は河川敷の冠水域に自然状態で生育し，ヤナギ林に接してソデ群落状にふちどり状に

生育しているのが～般的である。しかし，人為的な影響によって，ヤナギ林が破壊されたあと地

に生育域を広げる場合が多い。最上川のオギ群集にはスギナ，ヤブマメ，カナムグラ，ヤエムグ

ラ，カキドオシなど湿性立地に生育する多数の草本植物でおおわれていることから，かつてヤナ

ギ林（シロヤナギ群集またはタチヤナギ群集）の生育地に生育域を拡げたオギ群落が，刈取りに

よって持続的に生育している植分と判断される。

　オギ群集の土壌は河川による運積土で粘土と微砂土を主体とし，礫はあまり含まれない。

　24）　セリークサiヨシ群集

　　　　Oena装もho・Phalaridetum　arun戯Raceae　MiyawakietOkuda1972αaも．18）

　小河川の下流域や，水田地帯を流れる水路にはしばしぼクサヨシが繁茂して1，8m前後の草原を

形成する。クサヨシは初夏に最大の生長をとげ，夏以降は地上部の大部分は枯死する場合が多い。

　クサヨシの優占植分はクサヨシとセリを標徴種としてセリークサヨシ群集にまとめられている。

酒田市では近郊の水田地帯や，最上用の河川敷に広く分布している。得られた植生調査資料では

ミゾソバ，ムツオレグサなどの放棄された湿田に多い種が共存している。さらにサヤヌカグサ，

オモダカなどのヨシクラスの種も生育している。

　セリークサヨシ群集の立地は比較的富栄養で粘性の強い多湿な土壌上である。しかも常に流動

水に冠水する条件が加わる。したがって河川の中～下流の流水辺に自然の植分がみられる。水田

地帯の排水溝に生育する植分は多かれ少なかれ人為的な富栄養化の影響を受けている。
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Lfd．　Nr．：

Feld－Nr．＝

Datum　d。　Aufnahme：

Gr6Be　d。　Probeflache（m2）：

Hδhe　d．　Vegetation　（m）：

Deckung　d。　Vegetation（％）：

Artenzah1：

　　Tab。17オギ群集
Miscanthetum　sacchariflori

　　　　　通　し番号
　　　　　調査番号

調査年月日

調査1諏積
植　　生　　高

全植被率
出現種数

Kennart　d．　Ass．；

　M∫∫ぐα漉1Lμ∫∫αo‘1Lαr坦0耀∫

Klennarten　d．　Phragmitetea：

　飢7rα9η漉8∫照5〃rαz∫∫

Begleiter：

　Eg厩∫θ頗ノπαノ’ツ8π∫ご

　Aηψ1zfcαゆαθα孟2’∫5ρθηノ3α

群集標微種

　オギ

ヨシクラスの種

　ヨシ

随伴種

　スギナ

　ヤブマメ

1

MO
31

’81

7

8

4

1．8

100

12

2

S王

18

’81

10

1

36

0．7

90

26

5・4

2。2

2・3

十・2

5・5

1。2

2・3

3・3

出現1回の種AuBerdeln　je　einmal　in　Lfd．　Nr。1：H㍑槻4Zπ5∫oαη漉η∫カナムグラ3・3，　Mα‘∫θπc磁

　∫が漉ん∫oρ∫6r∫5クサソテツ2・3，　GZ801zo2πα1zα犯7u‘6αvar．　gブαノz読5カキドオシエ・2，　GαZ伽η3ゆπr∫πηL　f．

　∫彦1層磐05z4〃3ヤエムグラ1・2，　A5∫θ2一αgθr雄。ゴぼ8∫var．　o槻如∫ノコンギク1・2，　Coη〃7z8♂加α60η3η3πη∫5ツユ

　クサ十・2，Rzめ∫αα々απ8アカネ十，　L㏄顔6α∫η4∫‘αアキノノゲシ＋，　in　2：罵α寛ノ妙。加。αコウゾリナ

　1・2，Rz〃7～θ」じブ砂。η∫‘μ5ギシギシ十・2，　Gθプαπ加π擁πη6θrg∫ぢゲンノショウコ十。2，50η01zμ5018ブ㏄8π5

　ハルノノゲシ十・2，（汐少8耀∫厩ぴ。ガァ¶∫αカヤツリグサ　十。2，Rπηz雌αc6孟05αスイバ　十・2，　Cα♂：y5’6g如

　ノ妙。π∫ごαヒルガオ十・2，1／z4f89（～ルノ「α」ウ5θπ♂o剛力z‘’oがαコマツナギ十。2，　R～め％3ρπ勘ぴbZ伽∫ナワシロイチ

　ゴ十，Ro痒”α加撃6αイヌガラシ十，　Dfg∫如がααげ∫68η4御5メヒシバ十，∠4補職5忽ρプ加αψ∫ヨモギ

　＋，箔ガb♂加珊ア砂8π∫シロツメクサ十，Cαアゼα〃3加θノZ薦π0∫αタネツケバナ十，・翫加πα刀濯05αクワクサ

　十，1口αη如g’oZ〃zcθo♂αオαヘラオオバコ　十，＆鷹んッ5ブ砂。ηf6αvar．　f2zψ61フ2zθ4∫αイヌゴマ十，　B∫4θπ5

プ｝’oπ405αアメリカセンダングサ十，Cα耀エη薦α漉海ヤガミスゲ十，γ∫o♂αη6ノ祝観4αツボスミレ　十，

　1乃’脚躍〃πρ㍑彦6π58アカツメクサ十，r窃8π彦”α鄭8∫π∫αηαオヘビイチゴ十．

調査地Fundorte：1：Michikata，　Stadt　Tsuruoka鶴岡市道形，2：Takamidai，　Stadt　Sakata酒田市高見台．

　セリークサヨシ群集の根系はヨシ，オギなどに比べれば発達が悪い。しかし，水位変動のはげ

しい水辺では護岸の役割を十分に果すと考えられる。

　25）　ショウブ群落

　　　　ノ盗coηε8　cα’α㎜z6s　var．απ9πsfα彦麗s－Gese至lschaft　（Tab．董9）

　酒田市生石通越のタチヤナギ群集に接した湿性地にショウブ群落が記録された。この二分はタ

チヤナギ群集の林分の下流側の流水辺に位置し，小群落を形成している。優占種のショウブは密

生して1．2m内外に達している。共存種には，同じ流水辺に生ずるドクゼリがみられる。出現種

数は4種ときわめて少ない。

　ショウブは全国的に広く分布し，主に河川下流域の泥湿地に生育する，ウキヤガラーマコモ群
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．18　セリークサヨシ群集

　　　　　　　　　　　Oenantho－Phalaridetum　arundinaceae

Feld－Nr．調査番号SA－7，　Datum　d．　Aufn．調査年月日：21．　Juli　l98！，　Gr68e　d．　PrQbeflache調査面積：

1m2，猛6he　u．　Deckung　d．　Vegetation植生高および全埴被率：0．5m，95％，　Artenzah1出現種数：9．

Kennarten　d．　Ass．＝

　刀zαzα1一おαノーz〃z漉παc8α

　08παπ診1昭ブ副αノ2∫6α

Kennarten　d．　Phragmitetea：

　L881冨α∫αツαノz罐α

　5α9ガ伽磁孟ノψ傭var．απ9Z’5彦加Z如

Begleiter＝

　乃り9’伽z〃7π13z〃zう8フ宮ゴ

　ノ18γo画∫αあα

　α」y諮zθαα‘診耀07π

　RαπZ‘πα‘ZZ‘∫6αノπ0／Z∫8π∫∫∫

　AZ（ψ6α〃忽∫α89‘‘α薦

群集標徴種

　クサヨシ

　セリ

ヨシクラスの種

　サヤヌカグサ

　オモダカ

随伴種

　ミソソバ

　コヌカグサ

　ムッオレグサ

　ケキツネノボタン

　スズメ／テッポウ

3・4

2。2

2・2

十

3・3

1。2

2・2

十

十

調査地Fundort＝FluβMogami最上川．

　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab。19　ショウブ群落

　　　　　　　　　　　　　ノ160η’∫mZα〃解5　var．〃z8％舘α’π∫一Gesellschaft

Feld－Nr．調査番号：SL68，　Datum　d，　Aufn．調査年月日；2．　Okt．1981，　GrdBe　d．　Probeflache調査面積；

12m2，　H6he　u．　Deckung　d．　Vegetation植生高と全植被率；！．2m，90％，　Artenzahl出現種数：4．

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　ノ1‘α忽∫・αZαノπκ5var．α・zg臨磁∫

　αα‘如翻’0∫αvar．π∫”0航α

Begleiter＝

　ゐ6θア弓5∫α5π∠yσπz‘肋

　エ3f4βノz3乃でπ405α

群落区分種

　ショウフ

　ドクゼリ

随伴種

　サヤヌカグサ

　アメリカセンダングサ

5・5

十・2

十

十

調査地Fundort；Oishi，　Stadt　Sakata酒田市生石（海抜高70m　U．　NN）．

集に結びつくことが多い。しかし，類似種のセキショウが流水辺に生ずることからショウブも，

流水辺に生ずる傾向が強い。

i．低層湿原植生 N玉eder凱oor”Gesellschaften

　26）　ウメバチソウーオオミズゴケ群落

　　　　Pαrηα88εαPα」π8’r∫8一鋤1診α9πμ〃3ρα」μ8彦rθ脚Gesellsch舞ft　（Tab．20）

　三千坊谷地湿原の主要部分はアゼスゲ，ヒメシダ，ヒメシロネ，チゴザサなどと共にウメバチ

ソウ，オオミズゴケなどが生育する湿原植生となっている。夏から秋にかけて，ウメバチソウの

白，クサレダマの黄，トキソウの桃，サワギキョウの紫などが湿原を美しく彩る。またごく稀に

食虫植物のモウセンゴケも見出せる。

　このような湿原はオオミズゴケ，ウメバチソウ，ミズトンボを区分種としてウメバチソウーオ
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　　　　Tab．20　ウメバチソウーオオミズゴケ群落

　　％rπα∬如1）α伽5彦7ぜ5一亀漉αgπ脚π1》α伽5かで・Gesellschaft

a：Untereinheit　vonんgo2zfαノ妙。航α　トキソウ下位群落

b：Untereinheit　von　1妙5ゴ窺α6勉α廊膨プfoα　クサレダマ下位群落

Spalte：

Lfd．　Nr．：

Feld－Nr．：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）

Deckung　d。　Moosschicht（％）

Artenzah1：

群落記　号
通　し　番号

調査番号

調　査面　積
植　　生　　高

草本層の植被率

蘇興趣の植被率

出　現井井

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　5♪んα9ππ〃z1）α伽5’ブθ

　％7”ηα∬ゴαρα伽∫オ7¶∫5

　翫6θηαア噂fα5囎鉱zψ7u

Trennarten　d．　Untereinheiten：

％902Z∫αブ妙07zf6α

五ψψαo距∫孟1Lμηう8プ9ゴゼ

驚2πうアゼ∫りあ55π～めゴ宴）ガ。α孟α

　五，ツ5ガη3αo配α磁η㍑7ゼ。α

　玩58／z∫α’αvar。ψ0π如ノzθα

Kennarten　d．　Phragmitetea：

　Cα7r8エ疏z切る8プ9ガ

　πθz躍）詑1膚ゴ5メ）αzπ5彦7用f5

　Lツ69ρ㍑∫2ηααご飯αηπ∫

　1∫αCん刀8gZO605α

　Loう8廊α∫θ55だ⑳Z∫α

　飢7噂α9η3π85α邸∫’7’αあ5

　」加ZC泓∫顔π∫麗5　var．漉⑫ガθη5

　瓢）∫’αブ8α⑳〃α

　E・ゆα’0ノ”∫Z〃π距η6JZ6ツαη㍑ηZ

Begleiter＝

　V70Zαηθプθ‘ππぬ

　∠47－z〃26毒ηθzzα　hゴη｝α

　D2’05θ7’αプ0’πη6棚0♂∫α

　Rんツπ0ん05ρ0プαルヴガαπα

　Cαノー8必。η厚απα

　％’82z廊♂♂αノ〉’の2zfαηα

　Rゐαη〃zπ56プθπαオα

　CαZαノπ囎2405が5｛ψガ98ガ05

群落区分種

　オオミズゴケ

　ウメバチソウ

　ミズトンボ

下位群落区分種

　トキソウ

　カキラン

　ヤマイ

　　　　　　　クサレタマ

　ノハナショウブ

ヨシクラスの種

　アゼスゲ

　　　　　　“　ヒメシタ

　ヒメシμ不

　チゴザサ

　サワギキョウ

　ヨシ

　イ

　タチギボウシ

　サワヒヨドリ

随伴種

　ツボスミレ

　トダシバ

　モウセンゴケ

コイヌノハナヒゲ

ヤチカワズスゲ

ミツバツチクリ

イソノキ

ヤマアワ

a 1 b 5

1　　2　　3　　4

SI　　SI　　S王　　SI

70　　　72　　　74　　　70

4　　4　　1　　4
20　　　40　　　40　　　20

80　　　60　　　70　　　80

100　　100　　100　　90

11　　　14　　　15　　　15

5

SI

78

70

80

90

13

6

SI

75

2

50

80

90

14

7

SI

77

50

80

90

15

8　　9

SI　SI

76　79
1　　1

50　60

80　70

95　95

15　14

5●5　5●5　5・5

102　　1●2　　102

十　　十　　・

5・5　5・5

2・3　2・2

十　　・

ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

1　十　　　十　　十〇2　　十　1　　●
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i→一。2　　十　 十●2　十●2i　　。
ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　■　　十〇2　十。2　　　●　1　　●
｝L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調

5・5　5・5

2・3　3・3

。　　十

●

■

●

●

■

5・5　5・5

1・2　　・

十　　1・2

●

●

●

o

o

●

●

■

o

●

●

4．4　 3。4　4・4

2・3　1。2　102

十。2十。2　十

　。　十・2十・2

　十　　・

　・　　1・1

十・2十・2

●

o

●

　　i

●　　；1●1　　1●1
　　’一　 冒　 旧　 “　 璽　 凹　 一　 一　 一

●　　11●1　　十　　　101　　1●1　　202i

　　　4・4

　　　2。2

　　　十・2

　　　　十

十・2十・2

1・1　1・1

　十　十・2

　十　　十

○

2●3　1●2　1●2

●

■

●

●

o

■

o

●

十

●

●

●

●

●

o

●

●

●

十

o

o

1・2

十・2

o

●

●

o

o

o

3・3　3・3

2。3　1。2

十　　1・2

2・3十・2

1・2

1・2

2・2

●

o

2・3

●

○

●

o

●

十

。

2・3

1・2

1・2

　■

十・2

　　　　　　　　…
102　　1●2　　　●　i

　　　　　　　　L｝

2。3　3。3

2・3　2・2

・　　1。2

1・2十・2

十

1・2

1・2

十

■

2・3

1・1

o

●

十

1●2　2●3　　1●2

1●2　　2●2　十・2

■

●

●

●

●

●

●

●

●

o

十

●

÷

■

●

●

調査地Fu認ort：Sa漁ze沁。－Moor，　Hirata－cho，　Akumi－gun飽海郡平田町三千坊谷地（海抜350m）．

1・2

十

1・2

2・2

1・2

2。2

1・2

o

●

1・2

●

十

2・3

3・3

●

■

●



50

オミズゴケ群落にまとめられた。ウメバチソウーオオミズゴケ群落は一見，ミズゴケが優占する

ため中間湿原を想起させる，しかし，アゼスゲ，ヒメシダ，ヒメシロネ，ヨシ，イなど，ヨシク

ラスの種が優勢であり，低層三原に位置づけるべき植生単位である。中間湿原（ヌマガヤオーダ

ー）に生育地の中心をおく種にはトキソウ，ヤチカワズスゲ，コイヌノハナヒゲ，モウセンゴケ

などがあるが，三千坊谷地湿原中に局所的に繊現するのみである。

　ウメバチソウーオオミズゴケ湿原は2つの下位群落にまとめられる，トキソウ下位群落はトキ

ソウ，カキラン，ヤマイで区分され，湿原の中央部に位置している。一方クサレダマ，ノハナシ

ョウブで区分されるクサレダマ下位群落は，湿原の周辺部に生育し，ヨシの植被がわずかながら

高く，植生高も高い。立地の栄養状態は，前者がより貧養性で，中闘湿原的な湿原植生というこ

とができる。しかしクサレダマ下位群落に含められた植生調査資料（通し番号9）はやチカワズ

スゲ，コイヌノハナヒゲなどが生育している。

　三千坊谷地の湿原植生はきわめて自然性が高く，稀産種も多いため学術的な価値が高い。した

がって，今後とも十分な保護対策を恥じる必要があるが，現状は周囲がゴルフ場となっているた

め，湿原植生の存続があやぶまれている。

　27）　チゴザサーアゼスゲ群集

　　　　Isachno－Car董cetumもhunbergi量】y［iyawak玉eもOkuda19ア2（Tab．21）

　池沼の岸部の低湿地は樹林が生育困難であり，スゲ属植物やイネ科植物の優占する湿生草原が

発達している。とくに，無機水の流入の少ない，比較的貧養な湿地にはアゼスゲが優占すること

が多い。

　チゴザサーアゼスゲ群集は，利根川の沖積地の多々良沼で記録された湿生草本植物群落である。

今回，飽海郡，遊佐町（海抜185m）および三千坊湿原において植生調査資料が得られた。この

地：方のチゴザサーアゼスゲ群集は，アゼスゲ，チゴザサを主に，ヒメシロネ，アブラガヤなどの

群集区分種を含み，さらに，ハナショウブ，ヒメシダ，ミソハギ，コオニユリなど，ヨシ草原や

湿性地に生育する種類で構成されている。植生高は60CIn内外で低いが，植被率はエ00％に達し

ている。

　チゴザサーアゼスゲ群集は，湿性地における自然植生の一つであるが，時々，水田耕作を停止

した場合にも一時的に成立する。しかし，このような植分では，ミゾソバ，アキノウナギツカミ

などタウコギクラスの三層素性植物を混入するのが特微となっている。調査地におけるアゼスゲ

草原にはこのような種群は見妾らず，種組成的にも安定した自然性の高いものといえる。

28）　ミソハギー湘シ群落

　　　L〃fん｝．㏄配απc印8．pゐrασ配髭ε8α麗sfrα蕊8卿Gesellschaft　（T3｝）．21）

鶴岡市馬町にある至聖には，さまざまの湿原植物群落がみられ，酒田甫の低湿地の潜在自然植
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Fig．9三千坊谷地湿原に発達したチゴザサーアゼスゲ群集（飽海郡下青沢，海抜350m）。

　　工sachno－Caricetum　thunbergii　im　Sanzenboyachi－Moor（Shimoaosawa，
　　Akumi－gun，350m廿，　NN）．

生の判定に大きな手がかりを与えてくれる。

　下池のほとりにある茶尾付近に湖に接してヨシ群落が生育している。溝成種は8～11種と比較

的少ないが，ミソハギが特微的であり，開花期には美観を量している。他の共存種にはヒメシロ

ネ，ヌマトラノオ，ヘラオモダカなどの他の低層湿原に普遍的に出現する種に限られている。さ

らに，隣接群落からの種としてウシノシッペイ，ヌカキビなどもみられるが他のヨシ群落と特に

区分できる種はみられない。
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しかしミソハギーヨシ群落は，この庄内地方の低層湿原を代表する群落の一つと考えられる。

　29）　カサスゲ群集

　　　　Caricetum　dispalatae　Miyawak圭etOkuda1972（里ab．22）

　カサスゲは低層湿原の一つとしてのスゲ型湿原の最も代表的な構成種である。全国に広く分布

し，密生した肝試は古くから刈取って種々の用途に用いられた。

　カサスゲの優占植分はカサスゲを標微種としてカサスゲ群集にまとめられている。酒田市付近

にも，市内手蔵田，飽海郡八幡町（海抜250m）などにカサスゲ群集が分布している。この地域

におけるカサスゲ群集は植生高0．7～0．8田で優占種のカサスゲの他はヨシ，マコモ，アゼスゲな

どごくわずかな種に限られている。

　生育立地は常に水位5～20c磁の湛水状態にあり，無機水の供給を受ける。カサスゲ群集はし

ぼしばチゴザサーアゼスゲ群集と隣接するが，この場合水位と，水に含まれる無機的栄養塩類量

によって配分が決定される。土壌は流水によって運搬された粘質土であるが，時に礫質土上にも

生育する場合がある。

Lfd．　Nr．：

Feld．Nr．：

Datum　d．　Au魚ahme：

H6he廿．　Meer（m）：

Gr6Be　d．　Probef1註che（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Decku且g　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

Tab．22カサスゲ群集
Caricetum　dispalatae

　　　通　し　番　号

　　　調　二番　号

調査年月日

海　　抜　　高

調査面積
植　　生　　高

層　植被　率

出　現頭数

Kennart　d．　Ass．：

　cαハ8∬読ゆα♂α孟α

K：ennarten　d．　Phrag融三tetea：

飢ブα9’嘘θ5απ5〃読∫

z詑伽ゴαzα雄b伽

Cαrθぼ孟勧ηうθrg琵

群集標徴種

　カサスゲ

ヨシクラスの種

　ヨ　　　シ

　マ　コ　モ

　アゼスゲ

1

MO
ll

’81

7

7

250

4

0．7

90

2

2

SI
54

’81

10

2

4

1。5

0．8

90

3

3

MO
8

，81

7

7

250

6

0。8

90

3

5●4　　　　5●4　　　　4●4

2・2　　　1・2

・　　　十・2

●　　　　　　　　　　　■

1・2

●

1・2

調査地Fundorte：1，3：Yawata・chQ，　Akumi－guR飽海郡八幡町2：Tegurada，　Stadt　Sakata酒田市手蔵田．

　30）　アシカキ群落

　　　　Lθθr8εαゴ卿。πεcα一Gesellschaft　（Tab．23）

　幅10m内外の小河川や最上川のような大河川の中洲などの流水ぎわに，しばしぼアシカキの優

占する草原が発達している。アシカキ草原はヨシを混生して高さ1．5～2mとなるが，アシカキ
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a：

b：

C：

　　　　Tab．23　アシカキ群落
　　　　ゐ88プ5如ノ砂。／zゼ。α一Gesellschaft

Fazies　von＆∫ゆz∬彦万gz‘8ψ87僧サンカクイ　ファシス

Typische　Untereinhelt典型下．位群落

Fazies　von　J乞胡α‘5〔戯‘∫螂var．460ψ諭z5　イ　フアシス

Lfd．　Nr．：

Feld．Nr．：

Gr68e　d．　Probeflache（m2）＝

H6he　d．　Vegetation（cm）：

王）eckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

通　し番号

調査番号
調査面積
植　　生　　高

全植被率
出現種数

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　L8θノ櫓5如ブ砂。／zfoα

　Poり90ηπアηブ砂0πゼ‘窃ノ21

Trennarten　d．　Untereinheiten＝

＆カψ～4∫≠1勾z‘8診θ1一

群落区分種

　アシカキ

　シロバナサクラタデ

下位群落区分種

　サンカクイ

ial b ｝cI
1　　2　　3　　4　　5

202　　200　　199　　160　　201

6　　9　　8　　40　16
90　　ユ40　　120　　200　　130

70　　　90　　90　　　95　　　95

3　　6　　7　　11　　6

3●3　4。4　4●4　　3●3　3●3

の　　4・4　　2●2　　1●2　十・2

・3●41　●　　　●　　　●　　　●

　」珈。π∫聯ゆ5z45　var．4θ砂ご8・z5

Kennarten　d．　Phragmitetea：

　迎z／rα9フノ漉θ5απ∫彦ブαz∫5

　0θ23軒置z彦1z6ブαηα2zゴ‘α

　30どψκ5プZz‘沈α診μご∫

　5α野田7認∫‘ノzゼηθη∫露

Begleiter：

　W写∫♂αゼαプZoノ層伽〃z4α

　イ

ヨシクラスの種

　ヨ　　　シ

　セ　　　リ

　ウキヤガラ

　ハンゲショウ

随伴種

　フ　　ジ

・　　　十　　　。　十・2i5。4i

！●2　2。2　2。2　5●4　 1．2

●　　2●3　4。4　　4●4　　1●2

。　十。2　十　　・　　・

・　　・　　。　2。2　　。

・　　・　十・2　十　　・

出現1回の種AuBerdem　le　einmal　in　Aufn．　Nr．3：CαZα〃3α9ノη麟5⑫96∫05ヤマアワ十・2，　in　41　P7wzo♂Zα

　α∫忽ゴ。αvar．配αc加αウツボグサ十，（馳θノ’κ∫sp．カヤツリグサ属の一種2・2，　Cooα‘Z鋸ω窃α‘Zα彦z‘5カ

　ミエビ十，Cα砂5彦8gぬノ昭）oπ～6αヒルガオ十，　in　5：Lッ60ρz‘5　m〃zo∫∫∫∫カπz‘∫var．ブ昭）07z∫α‘∫コシロネ十．

調査地Fundort：Insel　Tobl－shima飛島（R6he荘Meer海抜4m）．

調査年月日Datum　d．　Aufn．：26．　Juli　1979．

の植物高は40～50cm内外である。

　アシカキ群落はアシカキ，セリ，シロバナサクラタデなどが高常在度で共存し，植分によって，

サンカクイ，イなどが優占種となることもある。

　アシカキ群落の生育地の土壌は，粘質土を主体とし，時に砂礫と混在することもある。チゴザ

サーアゼスゲ群集とよく似ているが流水の影響を常に受け，ときに湛水状態となる。栄養状態は

中栄養的である。

　アシカキ群落の立地は，河辺にあって比較的安定した立地をしめている。したがって流水辺の

環境保全への寄与度は高いといえる。
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　　3D　マコモ群落

　　　　Zεzα寵αZαfε1『oZjα一Gesellschaft（Tab．24）

　沖積低地の池沼には無水草本植物群落が発達するが，マコモはその主要構成種の～つである。

酒田市近郊の沖積地域の各地に散在して分布するが，大規模な面分は少ない。矢幅川ぞいに造成

された古いため池（海抜50m）に自然状態のマコモ群落が記録された。

　調査されたマコモ群落は植生高130cm内外で，ほぼマコモの純群落となっている（Fig．10），

植分の縁辺よリヨシ，ケイヌビエなどがごく低い被度で混生しているにすぎない。水深は30cm

内外，底質は泥土である。

　マコモ群落は広義にはウキヤガラーマコモ群集に含めるべきものと考えられるが，ウキヤガラ

の生育がみられないため暫定的にマコモ群落としてまとめられた。

　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．24マコモ群落
　　　　　　　　　　　　　　　　Z加απ如Z磁ケb〃α一Gesellschaft

Lfd．　NL：　　　　　　　　　　　通し番号
Feld－Nr．＝　　　　　　　　調査番号

Datum　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d。　Probeflache（m）：

H6he　d．　Vegetat玉on（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）；

Artenzah1：

調査年月日

調　査　面　積

植　　生　　高

全　植　被　率

幽　現種数

1

SI

59

’81

！0

1

25

130

80

2

2

SI

58

’81

10

1

25

120

80

4

Trennart　d．　Gesellschaft：　　　　　　　　群落区分種

　Z詑α厩αZ砿のZ如　　　　　　　　　　　　マコモ

Kennart　d．　Phragmitetea；　　　　　　　　ヨシクラスの種

　飢プα9ノ纏85αμ5甜読∫　　　　　　　　　　ヨ　　シ

Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　E6海η0‘んZOαc耀5－9α♂Zf　vaLごα～44α如　　　ケイヌビェ

Bf伽ψ・π4卿　　　　　　　アメリカセンダングサ　；
調査地Fundorte：Oishi，　Stadt　Sakata酒田市生石矢流川（海抜高50m廿．　NN）．

5・4

十

●

●

5・4

十・2

十。2

　←

」．浮葉。沈水植物群落　　Schw韮mmb互att・und　Laickkr3utgesellschaften

32）　ヒツジゲサーコオホネ群落

　　　1V≧ノ卿んαθαfeεrαgoπαvar。απ9ωsεα一！VωPんαrゴ（ゆ。πεeωηひGesellsckaft　（Tab・25）

　飽海郡八幡町の海抜250m内外の丘陵地に面積0．2haほどの池沼がある。この沼にはヒツジグ

サ，コオホネ，ジュンサイが生育している。中でもヒツジグサの純血が高い。ジュンサイは同じ

池の一隅に密な植分を形成している。

　このような面分はヒツジグサ，コオホネ，ジュンサイの種によってヒツジグサーコオホネ群落

にまとめられた。他にヨシやカンガレイが出現するが，周辺岸部からの侵入種である。
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　　　　　Fig．10　ため池に発達したマコモ群落（酒田市生石矢流川，海抜50m）。

　　Z細1z∫αZαゆZピα一Gesellschaft　in　einem　Wasserbecken（Oishi，50m菰．　NN，　Stadt　Sakata）．

　生育地は水深60cm内外で水質はきわめて透明である。周辺部はチゴザサーアゼスゲ群集でお

おわれ，流入する水系付近には耕作地などの人為的な立地はみられない。したがって，水質はき

わめて貧栄養な条件をそなえているものと推定される。

　ヒツジグサで区分される植分は全国から断片的に報告されているが，一般的には冷涼な気候条

件下の水位の安定した貧養湖に生育している。またジュンサイとの結びつきも強く，互いにまと

まった群落を構成するものと考えられる。

　33）　ヒシ群落

　　　　Trαpαノαpoπεcα＿Gesellschaft　（「蟄ab．25）

　灌灘用の人工のため池にはしばしばヒシが生育し，水面をおおっている。ヒシは1年生植物で，

毎年池園に埋翻した種子より発芽し，長い茎によってかなり深い水域にも生育が可能である。ま

　　　　　　　　　　　　　　　の
た，水位変動のはげしいため池でもよく繁茂する。

　ヒシ群落はヒシ1種で区分された。生育地は市内生石，鶴岡市馬町下池などであり，いずれも

人工のため池である。共存種は現存植分では確認されなかったが，下襲にはかつてジュンサイが

生育していたといわれている。

　ヒシの優罰するため池は全困各地に分布している。いずれの場合も水質は多かれ少なかれ富栄

養化しており，半自然の立地条件下にある。
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Spalte：

Lfd．　Nr．：

Feユd－Nr．：

Datum　d．　Aufn．：

　　　Tab．25浮葉・沈水植物群落
　　　　Schwilnmbiatt　Wiesen・Gesellschaften

A：1乃閣砂αノ碑）oπ∫oα一Gesellschaft　ヒシ群落

B：坊ηψ1厩6耐8勲9・παvar．α7zg嘘α一Nψ1zαプブ・ψ・航z〃π

　　一Gesellschaft　ヒッジグサーコオホネ群落

H6he萱．　Meer（m）：

Gr6βe　d．　Probeflache（m2）l

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1二

群落記　号
通　し　番号

調査番号
調査年月日

海　　抜　　高

調査面積
全植被率
出　現種数

Trennart　d．　Gesellschaft：

1乃妙αゴ砂。π加

　珊ηψ11α8α励ugOπαvar．伽9κ勲

　N妙んαプブ砂。癬z〃η

　Bプα5θηfα5‘1〃一θろθ1一∫

Begleiter：

　P1〃『9ノπ∫彦85α～‘∫’7rα薦

　＆fノ勿5彦擁α72gz‘♂α診τ’∫

群落区分種

　ヒ　　　シ

　ヒツジグサ

　コオホネ

　ジュンサイ

随伴種

　ヨ　　　シ

　カソガレイ

A B
1

SO
3

’80

9／2

25

90

1

2　　3　　4

SO　SASI
6　　17　60

，80　’80　，81

9／2　7／22　10／2　7／7

一　　70　70

9　　9　　工0

90　85　90
1　　1　　1

5　　6　　7

MOMOMO
12　10　　6
’81　’81　’81

　　7／77／7
250　　250　　250

16　25　25

90　25　30
3　　4　　2

i52昼＿昼2旦＿4！旦一一旦！量……

■

●

●

o

●

■

●

●

●

11：21：描

i5・5　・

・　　…　　　　　　　十　　十　　・

・　　・　　…　　　　　　　　一多　　・

調査地Fundorte＝1，2：Umamachi，　Stadt　Tsuruoka鶴岡市馬町下池，3，4：0ishi，　Stadt　Sakata酒田市

　生石5－7：Yawata－cho，　Akumi－gu且飽海郡八幡1町．

k。流水辺1年生草本植物群落

　　Zwe圭zah塾F蓋uren・Geseilsehafteu

　34）　ボントクタデ群落

　　　　poZ〃σoπ邸配、ρπbθscθπs．Gesellschaft　（嬰ab．26）

　酒田市生石に残存するタチヤナギ林（タチヤナギ群集p。32参照）の林縁部で，流水辺にそっ

てボソトクタデで特徴づけられる1年目草本植物群落が1植分記録された。植生高は100Clnで

90％の植被率をもち，7種で構成されている。すなわちボソトクタデのほか，アキノウナギツカ

ミ，ミゾソバなどのタデ属植物およびアメリカセンダングサ，ツリフネソウ，ヒメジソなどの1

年生草本植物によって構成されている。

　ボントクタデ群落はすでに報告されているタデ類やセンダングサ類で特徴づけられるタウコギ

クラスに所属する群落である。しかしボントクタデを区分種とする群落単位はまだ報告をみない。

アキノゥナギツカミーヤナギタデ群集にもっとも近い性質をもつ群落である。
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　　　　　　　　　　　　　　Tab．26　ボントクタデ群落

　　　　　　　　　　　　　　P∂♂ッgoππノπρ㍑み8∫‘8η5－Gesellschaft

Feld－Nr．調査番号＝SI－81，　Datum　d．　Aufn．調査年月日＝2、　Okt．1981，　H6he　d．　Vegetation植生高二

100cm，　Deckung　d．　Vegetation全植被率：90％，　Artenzah1出現種数7．

Trennart　d．　Gesellschaft：

　％♂ツ90肱ノπカめ656θη5

Klennarten　d．　Bidentetea二

　％♂ツ9’oπ忽ηz5ゼ8δo♂謝

　％り90η〃π渉1z襯う879麗

　Bf48η5カηπ405α

Begle1ter：

　エηψα彦18η∫彦8説02ゴ

　Cαπηz8Z加αご。祝〃3πノzご∫

　Mo∫♂α漉αノZ〃躍ノ・α

群落区分種

　ボソトクタデ

タウコギクラスの種

　アキノウナギツカミ

　ミゾソバ

　アメリカセンダングサ

随伴種

　ツリフネソウ

　ツユクサ

　ヒメジソ

3・3

3・3

1・2

2・3

王。2

十。2

十

調査地Fundort：Oishi，　Stadt　Sakata酒田市生石．

B．代償植生 Ersatzgesellschaften

豆．コナラ林　　Q膨rc認sθrr耐α・W銭蓋der

　酒田市や飽海郡八幡町の山地部では，自然状態で残されている森林植生はほとんどみられず，

コナラやミズナラの二次林に置きかえられている。これらの二次林は薪炭林として定期的な伐採

や下草刈りなどの人為的管理のもとに維持されてきた持続群落である。

　日本海側のコナラ林の植物社会学的な研究はこれまでに，カスミザクラーコナラ群落（宮脇・

奥田・佐々木・井上・原田。鈴木。藤原・大野1973，相沢1977），オクチョウジザクラーコナラ

群落（相沢・瀬沼・高橋・山本1976，奥田他1978他），ウゴツクバネウツギーコナラ群落（越前

谷1975，山崎1981）などが報告されている。これらの報告による群落区分種にはウゴツクバネウ

ツギ，ミチノクホンモソジスゲ，コシノカンアオイ，コシノホソモンジスゲなど分布が地域的に

偏りのある種が区分種としてあげられているが，これらの群落単位は種組成的に共通種が多く，

同質の群落と考えられる。これらのコナラ林はウゴツクバネウツギ，オクチョウジザクラ，エゾ

ユズリハ，ハイイヌツゲ，ハイイヌガヤなどの日本海側要素の植物によって特徴づけられ，クリ

ーコナラ群集，クヌギーコナラ群集などの太平洋紅のコナラ林に対応した日本海側のコナラ林と

して位置付けられる。

　今回植生調査されたコナラ林は，組成表によって種組成を比較検討した結果，以下の3群落に

区分された。
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　35）　ニガキーコナラ轟落

　　　　1）εcrαs配α9παs8εoεdθ辞Q配召rcωεεεrrαオα一Gescllschaft　（Tab．2ア）

　庄内平野後背山地域の山足部の沢沿い斜面や断状斜面にはニガキ，サンショウ，ミヤマイボタ，

ミッバゥッギ，シオデなどケヤキ林に多く生育する種群により区分されるニガキーコナラ群落が

生育している。高木層にはコナラが優占し，ホオノキ，クリなどが混生するほか，アカマツ林も

含まれる。群落高は16～18mと比較的安定している。亜高木層は植眼間で共通する種がみられず，

コナラ，ハリギリ，フジ，ニガキ，カスミザクラ，コブシなどが生育している。低木層および草

本層にはヒメアオキ，オオバクロモジ，ハイイヌガヤ，ヤマモミジ，チシマザサなどの日本海側

植生を特徴づける種が優算している。出現種市は50～52種と安定している。

　策北地方および新潟県で報告されたコナラ林の種組成（奥鰯他！978，望月1979，山崎1981）を

比較した結果，中部～東北地方の日本海側低山帯に生育しているコナラ林は，大きく2つの組成

型に分けられる傾向が認められた。すなわち，ケヤキ，サンショウ，エゾイタヤ，スミレサイシ

ン，モミジイチゴ，キブシ，ミヤマイボタなどで区分される湿性型と，アカシデ，アナハダ，コ

ハウチワカエデ，ナツハゼ，アクシバ，コシアブラ，ハナヒリノキなどによって区分される乾性

型とである。ニガキーコナラ群落は前者の型に含まれる。これら二型のコナラ林の潜在自然植生

を考えた場合，日本海側型のブナクラス域の自然植生であるチャボガヤーケヤキ群集やヒメアオ

キーブナ群集，マルバマンサクーブナ群集が考えられる。ニガキーコナラ群落を含めた湿性型コ

ナラ林は，ニガキ，サンショウ，ミヤマイボタ，キブシ，ミヤマカンスゲなど湿生林に多い種を

もち，沢沿いや斜面下部に生育していることから，チャボガヤーケヤキ群集などのケヤキ林か，

あるいは水分条件に恵まれた中庸立地に生育するブナ林のヒメアオキーブナ群集の代償植生であ

り，同時にそれらを潜在自然植生とする立地と推定される。乾性型のコナラ林は，乾性立地上の

ブナ林であるマルバマンサクーブナ群集を潜在自然植生とし，その代償植生と考えられる。

　36）　ユキツバキーコナラ群落：

　　　　Cαπεθ1灘αr配sだ。απα一Qπθrcπsεθrrαfα・Gesellschafも（愛al）．2ア）

　鶴岡市田川から植生調査資料が得られたコナラ林は，他のコナラ林と相観を異にしており，ユ

キツバキーーコナラ群落にまとめられた。ユキツバキーコナラ群落は冬季の季節風の影響をあまり

受けない山陰の風背地，地形的に雪溜りとなるやや弓状立地に生育している。積雪のために低木

層や草本層の木本植物は糊旬性の形態となっているほか，高木層，亜高木層のコナラ，ホオノキ，

カスミザクラ，アカシデなども根曲りの生育形態をとっている。低木層にはユキツバキやチャボ

ガヤ，テリハタチツボスミレなど日本海側の多雪気候下に特有の種が顕著である。ユキツバキー

コナラ群落はこれらの種のほか，シナノキ，ヒメカンスゲ，ヒロバスゲによって区分される。ま

た，アカシデ，アオハダ，コハウチワカエデなどナツハゼーコナラ群落のアカシデ下位群落との

共通種をもつ。草本層にはヤブコウジ，カブダチジャノヒゲ，ヤマイタチシダなどのヤブツバキ
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クラスの標徴車群も生育している。

　今回の植生調査でこのような雪溜りを形成する凹状地に生育するコナラ林は1か所確認された

だけであるが，ユキツバキーコナラ群落と同様な種組成をもったコナラ林が新潟県および秋田県

から報告されている（LU崎！981，望月1979）。

　37）　ナツハ十一・コナラ群落

　　　　翫ceεπεπ那。置♂海α珊泥．Qπεrcπs　sθrrαオα一Gesellsckaf亡（Tab．27）

　山地部や鳥海出麓などのゆるやかな尾根状地や斜面上部など比較的乾燥しやすい立地や土壌の

浅い立地には，乾性立地に多くみられる植物によって特徴づけられるコナラ林が生育している。

これらのコナラ林は，ナツハゼ，ヤマツツジ，アクシバなどのツツジ科植物や，ツルリンドウ，

アズキナシ，ミズナラ，イチヤクソウなどを区分種として，ナツハゼーコナラ群落にまとめられ

た。

　ナツハゼーコナラ群落はニガキーコナラ群落よりも内陸に入った地域にみられ，平田町新溜，

酒田市大平，泉谷谷地などで植生調査資料が得られた。林分の発達状態や立地の差異によって種

組成に違いがみられ，アカシデ下位群落と典型下位群落の2下位単位が区分された。

　アカシデ下位群落はアカシデ，アオハダ，ヤマボウシ，コハウチワカエデ，エゾユズリハなど

により区分される。アカシデ下位群落の立地は緩斜面上部や尾根状地で，伐採跡地やスギ植林に

隣接している。高木層にはコナラが優占し，アカシデ，カスミザクラ，ミズナラなどが混生して

いる。亜高木層は一ケ日は欠く林分もみられるが，コナラ，アオハダ，アカシデ，コシアブラ，

ホオノキなどが生育している。低木層，草本層はチマキザサ，オオバクロモジ，ナツハゼ，ハイ

イヌツゲ，ミヤマガマズミ，アズキナシ，ツルアリドオシ，チゴユリ，ヤマモミジなど多くの種

が生育している。アカシデ下位群落はB本帯側の乾性型ブナ林であるマルバマソサクーブナ群集

を潜在自然植生とする地域に広く分布する群落と推定される。

　典型下位群落は特定の区分種をもたない下位単位である。典型下位群落には3つの植生調査資

料が得られた。高木層の高さ8～12m，出現回数37～54種と桐観的，種組成的に大きな変動がみ

られる。立地は傾斜角度が5～！0。の緩斜面であるが，林床のクマイザサが帯解性を示し，積雪

の影響を強く受けていると推定される林分もみられる。典型下位群落は，日本海側のコナラニ里

林を広く比較した場合に，各林分がそれぞれ異った群落や下位単位に含まれるものと考えられる。

　ナツハゼーコナラ群落とよく似た種組成をもつ群落として，大場（1973）により清津峡からオ

オバクロモジーミズナラ群集が報告されており，このアカシデ下位群落と共通種が多い。しかし，

オオバクロモジーミズナラ群集に嵐現しているバクウソボク，キクバドコロがナツハゼーコナラ

群落では欠けていることや，オオバクロモジーミズナラ群集では，アオハダ，エゾユズリハ，コ

ハウチワカエデ，ヤマボウシ，マルバアオダモなどを欠いていること，また，オクチョウジザク

ラ，ミチノクホンモソジスゲがチョウジザクラ，コシノホンモソジスゲに置き替っていることな
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どによりオオバクロモジーミズナラ群集の名称は用いられなかった。

嫌．クロマツ植林　　Pεπ認抗㏄πb8rρε」一Forst

　庄内平野沿岸部の砂丘地帯には現在，見事に生長したクロマツの寝鳥が広がっている。これら

クロマツ林の多くは江戸時代に長い間の努力をかさねて植林されたものである。庄内砂丘地一帯

は自然林が破壊される以前には，欝蒼とした森林が生い茂っていたといわれ，一説ではカシワの

優占する森林であったとされている。しかし森林はたびたびの伐採や兵乱で破壊され，また塩焚

きの燃料として乱伐されたためか，消滅してしまい，その跡地は広大な砂丘に置きかわった。砂

丘への植林は飛砂による水田への悪影響，潮害の深刻化，砂丘の内陸への移動などを防ぐ目的で

始められた。しかし飛砂の移動，選定樹種の不適当などにより失敗を操り返した。庄内藩は砂丘

の植林の重要性を認識し藩に植付役をもうけてそれまで功績のあった来生彦左衛門を初代の植付

役に任命した（須藤1980）。

　現在みられるクロマツ植林は江戸時代から，このような努力が重ねられて今日まで時代をかえ

て植栽されており，種組成的に5つの群落にわけてまとめられている。

　　i）　クロマツ高木植林　　P加認f1昭π舵rgεf－Forsten

　クロマツ高木植林はガマズミ，ヒョウタンボク，カスミザクラ，ヤマグワ，オオアキノキリン

ソウ，ノイバラ，ミツバアケビなどによって組成的にクロマツ低木植林より区分される。また，

相観的にも樹高4～25mのクロマツ植林が含まれ，平均樹高2．6mのクロマツ低木植林と区別さ

れている。クロマツ高木植林には種組成的に15～25年前に植林されたオオヤマフスマークロマツ

群落と江戸時代に穂林されたヒメヤブランークロマツ群落がまとめられている。クロマツ低木植

林から高木植林へ各群落の平均樹高，高木層の平均植被率，平均出現種数をみると　（Tab．28）

クロマツの生長に反比例してクロマツの植被率は減少し，林冠が疎開していくのがわかる。また

群落の平均出現種数は正相関して増加し，コナラーミズナラオーダーやノイバラクラスの種群が

　　　　　Tah　28各クロマツ優占群落の形態的比較
Morphoユogischer　Vergle圭ch　der　verschiedenen　Pガ22π5∫ゐ％7～ゐ67窟ガーForsten

クロマツの平均樹高
Mittlere　H6he　der
P乞朋5読襯ろα用g奴組）

クロマツの平均植被率
Mittlere　Deckung　der
P伽65孟1zz‘ノzう8ノ〕9ガ（％）

群落平均出現種数
Mittlere　Artenzahl
der　Gesellschaften

アキダミークロマ
ツ群落Eぬ8α9π鰐
μηめ8♂zα渉α一P～ア鰯5

診ん瑚6α却∫一

Gese11schaft

1。6m

84％

12

アメリカセンタン
グサークロマツ群
落B∫4θη5カηπ405α
一P∫朋∫診ん瑚ろ82『9琵一

Geselischaft

オオヤマフスマー
クロマツ群落
Moθ加魏9ガα
Zα置8r卯。齢P励‘∫
≠ノ砂zゐ8／9ガー

Gesellschaft

3，8m 6．7m

90％ 77％

ヒメヤブラソーク
ロマツ群落
L認oρβη珈。プ
ーP加π5痂了う8719払
Gese互lschaft

18m

17

50％

27 43
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出現するようになる。

　38）　オオヤマフスマークロマツ群落

　　　　2脹）θゐrεπ9εαZαオεrεf’orα一Pεηπsオんππ6θrgεε・Gesellschaft　（Tab．29）

　オオヤマフスマークロマツ群落はオオヤマフスマ，エゾノカワラマツバ，チャシバスゲ，ヤマ

アワ，ハマナスを区分種として，樹高が4～9mで，主に3層群落階層からなる林分がまとめら

れている。酒田市古湊，宮野浦，北港などに昭和32～42年越らいまでに植林されたオオヤマフス

マークロマツ群落では草本層がよく発達しておりヤマアワ，ススキ，チガヤ，渋難ウシノケグサ

など貧養地草原生の種，ヘクソカズラ，アオツヅラフジ，オニツルウメモドキ，ナワシロイチゴ，

ノイバラ，ドクウツギなど下縁生のつる植物や低木類，さらにカスミザクラ，ガマズミなど量的

には少ないがブナクラスの種群も生育し始めている。

　オオヤマフスマークロマツ群落はドクウツギ，スズメノヤリ，イチヤクソウによるドクウツギ

下位群落とエノキ，エビヅルによるエノキ下位群落に区分された。ドクウツギ下位群落は風衝の

影響の強い海側や凸状地に生育し，乾燥しやすく，飛砂の影響も少し受けている。土壌はマツ

葉の落葉層が1～2cn｝堆積し，　A層の発達も古湊の調査区では7cmの層でみられた。エノキ

下位群落は馬背地側あるいは鞍状地に生育し，ヒョウタンボクが低木層に優占していることが多

い。土壌の発達はドクウツギ下位群落よりも良く，古湊の調査区では25cmのA層が確認されて

いる。

　オオヤマフスマークロマツ群落は種組成ならびに形態的にみてアキダミークロマツ群落より遷

移し，さらにヒメヤブランークロマツ群落に遷移する途中相と判定される。

　39）　ヒメヤブランーク鷹マツ群落

　　　　」しεrε〔裡》e　η葛εηLoγ一P£ππs　孟1Lπ箆be｝69εε嗣Geselischaft　（rrab．　29）

　ヒメヤブランークロマツ群落はムラサキシキブ，コマユミ，サンショウ，クロウメモドキ，ヤ

マウルシ，ミツバアケビ，ヒメヤブラン，ヤブコウジなど多くの種群によって区分され，江戸時

代に植林されたクロマツ植林がまとめられている。高木第1層を形成するクμマツは平均植被率

が50％で疎開しているため，林下への日射の透過率が良く，低木層，草本層の発達を促している。

高木第2層は10mぐらいまで発達し，植被率は平均して30％とまぼらである。クロマツのほかに

ミツバアケビ，ツタウルシがクロマツに絡みついた状態で生育している。また，発達した植分で

はミズナラ，コナラ，カスミザクラなど潜在自然植生の構成種が高木第2層にまで達している。

低木層は1。8～5mで，平均植被率が61％と豊富である。ブナクラスのコマユミ，サンショウ，

ムラサキシキブ，ガマズミ，カスミザクラ，エゾツリバナ，カマツカ，ナツハゼ，ミヤマイボタ

などが被度，常在度ともに高く生育している。

　草本層は飛砂の影響を受けることも少なく，オオヤマフスマークロマツ群落で活力度が高く生
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育するオオウシノケグサ，ススキ，チガヤなどの植被率は低下し，かわってツタウルシ，ケチヂ

ミザサ，コチヂミザサ，ツユクサ，ミズヒキの活力度が増加している。また，オトコエシ，ヒヨ

ドリバナ，ノコンギク，キツネガヤ，クルマバナ，ヨツバムグラ，ヒメヤブランなどが区分種と

なり，ヨモギクラスや中庸立地のススキクラスの骨導の増加が目立ち，立地が適潤，富嶽化の安

定した生態系の維持にむかっていると判定される。

　ヒメヤブランークロマツ群落はドクウツギ，イチヤクソウで識別されるドクウツギ下位群落と

エノキ，エビヅル，エチゴトラノオで識別されるエノキ下位群落と手捌な区分種をもたない典型

下位群落にまとめられている。ドクウツギ下位群落は風年篭や凸状地など乾燥しやすい立地を指

標している。典型下位群落はエノキ下位群落より海側に分布し，風衝の影響を受けるがドクウツ

ギ下位群落のように土壌の乾燥あるいは酸性化は強くない。エノキ下位群落は風背地側や凹状地

に分布している。

　ヒメヤブラソークロマツ群落は江戸時代に植林されて以来，庄内地方の砂防林，風致林として

保全されてきた。クロマツは樹高が25mまで生長し，現在，潜在自然植生の構成種油であるブナ

クラスの種馬も多く生育し，安定した生態系を推持している。しかし，道路整備や工場誘置等に

より破壊されるヒメヤブラソークロマツ群落も多く，植生破壊，景観破壊が進行している。また

二次的に飛砂による被害も心配される。

　　ii）　クロマツ低木植林　　P加粥疏ππbθrg拓Jungfors甑

　酒田市宮野浦や古湊には植栽されて約10～13年経たクロマツの低木植林がみられる。樹高は

0，6～5mどまりで密にクロマツが植栽され，二次的に生育するアキグミ，ドクウツギ，ヘクソ

カズラなどが低い植被率で随伴している。草本層は20～150Clnに発達し，植被率は一様でない。

ヘクソカズラ，ケチヂミザサ，ヨモギ，オオウシノケグサ，ヒメムカシヨモギなどが生育してい

る。クロマツの低木植林は主に栄養条件のちがいにより二つの群落単位にわけられている。

　40）　アキグミーク日マツ群落

　　　　石IZαεαρππs　麗配68πα彦α韓piηπs　オんππbθrσεε躰Gesellsc蓋aft　（Tab．30）

　アキダミークロマツ群落はアキグミ，ハマヒルガオ，チガヤ，スズメノヤリ，ツタウルシ，ヤ

マアワによって区分され，貧栄養な砂丘上に生育する。隣接してアキグミやハマゴウの低木林，

あるいはケカモノハシ，カワラヨモギ，ハマニ・ンニク，ウンランなどの草原が帯状に発達してい

る。植栽されたクロマツは樹形が風衝により胸章地側に傾斜し，厳しい環境規制を受けている。

場所によってはヨシズがはられ，保護されている林分もみられる。アキダミークロマツ群落は15

～25年前に植栽されたクロマツ高木植林のオオヤマフスマークロマツ群落との共通種群が多く，

生長が進めば岡群落に遷移すると判定される。
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　4D　アメりカセンダングサーク日マツ群落

　　　　βεdlεπ8ノ「roπdo8α鱒Pεπ麗8　fんπη6θrρεε一Gesellschafも　（聖ab．30）

　ニセアカシア，ススキ，アメリカセンダングサ，ナワシロイチゴ，ツユクサ，オオヤマフスマ，

オニツルウメモドキによって区分されるアメリカセンダングサークロマツ群落の立地は，北アメ

リカ原産の帰化樹種であるマメ科木本植物のニセアカシアの生育によって富i養化が進んでいる。

とくに臨本層への影響が著しく，平均出現種数はアキダミークロマツ群落にくらべて5種多い17

種となっている。植分によってはケチヂミザサやオオウシノケグサのファシスが形成され，植被

率は90％近くになっている。

　　iiD　飛島のクロマツ植林

　　　　P加ω8fんπ功θr〃εε一Forst　auf　der　Insel　70bishima

　42）　トビシマカンゾウークqマツ群落

　　　　11εη菖εrocαZ灘8　θκα配αfα一Pεπ麗8　fゐ泓πゐθrσε」一Gese1璽schaft　（Tab．31）

　飛島の八幡崎や船見山に発達するクロマツの植林には飛島以外佐渡ケ島にだけ分布の限られる

トビシマカンゾウが被度，群論とも高く出現する。酒田市沿海部砂丘地帯のクロマツ植林とはト

ビシマカンゾウのほかにマルバグミ，ショウジョウスゲを区分種としてトビシマカンゾウークロ

マツ群落にまとめられている。高木層は高い林分で！8mに発達し，植栽されたクロマツが擾占す

るほか，低い常在度でフジやミツバアケビなどの木質藤本類が生育している。マルバグミ，アキ

グミ，ガマズミ，ヘクソカズラの生育によって形成された低木層の発達は悪く，南瓦率は20～30

％と少ない。草本層は60～！50cmに発達し，自弁率は20～90％と較差が大きい。常在度の高い

種にはトビシマカンゾウ，センニンソウ，ツタウルシ，サルトリイバラ，オオアキノキリソソウ，

キヅタ，アキカラマツ，シラヤマギク，ショウジョウスゲなどがみられる。

　トビシマカンゾウークロマツ群落：はオオウシノケグサ，トガヒゴタイ，ヤナギタンポポ，セン

ボンヤリ，田面ンソウなどによって区分される肱川ウシノケグサ下位群落とタブノキ，ミツバア

ケビによって区分されるタブノキ下位群落にまとめられている。オオウシノケグサ下位群落は外

洋から直接，強い風衝を受ける海ぎわに分布し，ススキクラスの草原生の種群によって特徴づけ

られる。群落の形態は高木層と草本層の2層構造を示し，相観的に風背地側に傾斜した風衝形と

なっている。オオウシノケグサ下位群落は内陸側でタブノキ下位群落に隣接している。タブノキ

下位群落では群落の階層の分化が進み，3～4層構造になっている。タブノキ下位群落にはタブ

ノキをはじめ，マルバグミ，キヅタ，ピサカキ，カブダチジャノヒゲなどヤブツバキクラスの構

成種である常緑植物が多く，イノデータブノキ群集が形成される潜在的能力を有していると判定

される。

　トビシマカンゾウークロマツ群落は風衝の強い環境条件の厳しい立地に植林され，長い年月を

経て今日，砂防林あるいは風致林として機能するに至っている。保護を徹底して破壊による砂漠
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　　　　　Fig．11　トビシマカンゾウークロマツ群落を特微づけるトビシマカンゾウ

　　　　　　　　　（酒田市飛島）。

　　　　H8ノノ」6ノηごα腕5ε供華α診αin　der翫〃zε1りごα」♂お6ぼαなα‘α・P魏z4∫〃丑‘〃zみθノlg払Gesellschaft

　　　　（Insel　Tobishima，　Stadt　Sakata）．

化を防ぐことが望まれる。

　n．その他の植林　　Sons亡ige　Forsten

　43）　アカマツ植林

　　　　乃π麗8　4θπsεf’orα葡Forst　（愛ab．32）

　飛島と遊佐町でアカマツ植林が調査された。樹高20～30mに達する高木林で，亜高木層や高木

屡にタブノキが被度4～5と優讃した自然植生に近い種組成を示している。ヤブツバキクラスの

構成種であるテイカカズラ，キヅタ，カブダチジャノヒゲ，ピサカキ，ナガバジャノヒゲ，マル

バグミ，アオキなどが草本層や低木層に生育している。

　他の構成種は，共通するアカマツ，ツタウルシの他に，遊佐町ではムラサキシキブ，カスミザ

クラ，チマキザサ，ヒメアオキ，オオバクロモジ，エゾツリバナ，ハナイカダ，クマイザサ，オ

クモミジバグマなどの夏緑広葉樹林とくにブナ林の構成種を多くもっている。飛島で得られた資

料では，カマツカ，ムベ，ミツバアケビ，クズなど，チシマザサを嗣ぎ，ヤブツバキクラス域ま

で共通する低木やつる植物が多くみられ，両地域の立地の相違あるいは人為的影響の度合が異な

ることが考えられる。
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Tab．32　アカマツ植林

　Pビπτ4548／z5耀02層目z－Fo1：st

Lf（圭．　Nr．：

Feld．NL：

Datum　d．　Aufnahme（1979）：

Meeresh6he（m）：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

ExpOsition；

Neigung（。）：

H6he　d．　Baumschicht－1（m）：

1）eckung　d．　Baumschicht－1（％）；

H6he　d．　BaUmsch三cht－2（m）：

Deckung　d．　Baumschi撃ht－2（％）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）＝

Hδhe　d，　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　K：rautschicht（％）：

Artenzahll

通　し番号

調査番号

調査年月日

海抜高度
調査面積’
方　　　　位

傾　　　　斜

高木第1層の高さ

高木第1層植被率

高木第2層の高さ

高木第2層植被率

．低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層植被率

出　現外数

Gepflanzte　Baumart：

　P～πκ∫漉π∫ゲア。’Y’

Arten　d．　Camellietea　laponicae：

P冶”∫eα〃〃”めα冨’～

植栽樹種

　アカマツ　　　　　　　B1

ヤブツバキクラスの種

　タフノキ

：乃鷹乃810噌8η凄πη’α5’躍1α〃μvarゴノπ8〃〃8漉μ〃～テイカカズラ

魚漉1鴇7rゐ0ηめ8α　　　　　　　　　　　　　　キヅ．タ

Cψゐfψ09・2～ゴζψ・痂～‘∫var．ぐσθ∫／・1’・∫～’∫

Cやみ吻＞ogo2～μα7～’καノψ～’∫

Ez〃づFαノ妙。ノ～fcα

0ρゐ∫〔堕090〃0ゐ癬∫

E♂αθα92zπ∫2〃4cr9ρ1り〃α

んκzのαブ妙07～たα

Begleiter：

Rゐτ43αノ凋み～9～’α

カブダチジャノヒゲ

山下バジャノヒゲ

ピサカキ

ナガベジャノヒゲ

マルバグミ

アオキ

随伴種

　ツタウルシ

Bl

B2
S

K
K
B2

K
K：

K
S

K：

S

S

K

B2

K

　1

AM
8

7／24

30

300

S

30

30

80

13

40

4

60

0．8

30

24

　2

AM
35

7／25

6GO

E
15

20

30

10

90・

4

30

0．6

40

23

4・3

4。3

3。3

3・3

2・3

2・3

2・2

1・2

十・2

1・2

●

●

●

o

十・2

十

3・2

　●

5。4

1・2

十。2

3・3

　■

十・2

十

0

3・3

十

十

十

十

●

十

出現1回目種lAuBerdem　le　einmal　in　Lfd．一Nr。1三αzZlf‘01ア4初02～加ムラサキシキブS一＋，乃凱κ∫
　刀8’でα〃～磁カスミザクラB2－2・2，　S一十・2，五5αrz〃μ〃z磐αcαら切コシノカソア’オイ　K－1・2，＆z∫α

ραZ〃聯αチマキザサK一÷，Z伽読α砂」πηゆψ8パ’配ノπサンショウS一＋，5η疵αzc肋zαサルトリイバ
　ラK一十，Az4αめαブ妙。ηた4　var。∂07でα♂なヒメアオキS－3‘4，　L初漉rαz〃～681！α’αvar．卿θ〃めmηα28σ

　オオバクロモジS一十，Eμ02～ッ〃耀∫o卿加”～‘∫var．刀zαgπz4∫エゾツリバナS一十，撫Zτσ∫ηg’αノ妙。ηπα

　・・ナイカダS一＋，α8ro漉η凶リノ1∫2層～c乃。ω2’耀〃zクサギK一＋，　C々ノ槻f／z∫α刀fα8ヒロバスゲK：一1・2う

　＆τ∫α∫6〃α刀劔∫～∫クマイザサK一十・2，αηで躍5’朗。∫‘α読5，∫ミチノクホンモンジスゲ，Aノゼ癖αブ妙。π加

　ヤブコウジK－1・2，C配。ノ「αη疏z‘5ノ¢ρo／z～‘z4∫ヒトリシズカK：一十，　ln　2：幽」％z〃’‘層α侃η～110∫αvar．14ε窃5

　カマツカS一十，G砂’01πθ痒αブ04）qη此αスギK：一幸，　A舵う∫α∫ノ’ゲblfα如ミツバアケビ　S一十，　K一十，

　乃‘飢zがα♂o加彪クズS一十，5’αz‘π’oη忽加¢妙hッ”αムベ．S一十，　K一十，　A’廊α82〃α窒〃「α読～η～αウラ

　シマソウK：一十。2，5α∫α鳶z〃’漉ノz5’∫チシマザサS－1。2，　P妙層躍∫μ〃3αgz認”’配〃凄var．　Zα’～τ∬α‘♂z〃’‘ワラ

　ビK一十，ノ12～8〃砂η8ん砂α∫～cαvar．ブ4po加ごαf．アπαg2～αオォミスミソウ　K一十・2，　Df砂。／wμ∫8∬fJθ

　ホウチャクソウK一十・2，Cα」αノz酌ε漉∫‘oJorエビネK－1・2，ム漉z〃μ〃z8漉010∫漉5クルマコ・リ　K一十，
　∫bらgOπα‘μ規1α∫’砂～疏Z〃〃ミヤマナルコユリK一十．

調査地lFundorte　in　Lfd．　Nr．1：Yuza－machl，　Akumi・gun遊佐町丸池神社，2：Tobish呈ma，　Stadt　Saka£a

　飛島小学校裏．
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　44）　スギ植林

　　　　σr以Pεoη葛θrεαノαpoηεeα一Forsも　（Tab．33）

　スギ植林は酒田市の山地域において，コナラ林とともに最も広い面積を占めている。とくに山

地の斜面下部など立地条件の良好な場所ではケヤキ林の生育するような崩壊性の強い立地を除い

て，大部分が単一的なスギ，ヒノキの植林地となっている。スギ植林は植栽による人工的な植生

ではあるが，年数を経た良く発達した林分では，潜在自然植生の構成種が復元してきており，潜

在自然植生や原植生の推定によい手掛りとなる。

　酒田市生石の公園墓地予定地で植生調査されたスギ植林は，海抜150mで湧水のある斜面下部

の凹状地に植林されたもので過湿のためスギの生長は不良となっている。林内にはヤチダモ，ク

ロウメモドキ，ヒョウタンボク，ヒメシダ，ミヤマシラスゲ，イソノキ，キツリフネ，サトメシ

ダなどハンノキ林やハルニレ林に生育している湿生種畜が混生している。このことから，このス

ギ植林はハンノキ群落やシロダモーケヤキ群落などを潜在自然植生すると湿性地に植栽されたも

のと考えられる。

　45）　エセアカシア植林

　　　　EoδεπεαP8εω｛ま。αcαcεα一Forst（Tab．34）

　飛島でニセアカシア植林が調査された。樹高7mで，高木層と草本層の2層群落を構成してい

る。草本層にはヨモギ，オオイタドリなどヨモギクラスの植物と，ススキ，ワラビ，オオァキノ

キリソソウ，ナワシロイチゴ，アキカラマツ，ノアザミ，シオデなどのススキクラスの植物が混

生している。

　ニセアカシアは，マメ科植物の特性を利用して，いわゆる肥料木として導入され植栽されてい

る。ニセアカシアは夏緑高木で生長が早く，いったん植栽されれぽ地下茎で増殖する。高さ15m

内外に達し，疎林を形成することが多い。

　飛島で調査されたニセアカシア林は，林床にススキ草原構成種が入りこんでいるが，ヨモギな

ど路傍植物も優占し不安定な林分を形成している。

0．竹群落，マント群落　　Ba凱bus・u．照a論telgese1蔓schaften

　46）　ヤダケ群落

　　　　P8θμ408α8αゴαρoπεcα一Gesellschaft　（Ta董｝．35）

　ヤダケは高さ2．0～2．5mに達するササの一種であり，わが国の暖地に自生している。桿は直立

して長く伸長するため，古くは矢に利用された。時に栽培され，民家周辺にしばしぽ野生化した

三分がみられる。

　ヤダケの自然状態における生育地は比較的少なく，広く分布するメダケとは対照的である。今

回の調査地域内では，飛島に比較的広範囲にヤダケ群落がみられた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　Tab，34　ニセアカシア植林

　　　　　　　　　　　　　　　　Ro玩π∫αメ＞58π60α6α6∫α一Forst

Feld－Nr．調査番号；AM　38，　Gr6Be　d．　Probeflache調査颪積：40m2，　H6he　u．　Deckung　d．　Baumschicht

高木層の高さ及び植被率：7m，70％，　Hdhe　u．　Deckung　d．　Krautschicht草本層の高さ及び植被率：1．5m，

90％，Artenzahl出現種i数：25．

Gepflanzte　Baumart＝

　Roろ加∫αρ58κ♂oα6α56㍑

Arten　d。　Miscanthetea　sinensis；

Mゴ56〃z診勉655珈8π5ゼ5

P’8ノ堀伽厩卿伽㍑〃zvar．♂α磁56諭‘η3

30♂蜘90癬：9α一伽弓βαvar．9∫9απ‘θα

Rzめん5ρα7僧ηぴbZ加5

ηL読6伽〃踊8ηZεπ58var．ん：沙0♂θ酎α〃π

Bzψ勧1一％ηz♂o／zg力膚α伽旗ηZ　subsp．5㏄厩ゼノzo／z∫8

　var．8Zα孟∫祝∫

Arten　d，　Rosetea　multiflorae二

　凸648プ∫α5‘αノZ4θπ∫var，ηZαカー8ご

　EZα8α9ηz6∫〃zαα’（ψんこyμα

　Ro∫αノπz4彦4707用α

　・4々6醒αかザbたα’α

　3厩♂雌吻α磁var．㍑∬z‘7ρ戯5ガ∫

Arten　d．　Artemisietea　principis：

　Aπ8η㍑∫zαρ1噂zηoゆ5

　∫b如go2zμノπ∫α01zαたアz8π5召

　盈5砲6αραノ層加g伽〃zα

　Rπアπ6灘α08‘05α

Sonstige　Arten；

　5α5αρα♂ノ～3α‘α

　施4θ1一αフηん0ηめθα

　Aπ8〃zoηθ1砂α此αvar．ブ砂・癬αf．η3α9πα

　cα7一θ灘ろzゆ1zα7一∫oαゆα

　α’砂孟。／2zθ7一ぬノ＠oπガ。α

　島ノ曾58α〃L襯ろα窟∫

　掬Zツ90π伽ηzO40プ伽72zvaL彦伽Zう8ノμ

　7h7’砿㏄π〃L（朔。加α♂8

　α7隠5伽ηzブ砂。痂‘πηz

植栽樹種

　ニセアカシア

ススキクラスの種

B

ススキ　　　　　　　　K

ワラビ　　　　　　　　K

オオアキノキリンソウK

ナワシロイチゴ　　　K

アキカラマツ　　　　　K

ホタルサイコ　　　　　K

ノイバラクラスの種

　ヘクソカズラ

　マルノミグミ

　ノイバラ

　ミツバアケビ

　シオデ

ヨモギクラスの種

　ヨモギ

　門馬イタドリ

　トボシガラ

　スイバ

その他の種

　チマキザサ

　キヅタ

　オオミスミソウ

　ショウジョウスゲ

　スギ

　タブノキ

　ヤマアマドコロ

　セイヨウタンポポ

　ノアザミ

K
K
K
K
K

K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K

4・3

2・2

1・2

1・2

十・2

十・2

十

1・2

十

十

十

十

5・4

2。2

2。2

十

1。2

十・2

十・2

十・2

十

十

十

十

十

Fundort調査地：Tobishima，　Stadt　Sakata酒田市飛島（海抜高50m　U．　NN），1979年7月25日．

　ヤダケ群落は，．ヤダケが密生し，ほとんど他の植物の混生を許さない。わずかにヤブツバキ，．

マルバグミ，キヅタなどのヤブッバキクラスの種が生育している。このことは，．ヤブッバキクラ

ス林（飛島ではイノデータブノキ群集）の伐採等によって退行した場所に二次的に陽生なヤダケ

が生育し，一時的に持続しているものと考えられる。

　東北地方の海岸には比較的ヤダケの群落の報告が多く，現在まで，男鹿半島，弥彦付近にヤダ

ケ植分の植生報告がなされている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．35ヤダケ群落
　　　　　　　　　　　　　　　Aθμ6b5α5αブ妙。加‘σGesellschaft

Feld－Nr．調査番号：SAK　133，　Exposition　u．　Neigung方位及び傾斜：S30。，　Gr6Be　d．　Probefl註che

調査面積：7．5m2，　H6he　u．　Deckung　d．　Strauchschicht低木層の高さ及び植被率：2．2m，100％，　H6he　u・

Deckung　d．　Krautschicht草本層の高さ及び植被率：G．5m，5％，　Artenzah1出現種数：6，

Tre無nart（玉．　Gesellschaft：

　鳥θμ405α5αノψo加6α

Sonstige　Arten：

Cαηz8Zたαノ妙。痂6α

Mo駕5う。ノηう」y‘ゴ5

EZαθα9’ημ5ηzασ砂1Lツ♂伽

磁6伽・αrhoノπろ8α

・肋ψ8z（ψ5f5ろr6吻）6ぬπ6πzα’α

群落区分種

　ヤダケ
その他の種

　ヤブツバキ

　ヤマグワ

　マルバグミ

　キヅタ
　ノブドウ

S

S

S

S

K
K

5・5

1・2

1。1

十。2

十・2

十

Fundort調査地：Tobishima，　Stadt　Sakata酒田市飛島（海抜高31m廿．　NN）．

　47）　クズーエビヅル群落

　　　　p翼θrαrjα　Zoδα∫α葡7jfε8　／rεcjfoZεα＿Geselischaft　（「罫ab。36）

　林縁部に生育するマント群落は向陽地に多くみられる先駆的なつる植物を主体とする群落と，

半陰地に多くみられる持続的なつる一低木群落とに大別できる。クズーエビヅル群落は前者の先

駆的なつる植物群落である。クズーエビヅル群落はクズ，アキカラマツ，ツルウメモドキを区分

種とする。優占種はヘビノボラズ，ヨモギ，ミツバアケビなど植下により異なるが，クズ，アオ

ツヅラフジ，エビヅル，センニンソウなどの陽地生のつる植物が共通して多数生育している。出

現種数は今回の植生調査資料では11～22種である。クズーエビヅル群落とほぼ同じ組成のマント

群落は本州以南の低地を中心に広く分布している。

　48）　キンギンボクークマヤナギ群落

　　　　Loπεeεrα　配orroωだ一Bεrcゐθ瀧εαrαcθ〃多08α一Gesellschaft　（Tal｝．36）

　キソギンボクークマヤナギ群落はマント群落としては比較的安定した林縁部に生育するつる一

低木群落である。クマヤナギ，ムラサキシキブ，キンギンボク，ガマズミなどがクズーエビヅル

群落に対する区分種としてあげられる。キンギンボクークマヤナギ群落はつる植物としてはヘク

ソカズラ，ノブドウ，アオツヅラフジなど，また低木類としては区分種群のほかノイバラ，サン

ショウなどにより構成されている。またやや向陽地の植分ではヌルデ，タラノキなどが特徴的に

生育し（Tab．36，通し番号6－8），半陰地の植分はカスミザクラ，ヤマウコギによって区分さ

れる（Tab．36，通し番号4，5）。

　キンギソボクークマヤナギ群落のようなつる一低木群落は全国的にみられるが，酒田市の植分

では多雪地に多いキンギンボクが特徴的に生育している。
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P，草原植生 W玉ese飛一Vegetaもion

　49）　ミヤマアブラススキーススキ群落

　　　　鋤odεqpoρoπd｛のαεεPθrαfπ8隔」碗scαπ歪みεε88επθπεε8庸Gesellschaft　（Tab．37）

　ススキ草原は乾性地の二次草原として広く全国にみられる。酒田市内では海岸部の旧砂丘上に

ススキ優占植分が生育しているが，種組成的に1年生草本植物の比率が高く，断片的なススキ草

原といえる。そのため，種組成的にチガヤーヤマアワ群落に含められている。内陸部の生石で植

　　　　　　　　　　　　Tab，37　ミヤマアブラススキーーススキ群i落

　　　　　　　　　　の。【ガgヵogoπ吻）α砂81η彦z45－Mガ∫oαπ疏3‘∫5∫ノzθ7z∫∫5－Gesellschaft

Feld－Nr．調査番号：SI－84，　Datum　d．　Aufn．調査年月日：2．　Okt．1981，　Exposition　u．　Neigung方位及び

傾斜：E！0。，Gr6Be　d．　Probeflache調査面程1＝8m2，　H6he　u．　Deckung　d．　Vegetati◎n植生高及び全植被率：

130cm，90％，　Artenzahl出現忌数：27．

Trennarten　d．　Gesellschaft　u．　Kennarten　d．　h6heren　Einheiten：

　A査’56α窺1zκ∫5ゴπ82z5ご∫

　ゑη‘π読πβμαん∫1・‘α

　勘0読砂090π＠ζτ砂8ノη彦Z‘∫

　ゐ8砂8磁之αゐ∫ωZoノ’f．㏄z‘孟びbZ∫α

　五∫診81幽α98鷹0読5var．0ηα嬬

　Pbオ6漉認αプ〉’βツ加αノzα

　A漉π（助・r編ノψ1り・ZZαvar．ブ砂・航α

　P’βr漁〃厚α9乙疏ノzz〃πvar．　Zα蜘5α‘♂酬

　L8功8ゐ辮露Zo∫α

　C詑ノぞんπθ1、汐α診α

　％ら9認αブ妙。ノ漉α

　翫♂07qπ9ガ5漉αu漉hα

　脇。♂α2πα2z451コ口・ど‘α

　50Z蜘9・癬9α一αε〃孤var．α∫配剤

　Lz‘2z‘融αψ露α‘α

　qy／zαπ61LZ〃ノ3ραπf6z‘z磁〃π

SoHstige　Arten：

　Qε’8プα’∫58アγ砿α

　膨∫必ゐαん々0

　ア　　　ロ
　ノη58π∫α孟αvar．ψ0／z’αノzεα

　5αψ彦万4癬ノπ彦8ηzα魏〃3

　巖彦ノー∫ノZ∫α加〃0∫α

　Coooμ伽∫07rうど伽♂αオπ5

　A／Z彦ん0καπ疏〃π040ノーα如〃Z

　五ツ5∫ηzαc配αブ砂。／zf偲f．35め∫8∬漉∫

　＆ノ認⑳o海ノzα

　．Pガノz㍑∫48／z5岬01用α

α∫ノ砂0伽アノ犀伽θη58var．ραr・耀・η〃π

群落区分種及び上級単位の標微種

　　ススキ
　　トダシバ

　　ミヤマアブラススキ

　　ヤマハギ

　　ノコンギク

　　ミツバツチグリ

　　ツリガネニンジン

　　ワ　ラ　ビ

　　ネコハギ

　　シバスゲ

　　ヒメハギ

　　アヲノトウグサ

　　ス　ミ　レ

　　アキノキリンソウ

　　スズメノヤリ

　　スズサイコ

　その他の種

　　コ　ナ　ラ

　　バッコヤナギ

　　ノハナショウブ

　　フユノハナワラビ

　　オトコエシ

　　アオツヅラフジ

　　ハルガヤ

　　コナスビ

　　サルトリイバラ

　　アカマツ

　　クルマバナ

4・4

3。3

2・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

十・2

十・2

十

十

十

十

2・2

1・1

1・1

1・1

1・1

十・2

十。2

十・2

牽・2

十

十

Fundort調査地＝Oishi，　Stadt　Sakata酒田市生石（海抜高150m江NN）．
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生調査された，よく発達したススキ草原は，ススキ，ミヤマアブラススキ，トダシバなどの多く

のススキクラスの種を区分種としてミヤマアブラススキーススキ群落にまとめられる。調査され

た植分は植生高130cmに達し，出現種27種のうち，16種はススキ草原に特徴的な多年生草本植

物によって占められている。またコナラ，アカマツなどの次の遷移段階の木本植物も混生してい

る。生石のススキ草原は日本海側に分布が限られるミヤマアブラススキが混生することが特徴的

といえる。

　50）　シバ群落

　　　　Zo〃8∫αノαρoπ‘cα一Gesellschaft（Tab．38）

　鱗茎の多年生草原であるシバ群落は砂丘地帯や河原に自然生育するほか，乾性な軽度の踏みつ

け地などにも成立している。今回酒田市内からは10地点のシバ群落が植生調査された。植生高は

5～30cm，植被率は90～100％となる。優占するシバの他にメドハギ，スミレ，シバスゲなどの

上級単位であるススキクラスの種が混生している。出現呼数は5～19種，平均11種である。シバ

群落は3下位群落に区分される。クロカワズスゲ，スズメノヤリで区分されるクロカワズスゲ下

位群落は旧砂丘上の半自然的な植分がまとめられる。特定の区分種をもたない典型下位群落は成

立してまもない先駆的な植分が含まれる。さらにスズメノヒエ，チチコグサ，スズサイコなどで

区分されるスズメノヒエ下位群落は軽度の踏みつけや草刈りにより長期間持続してきたシバ草地

がまとめられる。

　51）　ヒメスイバーハタガや群落

　　　　Rπη葛8καceオ08επα繭βωJbo8毒〃泥8　bαr6αオα”Gese韮lsc熱aft　（Tab．39）

　酒田市沿岸部旧砂丘上にみられるクロマツ植林地帯には耕作放棄畑やクロマツ林伐採地に成立

した二次草原がみられる。ヒメスイバーハタガや群落は，このような旧砂丘上に生育する1年生

二次草原群落である。ヒメスイバーハタガや群落は同じく小砂丘上に生育している多年生二次草

原群落であるヤマアワーチガヤ群落に対してハタガヤ，メヒシバ，カワラヨモギを区分種として

まとめられる。植分は丁田ガヤまたはヒメスイバが優占し，群落区分種群のほかに，さらにメマ

ツヨイ，ヒメムカシヨモギなどの1年生草本植物が混生している。植生高は！0cm以下の植分が

多く，出現種数は3～9種，平均6種である。ヒメスイバーハタガや群落はヤマアワーチガヤ群

落の先駆群落として，また人や車の通行のために擁乱を受ける造成地や路傍に生育している。立

地は砂地で乾性であるが，海風からの塩分の影響は少ない。

52）　ヤマアワーチガヤ群落

　　　0αZαηzαρro8撹s¢Pεσθεos・1加Pθrα’αc〃泥η4rjcαvar．な。θηε9εε一Gesellschaft（Tab．39）

ヤマアワーチガヤ群落は旧砂丘上に発達する多年生二次草原である。チガヤ，ヨモギ，ヤマア
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ワ，ハルガヤ，ナミキソウを区分種としてまとめられる。植分は植生高25～160cm，全植被率は

70～95％となる。優占種はいずれもイネ科のチガヤ，ヤマアワの場合が多い。また，一部ヨモギ，

オオアキノキリンソウなどの優占植分も含まれる。群落構成種は区分種群のほかにメマツヨィ，

ヒメスイバ，ナワシロイチゴ，ナガバグサなどが高い常在度で生育している。軽度のふみつけな

どの人為の掩乱のある立地ではコウボウシバ，シバ，オオアレチノギクにより区分されるコウボ

ゥシバ下伎群落が形成される。中庸立地のよく発達した植園にはメドハギ，オトギリソウ，オオ

ァキノキリソソウなどのススキクラスの種を区分種とするメドハギ下位群落が形成されている。

さらに，いわゆる早期緑化のためセこ施肥し，外来牧草が播種された植分にはツユクサ，カモガヤ，

コマツナギが特徴的に混生してツユクサ下位群落を形成している。ヤマアワーチガヤ群落は内陸

側の海風の影響の弱い立地の植分では，ススキ草原へ早期に遷移してゆくと考えられる。旧砂丘

の前面の植分は半自然性海浜草原として持続すると判定される。

q　路傍雑草群落　　Wegranδ・Unkrautgesellsckaf毛en

　53）　ツルマメ群落

　　　　6！Z〃eεπe　so」ノα一Gesellschaft　（Tah．　40）

　マメ科の1年生つる植物であるツルマメは河川下流部の河川敷などに群落を形成している。生

育地は湿性で富栄養な泥土上で，通常は水流の影響のない立地である。酒田市新堀で植生調査さ

れたツルマメ群落は優占するツルマメのほかにヨモギ，カナムグラ，ツユクサ，ミゾソバなど，

9種により構成される群落であった。ツルマメ群落はヨモギクラス植生の中では特に過湿な不安

定立地に生育している。同じヨモギクラスのアキノノゲシーカナムグラ群集などに隣接して生育

している場合も多い。

　54）　ユウガギクーヨモギ群集

　　　　Kahmerido－Artemisie£um　princip隻s　Okuda1978（Tab．40）

　ユウガギクーヨモギ群集は河川敷や路傍の，点描で富栄養な立地に生育する広葉多年生草本植

物群落である。酒田市新堀の最上川の河川敷で調査されたユウガギクーヨモギ群集はユウガギク，

イタドリ，エゾノギシギシなどを他のヨモギクラス植生に対する標微種，区分種としてまとめら

れる。植生高は80～120cmとなり，全滅被率は90～100％に達する。ヨモギが優曝するほか，前

述の標上種，区分種群，さらにゲンノショウコ，カナムグラ，スギナなどが混生している。出現

種数は19～22種である。河川敷ではユウガギクーヨモギ群集はツルマメ群落と比較してより乾性

な安定立地に生育している。また現存気分の多くは人為的撹乱を受ける路傍や住宅地域内の空地

にも広くみられる。
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　55）　ノ＝ンギクーヨモギ群落

　　　　ノ盗s’θrα匡7εrαオ。εdε8var．　ooα‘拠8鱒ノ藍r彦θ配ε8εαprεπcのs・Gesellscha£t　（Tab．40）

　キク科の多年生草本植物であるノコンギクは乾性立地の二次草原であるススキ優占帰陣などに

多くみられる。またやや乾性な路傍ではヨモギと混生した群落を形成する場合も多い。ノコンギ

クーヨモギ群落は，ノコンギクに加えナワシロイチゴ，カモジグサなどにより区分される。植生

高は60～120cm，全植被率は80～！00％に達する。ヨモギ，カラムシなどを優占種とするほか区

分種馬や，ゲンノショウコ，キンミズヒキなどが混生している。出現脚数は9～20種である。生

育地は八三の路傍で草刈りや，時おりの踏みつけが行なわれる。

　56）　コヤブタバコーイヌトウバナ群落

　　　　Cα7Pεsεπηz　cθrππ㏄ηひOZεπopodε郡ηεη認crαπfゐω〃レGese茎董schaft　（Tab。40）

　酒田市上野瞥根のクロマツ林林縁部ではコヤブタバコーイヌトウバナ群落にまとめられるイヌ

トウバナの優玉植分が植生調査されている。植生高60cmの植物には群落名の2種のほかにキン

ミズヒキ，タチツボスミレ，ネズミガヤなどが生育している。出現種数は8種である。生育地は

貧養で乾性な立地である。

　57）　ヌスビト川崎ーミズヒキ群落

　　　　Pθ8η30dε疏’πoκ〃p吻ππ7π一PoJ〃σo肥7πfεZガor7πθ一Gese茎茎scha批（Tab．40）

　林縁に生育する半陰地生のソデ群落にはミズヒキ，ヌスビトハギなどが特微的に出現する。ヌ

スビトハ惟一ミズヒキ群落はこれらの種群によって区分される，半陰な林縁生のヨモギクラス植

生である。植生高は50cm，全国被率は80％であった。キッネガヤ，ヨモギ，ミズヒキなどが生

育するほかにアキカラマツ，ヌスビトハギ，イチゴツナギなどが混生している。生育立地はやや

乾性な半陰地である。

　58）キツりフネーアカソ群落

　　　　1〃第Pαだεπ8ηoZ髭απρθrθ胴βoθん〃εθrεαfrεc㏄s］ρεε葡Gesellsckaft　（Ta蚕）．40）

　アカソ，ミヤマイラクサ，ツリフネソウ，キツリフネを区分種とするキツリソフネーアカソ群

落はブナ林域の湿性な林縁部に生育しているソデ群落である。二分は植生高70cm，植被率100％

であった。アカソが優占するほか，区分雪辱をはじめとしてハエドクソウ，タマブキ，オオウバ

ユリ，ウマノミツバなどの湿潤立地に生育する広葉多年生草本植物が多数生育している。出現野

送は25種である。生育地はスギ植林地の林縁部で土壌は小難質であった。優占種のアカソは日本

海側の半陰地のソデ群落に一般的にみられる。キツリフネーアカソ群落は，とくに湿潤地のソデ

群落として位置づけられる。
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r．路上雑草群落　　7rittgesllsckaf重en

　59）　オヒシバーアキメヒシバ群集

　　　　Eleus呈難。互ndicae－Dig呈tar隻etuπ匡violascenもis　Okuda1978（7ab。4D

　たえず踏みつけが行なわれる路上にはオオバコを代表とする特異な植物群が生育し群落を形成

している。オヒシバーアキメヒシバ群集はこの路上植生の中でも先駆的な，あるいは土壌の動き

易い特に不安定な立地に生育する1年生の路上植物群落である。オヒシバーアキメヒシバ群集は

オヒシバ，コスズメガヤ，ミチヤナギを標旗種および区分種としてまとめられる。植分は植生高

20cmで全冊被率が40～50％のまぼらな群落である。群落構成種は標徴種および区分種のほかに

メヒシバ，アキメヒシバなどの1年生草本植物により占められている。出現種数は7～9種であ

る。オヒシバーアキメヒシバ群集は本州以南の低地に広く分布している。

　60）　カゼクサーオォバコ群集

　　　　Eragrost圭。　ferrugi烈ei－Plantagineもum　as量3もicae　Tx．1977（r£ab．41）

　ヵゼクサーオオバコ群集はカゼクサにより標微される多年生の路上植物群落である。植分は植

生高15～20cm，全植被率70～90％となる。オオバコを優占種とするほかカゼクサ，スズメノカ

タビラ，クサイ，シロツメクサなどが混生している。出現総数は6～10種，平均9種である。カ

ゼクサーオオバコ群集の植生調査資料は酒田市の低地から得られている。カゼクサーオオバコ群

集は，標徴種であるカゼクサの分布にともない，本州以南のヤブツバキクラス域の路上に分布し

ている。

　6D　ミゾカクシ一斗オジシバリ群集

　　　　Loもelio脚玉xeridetuπ【　コapo薮童cae　Miyawakiet　Oku“a雀972　（Taわ・4玉）

　毎年泥土でぬりかえられる水田のあぜにはオオジシバリ，ヘビイチゴ，ムラサキサギゴケなど

の低茎の草本植物が生育している。このような植分はオオジシバリ，ヘビイチゴを標溶蝕として

ミゾカクシーオオジシバリ群集にふくめられる。酒田市手蔵田で調査されたミゾカクシーオオジ

シバリ群集は植生高は10cm，誤植被率は90％に達している。標乙種群のほか，オオバコ，メヒ

シバ，ヒメヘビイチゴなどが生育している。出現無数は9種である。ミゾカクシ一軍オジシバリ

群集はほぼ全国の水田地帯に生育している。春季から初夏にかけてオオジシバリやヘビイチゴな

どが多数開花し季節相を形成している。

s．畑耕作地および畑放棄塘雑草群落　　Acker・uRd　Aufgegebene　Acker－U雌rautgesellschaften

　酒田市では，庄内砂丘に広い面積で畑耕作地がみられる。また日向川，最：上川などの河川の堤

防内や平野部の集落の中に耕作地がみられる。これらの耕作地のうち，七窪や黒森などの砂丘畑
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　　　　　　　　　　　　　　Tab．41踏跡群落　Trittgesellschaften

A：Eleusino　indicae－Digiarietum　violascentisオヒシバーアキメヒシバ群集

B：Eragrostio　ferruginei－Plantaginetum　asiatlcae　カゼクサーオオバコ群集

C：Lobelio，lxeridetum　laponicae　ミゾカクシーオオジシバリ群集

Spalte：

Laufeade　Nr．　l

Feld．Nr，：

Datum　d．　Aufnahme：

Hδhe琶．　Meer（m）：

Grδβe　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）

Artenzah1＝

群落　区分
通　し　番　号

調　査　番　号

調査年月日

話

調

植

全

出

　抜

査　面

　生

植　被

三種

高

積

高

率

数

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass∴　　　　群集標腰垣・区分種

　E♂（ヲμ5カ～θ乞7ZO弦（コα　　　　　　　　　　　　　　　　　オヒシ／ミ

　E7’α9コ口0∫彦∫5ρ0α6厩漉∫　　　　　　　　コスズメガヤ

　％聰。／zz〃π【zη∫α‘Zαアーβ　　　　　　　　　　ミチヤナギ

Kenかu．τrennarten　d．　Ass．：　　　　群集標徴種・区分種

　E2弓αg7ρ0戯∫声ノブ¶μgごπ8α　　　　　　　カゼクサ

　P∂μαπノ沼α　　　　　　　　　　　　スズメノカタビラ

　」と‘π6闘∫孟（ヲπZ厚∫　　　　　　　　　　　　　　　　ク　サ　イ

　7㍗承｝謀麗，π？’砂。2硲　　　　　　　　　　　　　シロツメクサ

　∫bαρ履∫8η∫∫5　　　　　　　　　　　ナガバグサ

Kennarten　d．　Ass．：　　　　　　　　群集標樹種

　1諺6擁5漉bf麗5　　　　　　　　　　　　　　　　ナオジシノミリ

　∠）配6ゐβ甜zθζτo加ツ5ζηz渉んα　　　　　　　　　　ヘビイチゴ

Kenn－u．　Trennarten　d．　h6heren　Einheiten：

　πσ彫α90α5山彦ゼごα

　Dガ9鉱6η』ガαα4∫68π6飴ノz5

　Dゴ9鉱α7闇乞α窃oZα3‘6π∫

Sonstige　Arten＝

瓦（2痂π0‘1Z♂0α0・κ5－9α♂♂∫

上級単位の標徴種・区分種

　　オオバコ

　　　　　　ゆ　　メヒシハ

　　アキメヒシバ

　その他の種

　　イヌビエ

A B

　1　　2　　3　　4　　5　　6

SIS三SASAKSASI
34　　49　　　4　　　60　　24　　48

’81　　’81　　’80　　’80　　’80　　’81

：Lo／＝L　lo／！　7／21　7／2】．7／23　10／1　10／2

6　　4　　－

4　　－　　1．4

20　20　15
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出現1回の種Au8erdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr．1：（取少召η65カ’fαコゴメガヤツリ十。2，＆‘♂ろ05砂Zf∫盈ノz∫α

　イi・ハナビテンツキ十，in　21　Rα博吻α加漉。αイヌガラシ十，∫bπκ♂αoαoZ87rα6θαスベリヒユ十，　in

　4：丑∫‘8rαgβ1闇磁。∫漉5　var．　hα7’α8　Uα‘oαπ疏z‘5シロヨメナ2・2，君7ゼgび。πごαπα漉η5乞5ヒメムカシヨモギ

　1。1，ゑgノ曾∫ηzo加αブ砂。痂。αキンミズヒキ÷，　L砂∫漉％η3窃2g∫η∫o〃ノ3マメグソバイナズナ十，　in　5：

　麗π加5麗〃παのρ6‘πフ月。∫漉∫チカラシバ1・2，！1のρ80〃’μ∫αθgμα痂スズメノテッポウ十，A2櫓妙加∫∫αρ7伽αψ∫

　ヨモギ十，瓦読g（ゾ≧1uρ∫cκ40伽。‘oザ忽コマツナギ十，　in　6：KンZ♂加gαgrαc∫Z諭？3αヒメクグ十・2，

　qyπ040η4鷹をゾ。ηギョウギシバ　十。2，％ゆα♂〃π‘舷ノz68磐琵スズメノヒエ十，　in　7：％陀漉認α

　oθη診fgノ’αηαヒメヘビイチゴ3・3，　Mα駈5漉gκ8臨ムラサキサギゴケ2・2，　Eg厩∫8彦配ηzαプη8η5θスギナ1。1，

　Cα2’4αη3加8∫Zθ鋭‘05αタネツケバナ十・2，VfoZα”θ2櫓8‘ππφzツボスミレ十・2．

調査地Fu鷺dorte（Stadt　Sakata酒田市）＝Lfd．　Nr，1，5：Miyanoura宮野浦，2，6：Hirono広野，3：Hirata・

　machi平田町，4：Miyaumi宮海，7：Tegurada手蔵田，

十
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の雑草群落が植生調査された。

　62）　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　　Pinell董。もer蹴aもae－Eupkorbietum　pseuδoc熱amaesycis皿圭yawaki　1969（Tab。42）

　コニシキソウを標記種，クルマバザクロソウ，スベリヒユ，ホソアオゲイトウ，ホナガイヌビ

ユを酒田市における群集区分種とするカラスビシャクーニシキソウ群集は，畑地耕作地雑草群落

の中で，もっとも広く分布する代表的な群落単位である。畑耕作地は，耕起，施肥，除草など，

集約的な管理がくりかえされることによって，栽培植物と競争，共存を行ないながら畑地雑草が

持続して生育している。酒田市では黒森，第4中学の苗木床の雑草群落が調査された。水田埋立

地の安定した砂地上に生育しており，庄内砂丘の畑地に多いハタガヤ，メヒシバも伴っている。

カラスビシャクーニシキソウ群集を構成している植物の多くは，1年生植物で，生長が早く，多

量の種子を生産，分散し，栽培種と競争しながらも時間的，空回回すみわけを行って共存して生

育している。

　63）　ヒメムカシヨモギーヒメスイバ群落

　　　　Erigθroπcαηαd8π8εs．Rπ〃εθκαcθ加88〃α一Gese蕪sch3ft（Tab．42）

　庄内砂丘の畑耕作放棄地にはメヒシバ，ヒメムカシヨモギなどが優占する畑放棄雑草群落がみ

られる。砂丘上の畑耕作放棄地では，シロザ，チャガヤツリ，メヒシバ，ヒメムカシヨモギ，オ

オアレチノギクなどの1年生あるいは越年生植物の他にヒメスイバやハタガヤが生育している砂

丘上の畑耕作放棄雑草群落はヒメムカシヨモギ，シロザ，ヒメスイバ，メマツヨイグサを区分種

としてヒメムカシヨモギーヒメスイバ群落にまとめられた。ヒメムカショモギーヒメスイバ群落

は耕作放棄直後に生育する植物群落である。ヒメムカシヨモギーヒメスイバ群落は，さらに放棄

年数を2～3年経たヨモギ，コバンソウで区分されるヨモギ下位群落が区分された。

t．水田および水田放棄地植物群落　　Reis£e監δ・眼d　aufgegebene　Reis£e至d・Unkrautgese蓋茎scha釜ten

　64）　イーアブラガや群落

　　　　Jz己πcπsθff配szε8　var．4eeεPεθπ8－8cεゆπ8　ωεeん彫rαθ馴Gesellschaft　（Tab．43）

　地下水位の高い立地に造成された水田が耕作を停止されると，次年度にはコブナグサ，ヒメジ

ソ，ヒメクグ，アキノウナギツカミ，コケオトギリなどの放棄水田特有の1年前草本植物が生育

する。さらに数年後にはイ，アブラガヤなどが侵入生育し，徐々にヨシ，アゼスゲ，カサスゲな

どが生育するようになる。イとアブラガヤはこのように，耕作放棄された水田によく共存して生

育する。また，水田などの人為的立地に限らず小湿地の流水辺にも出現することがある。

　酒田市内では，生石において，イーアブラガや群落の生育地が記録された。いずれの植分も休

耕中の水田で得られている。
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Lfd．　Nr．；

Feld－Nr．＝

　　　　　Tab。43　イーアブラガや群落
」～〃zcκ∫（が’∫％∫var．4β6ψ∫8η5－5cガァソ）μ∫τσ∫c1溜1「α8－Gesellschaft

Datum　d．　Aufn。（198！）1

H6he廿．　Meer．（m）：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

R6he　d．　Vegetation（cm）＝

Deckung　d．　VegetatiQ頁（％）＝

Artenzahl：

通　し番号

調査番号

調査月　日

海　　抜　　高

調底面積
植　　生　　高

全植被率
出現種数

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　」〃～α‘5聯酬5var．4θのガ8〃∫

　Aプ〃〃uエ。／z痂∫μ4㍑∫

　的ρ召’伽〃π♂α鋭〃π

　Mo3♂α6♂∫απ孟ん8ノーα

Kennarten　d．　Phragmitetea：

　迎1ノ司ロ9フノ漉8∫側5かπZf5

　＆〃ψz己∫測∫ごんz4ノ’α8

　Cαノrαむ4西砂αZα診α

　ムヅ11ノ惚〃zα7zc砂5

　ゐツ5加αcん∫αプbπ姻eガ

　0／zooZ8α50／z∫ガ6漉∫var．カπ8ノブ砂5α

Begleiter＝

　Hβ1πα7・〃37ゴα∫乃か・’cα

　rb砂goπ～〃2z∫∫8δoZ4∫∫

　ゐθ砂84θ之αα〃z6α孟α

群落区分種

　イ

　コブナグサ

　コケオトキ：リ

　ヒメジソ

ヨシクラスの種

　ヨ　　　シ

　アブラガヤ

　カサスゲ

　ミソハギ

　ヌマトラノオ

　コウヤワラビ

随伴種

　ウシノシツペイ

　アキノウナギツカミ

　メドハギ

1

SI
64

10

1

80

16

130

85

16

2

SI
62

10

1

80

16

200

90

18

3。3

1。2

1。2

十

4・4

2・3

1・2

1・2

　0

十。2

2・2

十

十

3・4

2・3

十・2

！・1

2・2

3。3

÷・2

十・2

十

　●

十・2

1・2

十

出現1回の種AuBerdem　ja　e魚mal　in　Lfd，　Nr．1．」％z∫‘κη晒翻Zoα如72呂ヌヵキビ1・2，絢Z♂∫7zgαg2・αc∫Z♂f〃zα

　ヒメクグ十・2，1〃4・81”磁αぐ：ゾf2z4プf6αvar．ん08加gご∫チガヤ1・2，　Aηθ∫Z6η’α襯5盈イボクサ十・2，　in　2二

　Bf4飢5ノ〉で2z40∫αアメリカセンダングサ十・2，ん『砂ηf∫zαρが2～αψ5ヨモギ　十・2，　Hb麻厩ッ加α60r4α如

　ドクダミ十，κ～‘ηzノπθro物α5’万α‘αヤハズソウ1・2，　G砂。加85のαツルマメ十，　Eg擁56彦躍πα勘θπ∫8ス

　ギナ十・2．

調査地Fundort：Lfd、　Nr．1，2：0ishi，　Stadt　Sakata酒田市生石．

　65）　アオウキクサーサンショウモ群集

　　　　正em陰。　paucicostatae．Saiv隻a隻eもum　natantis　Miyawaki　e重J。丁養xeロ1960（Taわ．44）

　水田や，水田間の灌がい用水などの水面にしばしばウキクサ類をはじめとする浮遊植物による

群落がみられる。イネの生長の盛んな6～7月にはこれらの植物も盛んに増殖して水面をおおい，

栄養塩類に富む水域ではさらによく発達する。

　酒田市飯盛山付近の水田で記録された浮遊植物群落はサンショウモが優占種となり，イチョウ

ウキゴケ，ウキクサなども共存している。このような種組成の群落はサンショウモを標徴種とし

てアオウキクサーサンショウモ群集にまとめられる，上級単位はコウキクサクラスに位置づけら
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　　　　　　　　　　　Tab．44　アオウキクサーサソショウモ群集

　　　　　　　　　Lemno　paucicostatae－Salvinietum　natantis

Lf（L　Nr．＝　　　　　　　　　通し番一号　　　 i　　l
Feld－Nr．；　　　　　　　　調森番号　　　　　SA

瞼・一fl醐が）：　議論　　i設
Deckung　d．　Vegetat1on（％）：　　　　　　　　全　植　被　；率　　　　　　　　　　　　95

Artenzah1：　　　　　　　　出現種数　　　　　 3

2

SA
23

0．1

70

4

Kennart　d．　Ass．：

　5α♂窃π如ノz磁αη5

Kennarten　d．　K玉asse：

　助〃8048♂αρo妙痂之α

R∫ご6～・ごα7伽∫2zα∫αη5

　L8ノノ〃Zα〃みどアZOノー

調査地Fundort：

調査年月日Datum　d。　Aufn．：23。　Juli　l980．

れる。

群集標字種

　サンショウモ

クラス磁極種

　ウキクサ

　イチョウウキゴケ

　コウキクサ

1imoriyama，　Stadt　Sakata酒田市飯盛山北

5。5

！・2

2・！

■

4・4

十・2

1。2

十。2

　コウキクサクラスは世界に広く分布し，わが国でも全国にわたって出現し，4群集が報告され

ている。これらの群集はいずれも3～5種のわずかな種類で構成される。

　除草剤の施用がはげしくなるにしたがってウキクサ群落のフロラも貧弱化している。全国的な

観察によれぽサンショウモ，イチョウウキゴケなどの出現頻度は低下し，アオウキクサ，ウキク

サの2種の単純な種組成の植分が多くなっている。湘えて富栄養化を指標するようにイボウキク

サなどの帰化種もみられる。このような観点から，酒田市におけるサンショウモの優占植分は，

まだ在来フロラの豊富さを指標しているものと考えられる。

　66）　サヤヌカグサ群落

　　　　．乙θθrsεα8α〃αηπゐα嗣Gesel董schaft　（Tab．45）

　酒田市飯森山付近の水田地帯の畔には，サヤヌカグサが被度4と優要する，イボクサーヒメク

グ群落などの水田放棄雑草群落とはノチドメで区分されるサヤヌカグサ群落が発達している。

　サヤヌカグサ群落はサヤヌカグサ，ノチドメの他にセリ，ミゾカクシ，クロコヌカグサ，ミゾ

ソバなど水田耕作放棄地との共通種が生育している。出現種数8～11種で比較的少ない。

　水田の畔は，春季水田耕作を行う際に，水田土壌を使ってもりあげられ，形成される。したが

って，夏季はわずかに頂部は水上に位置するが，秋季には乾田と共通する雑草が生育する。わず

かに，人閥の通り道となるためノチドメが区分種として侵入，生育する。

6ア）　イボクサーヒメクゲ群落

　　　∠止πε泥θηεαんεεεαた脚1ぐ〃πεπσαgrαcεπε配α輔Gesellschaft　（7ab．45）

湿田の放棄地には，ヒメクグ，イボクサ，ケイヌビエで区分されるイボクサーヒメクグ群落が
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発達している。湿田の窟栄養地で，より湿っている立地ではヌカキビが優占する。また，やや乾

燥した立地では，クサネムが優占した面分を形成する。コブナグサ，タウコギ，ヒメクグ，カワ

ラスガナなどが，わずかな微地形に応じ，乾湿の差により優占度を違えて生育している。

　飯森山周辺の水田放棄地にみられた。

　68）　ミズガヤツリ群落

　　　　C〃θrπ8　8θrofεππ8－Gese蓬lsckafも　（Tab．　45）

　砂質壌土の乾紹ではミズガヤツリ，オオアレチノギクを区分種とするミズガヤツリ群落が調査

された。ミズガヤツリ群落はグライ土を基盤とする水田では発達せず，砂質壌土を基盤とした排

水の良い乾田に多くみられる。中でも，微地形により湿っている立地ではミゾソバが多く生育す

るが，乾燥した立地では，ケキッネノボタソ，ミゾカクシがみられる。また全体に乾燥しがちな

立地のため，オオアレチノギクが特徴的にみられ，時には被度4と優占することもある。

　69）　サクラタデーヌマトラノオ群落

　　　　po勿goπ郡7πcoηspεc麗πηz．L〃8εη星αcんεαノrorεπη8」一Gesellscha£t（Tab．45）

　貧養，多湿地にはサクラタデ，ヌマトラノオ，クサヨシで区分されるサクラタデーヌマトラノ

オ群落が生育する。サクラタデーヌマトラノオ群落は，出現種数8種と少なく，サクラタデ，ヌ

マトラノオ，クサヨシ，アメリカセンダングサ，ヤナギタデ，セリなど湿性地の植物とともにわ

ずかにツユクサ，スギナの路傍，林奥手の草本植物が混生している。水田放棄地でも，比較的長

い間放棄され，施肥が行なわれていない排水の悪い立地の雑草植物群落としてサクラタデーヌマ

トラノオ群落が記録された。飯森山周辺の水田放棄地に発達している。

　70）　ウリカワーコナギ群集

　　　　Sag童tもario－Mo烈ocLor隻eもum　Miyawaki　1960（Tab．46）

　酒田市をはじめとする庄内平野の沖積低地を広く占める水田地帯には，オモダカ，コナギ，マ

ツバイ，ヘラオモダカ，タマガヤツリで標微および区分されるウリカワーコナギ群集が発達して

いる。ウリカワーコナギ群集は水田雑草群落として，本州から九州にかけて広く分布，生育する。

庄内平野に広い水田景観を形成している。

　ウリカワーコナギ群集は，イネの生育期間中にイネと共存して生育する小形1年生の繁殖力の

強い植物によって構成されている。酒田市のウリカワーコナギ群集はさらにスズメノトウガラシ，

ミゾハコベ，イヌビエで区分されるミゾハコベ亜群集と典型亜群集に区分された。典型亜群集は

出現心証10～13種で排水不良な湿田にみられ，ヒロハイヌノヒゲで区分される。ミゾハコベ亜群

集は比較的排水の良好な水田にみられる。
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2．　酒田市の潜在自然植生

　　Pote簸もielle　nat｛irliche　Vegeta重io誼i難der　StaδもSakata

　酒田市の大部分の地域は，産業利用地域，都市域などのように，現在さまざまな人為的影響下

に現存している代償植生によって占められている。代償植生が主な文化景観域で今，一切の人為

的影響が停止された際に，その立地がどのような自然植生を支える潜在能力を立地がもっている

かを潜在自然植生であらわす。酒田市では，現地での多面的な植生調査結果から考察され，潜在

自然植生単位がまとめられている。酒田市域の各地の具体的な潜在自然植生の配分は潜在自然植

生図（縮尺1：25000）に示されている。酒田帯域の潜在自然植生の各植生単位（凡例）につい

ては，以下のように考察される。

A．潜在自然植生　PotentieHe　naも廿rliche　Vegetatio皿

　　1）　イノデータブノキ群集（凡例番号1，2）

　　　　Po至ysticho－Perseeもu】㎜thunbergii

　飛島南部や酒田市砂丘地帯の風背地，あるいは市街地の大部分，低山地斜面がイノデータブノ

キ群集の潜在自然植生域と判定される。

　飛島にはイノデータブノキ群集の残存林が南斜面に多く残されており潜在自然植生決定の指標

とされた。南あるいは南東，南西の綴紐地は冬季の日本海から吹きあげる季節風も柔らげられ，

イノデータブノキ群集の発達が許容されている。本州側の砂丘地帯も同様に南東側の風背地では，

イノデータブノキ群集が生育可能である。砂丘地帯風背地は，現在クロマツ植林，畑地，住宅地

などに利用されている。

　沖積地における古い集落や住宅地には，シロダモ，タブノキなどの常緑広葉樹が単木的に残さ

れている。また庄内平野周辺の低山地縁部にはシロダモ，テイカカズラ，キヅタなどの常緑広葉

樹や常緑植物がみられる。このような立地も沖積低地や，周辺集落よりも地形的にわずかに高く

なっており，潜在自然植生としてイノデータブノキ群集が判定される。新興住宅地や，造成地で

は，気候的にはイノデータブノキ群集が成立するが，土壌的に現在は表層土が除去されたりして，

立地本来の潜在自然植生維持力が低下もしくは貧血しているため，表層土が復元された場合にイ

ノデータブノキ群集の成立がみとめられる場所も多い（凡例番号2）。

　イノデータブノキ群集に隣接してエゾイタヤーケヤキ群落が風心地側，あるいは北西，北東，

北側に発達していることが多い。したがって潜在自然植生としてもエゾイタヤーケヤキ群落が隣

接して発達する地域が多い。
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講蟻

Fig．12　タブノキを主とした高木林を形成している林分；イノデータブノキ群集が

　　　日本海沿岸にそって点在して残されている（遊佐町，吹浦大物忌神社）

　Auf　der　Seite　des　Japanischen　Meeres　in　Nord－Honshu　sind　noch　verstreute　Hochwalder

des　Polysticho－Perseetum　thunbergii　mit　dominierender．磁ノ壌8α≠1zz〃3ろ81月gだ

erhalten（Yuza－machi，5m廿．　NN，　Shintoistischer　Schrein　von　Omonoimi－linla）．

　　2）　エゾイタヤーケヤキ群落（凡例番号3，4）

　　　　ご4cθr配。πo　var．ρ互αわアπ配一ZeZんooα　8ωTαオα鵜Gesellschaft

　エゾイタヤーケヤキ群落はケヤキ，エゾイタヤの優饗する夏緑広葉樹林で植生調査対象域では

エゾイタヤ，シナノキ，トガヒゴタイを区分種としてまとめられた。分布域は青森から能登半島
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　　　　　Fig．13　イノデータブノキ群集の群落環

GesellschaftsringdesPolysticho・Perseetum　thunbergii

に及ぶ日本海側の海岸風衝地で酒田市周辺では飛島，飽海郡遊佐町，鶴岡市から植生調査資料が

得られている。エゾイタヤーケヤキ群落は砂丘から海岸断崖地まで海からの湿風を受ける適潤地

を指標し，風背地は，イノデータブノキ群集の潜在自然植生域となることが多い。酒田市内の庄

内砂丘上には自然植生はなく，すべてが江戸時代から始められたクロマツ植林に置き換えられて

いる。砂丘上の潜在自然植生の判定には遊佐町藤崎に残存するエゾイタヤーケヤキ群落のとくに

カシワ下位群落の半自然植生が基準にあてられた。カシワ下位群落と砂丘に現存するヒメヤブラ

ソークロマツ群落との種組成の類縁性，立地が同じであること，さらに古文書により庄内砂丘は

かつてカシワの山であったという説などが総合的に潜在自然植生の判定に考慮された。

　エゾイタヤーケヤキ群落の潜在自然植生域は飛島の海岸風上地にも分布する。

　　3）　シロダモーケヤキ群落（凡例番号9）

　　　　1VεoZε毒sθα8θrεeεα匿Zlθεたooα8eη・α舌α葡Gesellschaft

　シロダモーケヤキ群落は高木層にケヤキが優刻しヤチダモ，オオバボダイジュなどを混生する

夏緑広葉樹林である。林内にはシロダモ，ヤブツバキ，キヅタ，マサキ，ピサカキ，タブノキ，

ヤブラン，オオバジャノヒゲ，オモトなどヤブツバキクラスの種も生育するが常在度および植被

率は高くない。また，ニワトロ，ヤマグワ，ヤマウコギ，ノイバラなど林縁生の低木類の多いの
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　　　　　　Fig．！4　エゾイタヤーケヤキ群落の群落環

Gesellschaftsring　der　Aご8ノ・η30ノ～o　var．　gZαろ1wノレ急Zた。辺α5召ノーノu’α．Gesellschaft

が旧染である。シロダモーケヤキ群落はエノキ，ヒロバゴマギ，ヤマグワ，キカラスウリ，ジャ

ノヒゲ，ノイバラ，マサキ，シロダモで区分されている。生育立地は沖積低地の水田よりやや高

くなった平坦地で地下水位は浅い。土壌は肥沃であるがやや二二性が高い。シロダモーケヤキ群

落の立地はより湿った，稲作の行なわれる立地でハンノキ群落へ，またより乾燥した立地でイノ

データブノキ群集の潜在自然植生域に移行する。酒田市漆上根にみられる潜在自然植生の配分は

水田地帯がハンノキ群落で，集落の周辺部で土地のあまり高くない立地がシロダモーケヤキ群落

に，さらに土地の高くなる中心部にむかってイノデータブノキ群集が分布する。

　シロダモーケヤキ群落の潜在自然植生域には庄内平野の千代田，米島，城輪，上野曽根，生石，

熊手島，広野，栄などの大小の集落が発達している。

　　4）　ヒメアオキーブナ群集およびマルバマンサクーブナ群集（凡例番号5，6）

　　　　Aucubo・Faget臓磁crenatae　und　Hama狙el三do－Fagetum　crenatae

　東北地方は大部分が気候的には冷温帯であり，山地帯ではブナ，ミズナラ，オオカメノキなど

を主要構成種とするブナ林が発達している。東北地方は太平洋側の沿岸部を除いて臼本海側気候



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　83

の影響を受けており，B本海獣型ブナ林（チシマザサーブナ群鴎）であるヒメアオキーブナ群集

およびマルバマソサクーブナ群集が生育している。ヒメアオキーブナ群集の生育立地は，斜面中，

下部や凹状地など水分条件にめぐまれた土壌の深い中庸立地である。ヒメアオキ，ユキツバキ，

チャボガヤ，ハイイヌガヤ，ヒメモチなど日本海側多雪気候特有の葡旬形の常緑低木が特徴的に

生育している。ヒメアオキーブナ群集は良く発達した林分では高さ30mにまで達し，4層構造の

安定した林分を形成している。尾根付近の斜面上部ではマルバマンサクーブナ群集と接し，斜面

下部ではジュウモンジシダーサワグルミ群集，チャボガヤーケヤキ群集などの漢谷湿生林と接し

ている。これに対し，マルバマソサクーブナ群集は尾根状地の風衝を受け易い立地や土壌の浅い

立地に生育しており，マルバマンサク，アクシバ，ハナヒリノキ，ホツツジ，マイヅルソウなど

が生育している離宮型ブナ林である。尾根筋では風のために高木層のブナが風衝形となることも

ある。ヒメアオキーブナ群集よりも高海抜地まで生育しているブナ林である（宮脇・大場・奥田

。中山・藤原1968）。

　ヒメアオキーブナ群集，マルバマンサクーブナ群集は，定期的な伐採や下草刈りなどの薪炭林

経営が行なわれると，コナラ林，ミズナラ林などの人為的干渉下に存続する持続群落に移行する。

本葬ではそれぞれの群集に対応する代償植生として，ニガキーコナラ群落およびユキツバキーコ

ナラ群落，ナツハゼーコナラ群落が報告されている。また牛や馬などの国内放牧による山地酪農

が持続的に行なわれるとブナ林は次第に退行し，ススキ草原やササ草原となる。

　庄内地方，とくに酒田市では，ヒメアオキーブナ群集やマルバマンサクーブナ群集の潜在自然

植生域は，コナラ林やスギ植林に置き換えられているほか，ゴルフ場やスキー場として利用され

ており，残存するブナ林は皆無である。庄内地方では，海岸線から内陸へ約25kmほど入った羽

黒山の海抜400m付近にヒメアオキーブナ群集が残されている。また，月1⊥1や鳥海山にもブナ林

がみられる（石塚・斎藤・橘1975，石塚・橘。斎藤1972）。

　東北地方北部の日本海側では，本来海岸付近からブナ林が生育していたものと考えられる。下

北半島や津軽半島で，海岸線の間際からブナ林が出現することが報告されている（宮脇・佐々木

1980，奥田・藤原・宮脇1970）。庄内地方においても，海岸線からわずか2kmしか離れていな

い鶴岡市郊外の高館山には，風背斜面にエゾイタヤーケヤキ群落に隣接してブナ林が生育してい

る（吉岡1957）。また，飽海郡遊佐町の月光川河口にある吹浦大物忌神社では，風背部にタブに

混ってブナが生育しているのが認められている（石塚・橘・斎藤1972）。さらに，海岸線から約

10km内陸にある東田川郡立川町狩川熊野神社（海抜20m）の昏昏には，ケヤキ，エゾィタヤ，

ミズナラ，ブナが混生している林分が報告されている。これらのことから，庄内地方では出羽山

地およびそれから派生する丘陵地はかつてブナ林に被われており，海岸付近や低地帯の小凸型地

でも風背地など風当りの弱い立地はブナ林となっていたことが推察される。

　また冬季の季節風をまともに受ける出羽山地や丘陵地では，尾根部や山頂付近にマルバマンサ

クーーブナ群集が，山陰の風の影響から保護された斜面中，下部の土壌の厚い安定富養立地にヒメ
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アオキーブナ群集が生育していたと考えられる。

　以上のように酒田市の原植生は山地域ではブナ林であったということができ，現在の潜在自然

植生もおおむね原植生に一致する。しかし，鷹尾山のゴルフ場など表層土が削り取られ人工的な

シバ草地となっているところや，東山スキー場のように融雪時に表層土が流亡し，土壌侵蝕が進

んでいるところでは，もはやブナ林を支えうる潜在能力が失なわれておりブナ林の成立は困難で

ある。

　　5）　ジュウモンジシダーサワゲルミ群集（凡例番号7）

　　　　PO叢yStiChO－PterOCaryetum

　ジュウモンジシダーサワグルミ群集はブナクラス域の沢筋に発達する日本海側型の夏緑広葉樹

林である。沢沿いのテラス状地の崩積土上，また融雪期や大雨による河川の氾濫によって土砂の

移動の起り易い立地では，ブナ林は成立できず，サワグルミ，トチノキ，ミヤマイラクサ，ミヤ

マベニシダ，サカゲイノデなどで構成されるジュウモンジシダーサワグルミ群集が生育する。よ

く発達した林分では高さ30mほどにも達するが，現存するジュウモンジシダーサワグルミ群集の

林分は極めて少ない。矢流川上流，吉ケ沢川，愛沢川などの相沢川の各支流，および荒瀬川の各

支流などの河川沿いがその潜在自然植生域となっている。しかし，海抜400驚に達しない庄内地

方の山地帯では，ジュウモソジシダーサワグルミ群集はケヤキ林；タマブキーケヤキ群落と交錯

している場合が多い。とくに山地の西側の下部ではタマブキーケヤキ群落の潜在自然植生域とな

る。また，種組成的にはジュウモンジシダーサワグルミ群集であるが，高木層にはケヤキやオニ

ィタヤの優証する林分も多い。さらに高海抜地は高木層にサワグルミやトチノキの優摂するジュ

ウモソジシダーサワグルミ林となり，月山では典型的な林分が報告されている（鈴木・結城・大

木。金山1956）。

　現在ではジュウモンジシダーサワグルミ群集の潜在自然植生域は，大部分がスギ植林となって

いる。

　　6）　ハマニンニクーコウボウムギ群集，アキゲミーハマナス群集ほか（海岸砂丘植生）

　　　　E豆ymo・Car童cetum　kobomug童，　Elaeagno　umbellatae・Rosetu無

　　　rugosae　u．　a．（D藍m恥Vegeもaもio鷺）　（凡例番号12，13）

　海岸砂丘地は強い海風とそれに伴なう表層の砂の移動，塩分の飛来，乾燥など植物の生育にと

ってきびしい立地条件となっている。このような砂丘や砂浜にはハマニンニクーコウボウムギ群

集を代表とする砂丘草本植生や，アキダミーハマナス群集でまとめられる砂丘夏緑低木林が原植

生，現存植生，さらに潜在自然植生として生育している。

　酒田市に現存している砂丘草本植生はハマボウフウクラスを中心として5群集，2群落が認め

られている（p．34～39）。これらの各群集，群落は現存植生の立地配分が，潜在自然植生の立地
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配分とほぼ対応していると考えられる。すなわち，海風が直接吹きつける砂丘前面にはハマニソ

ニクーコウボウムギ群集が広い面積を占め，ウンランーケカモノハシ群集，ハマニソニクーオニ

シバ群集が微地形的にやや風圧の弱い立地にモザイク状に生育している。また砂丘の後背側，後

背地では，これら群集が部分的に生育するほか，スナビキソウーハマニンニク群集，ハマユソニ

クーギョウギシバ群落，ウンラソーカワラヨモギ群落が現存植生として生育している。同時にこ

れらの砂丘植生は潜在自然植生とほぼ一致している。海風や波浪の弱い内湾的な砂浜では汀線に

そった塵芥の打ち上げ地にオカヒジキーハマアカザ群集が生育している。さらにハマナスにより

特徴づけられるアキダミーハマナス群集やハマゴウ群落などの砂丘地生の夏緑低木林はエゾイタ

ヤーケヤキ群落にまとめられる夏緑広葉樹林の汀線側に成立する自然生のマント群落として砂丘

後背地に生育している。この夏緑低木林はさらに汀線側では前述の砂丘草本植生に隣接している。

これら各種の砂丘植生はいずれも面積的に限られた酒田市の砂丘地において，細かな立地的差に

対応してモザイク状，線状，帯状に配分，生育している。そのため潜在自然植生図としては一括

した凡例にまとめられている。

　砂丘地は土地利用の圏難な立地であるため，自然植生およびそれとほぼ同様の植生が比較的高

い面積比率で現在も残されている。すなわち，砂丘植生の潜在的な生育範囲は，現存植生として

砂丘植生が成立している領域とほぼ重複している。さらに海水浴や，漁業に伴なった人為的麗乱

が加わったため裸地化した砂浜や，新しく海岸につくられた埋めたて地などにも，部分的に砂丘

植生が潜在自然植生として成立している。砂丘植生は酒田市域の海浜に沿って南北に細い帯状の

潜在的な生育域を占めている。しかし，飛島における砂丘植生域はきわめて限られている。

　　ア）　ハンノキ群落（凡例番号10）

　　　　孟‘ππs．ノαpoπεcα一Gese茎lschafも

　酒田市郊外に広がる水田地帯は，最上川によって形成された大沖積地を基盤としている。かつ

て人為的に耕作地化される以前にはこの付近一帯には，主に最上川の洪水の影響に対応しながら，

ヤナギ類，ハンノキ，ケヤキなどの夏緑広葉樹林が更新，発達をくり返していたと考えられる。

現在，最上川下流域には人工堤防で護岸され，後背低湿地はことごとく平坦な耕作地（水田）に

地形的変更が行なわれている。したがって現在の水田耕作地（ウリカワーコナギ群集域）はもは

や河川の洪水の影響も受けず，稲作という人為的な定期的管理のもとに安定した立地条件で存続

している。

　地下水位の高い，自然の停滞水域にはハンノキ林の発達が一般的である。市内に現存するハン

ノキ林は，今回の植生調査に関する限り，生石の残存林分であるが，植分は高さ！0mの亜高木林

であって完全なハンノキ・の自然林とはいいがたい。生石のハンノキ・林はカラコギカエデ，ケナシ

ヤブデマリ，サトメシダ，シロバナカモメヅルなどのハンノキ林特有の種を含み，さらに林床に

はカサスゲが密生している。ツリフネソウなどの1年生草本植物も多い。
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　このように生石の林分は特微的な種組成をもっているが，酒田市街地の背後に広がる広い低地

帯の潜在立地をこの小面積から得られた林分で代表させるのにはいささか無理がある。とくに同

林分は丘陵部に位置し，ブナクラスとヤブツバキクラスの両地域の境界付近にあるため，ヤブッ

バキクラス域の潜在自然植生を判定する上で問題がある。

　庄内平野とよく似た自然的条件をもつ新潟平野には断片的ではあるが柏崎市，頸城地方，小千

谷市にハンノキ林の報告がある。これらの植生調査資料を相互に比較すると，ややまとまりに欠

けるが，ハンノキ林の立地を指標すると考えられるものとしてトネリコ，コバギボウシ，ヌマト

ラノオ，ミズオトギリ，サワギキョウなどが浮かび上る。

　日本海側のブナクラス域のハンノキ林の植生単位としてはタチアザミーハンノキ群集が報告さ

れている（宮脇・藤原・望月工987）。この群集は岩手県姥屋敷の植分から記載されている。その

後，発表された秋田県冬師（高田1980），秋田県田沢湖（秋田県1978）などのハンノキ林もよく

似た種類組成を示している。すなわちタチアザミーハソノキ群集はタチアザミ，タニヘゴ，ハリ

ガネスゲなどの種群によって無爵される。これらの種群は新潟県から山形県酒田市に至る低海抜

地に残存するハンノキ林には全く出現していない。したがって酒田市域内でのタチアザミーハソ

ノキ群集の潜在立地は市域東方の三千坊谷地などの丘陵部に可能性があるが，低海抜地の湿地帯

に存在する可能性は少ない。

　なお三千坊谷地にはミヤマウメモドキの低木群落が生育している事実は，同湿原のハンノキ林

はタチアザミーハンノキ群集である可能性の傍証ともなる。

　以上考察されたように，酒田市街後方の低地の潜在自然植生は高木層にトネリコを混生するハ

ンノキ林で，低木層にケナシヤブデマリ，カラコギカエデ，ノイバラなどが散在し，草本層には

カサスゲ，サトメシダ，コバギボウシ，ツボスミレ，チゴザサ，シロバナノカモメヅルなどが生

育し，20～30種の植物で構成されるものと考えられる。今回トネリコを含むハンノキ林は発見で

きなかったが，理論的には可能性高いものと考えられる。

　　8）　シロヤナギ群集ほか（凡例番号11）

　　　　Sahcetum　jessoensis　u．a．

　最上川下流域の河川敷は大部分が刈取り，火入れや家畜の放牧が行なわれているため，二次草

原（広義のオギ群集やセリークサヨシ群集）と化している。

　毎年または数年に1度の洪水によって冠水を受ける立地は一般にヤナギ属植物の高木林や低木

林が繁茂する（奥田1978）。市内に残存するタチヤナギ群集はいずれも植生高が低く，また高木

性のシロヤナギも，樹木状に残存するにすぎない。

　シロヤナギ群集は新潟県清津峡で報告された群集である（大場1973）。シロヤナギ群集の報告

は東北地方のとくに日本海側で報告されている。山形県大井沢で報告されているヤナギ林はミチ

ノクシロヤナギ群落（山形県1978）であるが，ミチノクシロヤナギはシロヤナギとごく近縁の種
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　　　　　　　　　Fig．15　酒田市付近の河辺植生の配分模式
　1：ケヤキ，2：シロヤナギ，31タチヤナギ，4＝オギ，5＝セリ，6：クサヨシ，7：タデ類
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であり，生態学的には両者とあえて群落を別に扱かう必然性は低い。河辺のヤナギ林は，洪水の

影響の程度によって水ぎわから低木性ヤナギ林，高木ヤナギ林に配分するのが一般的である。シ

ロヤナギ林は高さ15m内外に達する高木林であるが，その前面にはタチヤナギ群集が7～8皿の

植生高で配分するはずである。さらに前面にはオギ群集，セリークサヨシ群集とつづき，水ぎわ

にはヤナギタデ群落と帯状配分を形成するものと考えられる。

　　9）　ドqイ群集他（塩沼植生）　（凡例番号！5）

　　　　」双nceも眠磁　g　r往。圭玉li瓢i　u。　a．（Salzwiesen）

　海岸塩沼地にも土壌母材の質や，塩水の塩分濃度と冠水時間との組合せでさまざまな植物群落

が発達する。酒田甫ではドロイ群集，アイアシ群集が主に飛島で記録された。

　酒田市域でさらに生育の可能性があるものとしてシオクグ群集があげられる。

　飛島の北葱海岸には塩沼植生が発達している。ドロイ群集は岩礁地に小規模に点在する。アイ

アシ群集は塩水の影響のある砂質地に発達し，一部は断崖地の急傾斜地にまで広がっている。

　本土地域では，塩沼植生の発達する立地は最上川や日光川の河口付近にごく狭い範囲で出現す

るにすぎない。
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　10）　オギ群集他（河辺冠水植生）　（凡例番号！6）

　　　　M童scan重ketum　saccharifori　u．　a．（Uberflute毛eAuenvegetatioR）

　河辺か水辺に生ずる湿生草本植物群落のうち，河辺冠水植生，スゲ型草本植物群落および抽水

草本植物群落を含め，オギ群集他としてまとめられた。塩沼植生は別項で扱かわれている。

　今回の調査範囲では河辺冠水草原としてオギ群集，セリークサヨシ群集，ショウブ群落が記録

された。スゲ型植物群落にはカサスゲ群集，チゴザサーアゼスゲ群集，池畔生の抽水草本植物群

落としてはマコモ群落，アシカキ群落が記録された。さらに三千坊谷地では中間湿原植生にきわ

めて近いウメバチソウーオオミズゴケ群落が記録されている。低地植生では水田放棄地にイーア

ブラガや群落が報告された。

　酒田市域に生育可能なヨシクラスの群落にはさらにツルヨシ群集，オギ群集，ウキヤガラーマ

コモ群集などがあげられる。

　酒田市域でヨシクラスを潜在自然植生域とする範囲はきわめて狭い。最上川の河川敷は大部分

シロヤナギ群集でしめられるが，流水辺にそって細長くオギ群集やセリークサヨシ群集，また礫

地上にはツルヨシ群集が生育するはずである。生石付近のため池や水田聞の灌概用水路は富栄養

立地であるため，カサスゲ群集やウキヤガラーマコモ群集，丘陵や山地に接した貧血立地でチゴ

ザサーアゼスゲ群集が生育する。

　lD　ヒツジゲサ群落他（浮葉・沈水植物群落）　（凡例番号17）

　　　　2V〃ηLpゐαθα孟θかαgoπαvar．απσπ8如・Gese茎lschaft　u．　a。（Schwimmblatt－GeseUschafte無）

　酒田市近郊で記録された浮葉沈水植物群落はヒッジグサーコオホネ群落，ヒシ群落である。前

者は貧婦な自然状態の池沼に，後者は多くの場合，富栄養なため池にみられる。

　酒田市内では東部丘陵地に新池，泉谷地話，通論法などの灌薬用のため池が点在している。こ

れらのため池は四季の水位変動がはげしいため，現存植生はヒシの単純な群落となっている。も

し満水の状態が長く保たれれば，さらにホザキノフサモ，クロモなど数種の水生植物が加わり，

富栄養のヒルムシロクラス所属の自然植生が発達すると考えられる。しかし日本海側におけるヒ

ルムシロクラスの群落体系が未完の段階にあり，群集名までの決定はまだ困難である。

B．潜在自然植生図

　　　　K：arte　der　potentiellen　na樋τ韮iche丑Vegetaもion

　酒田市の現存植生の調査・研究をもとに判定された潜在自然植生は，残存自然植生，残存木の

現地でのチェック，代償植生との比較，空中写真による地形判読を参考にして具体的に1：25000

の地形図に図化された。植生図は室内作業と現地での照合によって修正が繰り返され，実際的な

環境保全：，環境創造のための基礎資料として潜在自然植生図が作製された。

　酒田市の潜在自然植生は島峡（飛島），砂丘地帯，平野部，丘陵地帯と地形的変化に対応した
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配分がみられる。砂丘地帯にはハマボウフウクラス，ハマナスオーダーなどの海浜植生，風癖地

のエゾイタヤーケヤキ群落が帯状に分布し，砂丘後背の市街地には広くイノデータブノキ群集の

潜在自然植生域が判定されている。水田の多い平野部には湿田にハンノキ群落，乾田にシロダモ

ーヶヤキ群落が配分されている。丘陵はブナクラス域に含まれ，ヒメアオキーブナ群集，マルバ

マンサクーブナ群集，漢谷にはジュウモンジシダーサワグルミ群集などが潜在自然植生として分

布している。

　　1）飛　　島　1鷺sel　Toもishima

　飛島では，海岸沿岸部の礫浜や砂丘，礫浜の後背湿地，風衝断崖地などの厳しい環境条件下に

海浜植生を代表するスナビキソウ群落，塩沼湿地のアイアシ群集やドロイ群集，風衝断崖地のキ

リソソウーオオウシノケグサ群落が自然植生として残されている。さらに立地が安定していると

ころでは，冬季の季節風のわずかに当る西北部に，小面積ながらエゾイタヤーケヤキ群落が散在

して残されている。さらに冬の季節風の風雪にあたる東南部の段丘崖や凹地の谷間にはイノデー

タブノキ群集が帯状に残されている。このような残存自然植生と立地の環境を比較すると，飛島

の潜在自然植生は以下のように判定される。

　　L　飛島西部，爾部海岸

　海岸前縁の細い砂丘にはウンランーケカモノハシ群集やハマニンニクーコウボウムギ群集で代

表される砂丘植生がみられる。田下ではオカヒジキーハマアカザ群集が一部残されている。後背

地の海抜2～6mの湿地ではアイアシ群集で代表される塩沼地植生が帯状に分布する。アオ石付

近にドロイ群集がみられることなどより，潮の影響を受けやすく，海水が残り停滞することが推

定される。西北斜面や八幡崎，荒崎，百合島，蛭子前崎などの風衝断崖地の土壌堆積地には，ハ

マゼリ群集が，土壌堆積の少ない露岩地にキリソソウーオオウシノケグサ群落などの断崖風衝草

原が発達している。賢ノ磧の遠賀美神社周辺の風背罪状斜面はイノデータブノキ群集が発達する

立地であり，現在も自然植生として残されている。柏木山南部の風衝断崖地には風衝草原ととも

に自然野地がみられる。ここでは風衝草原の凡例にハイビャクシン群落が含まれる。

　　ii．島頂平坦地

　飛島島頂部にはゆるやかな起伏をもった平坦地が形成されている。最高峯は68mの高森山，さ

らに南端に57．8mの柏木山が位置する。現存植生は南部および東部の平坦地は畑耕作地に利用さ

れ，その間の空間地はクロマツ植林地に，北部は耕作放棄地がオオイタドリ群落におおわれてい

る。台地肩馬に残されているエゾイタヤーケヤキ群落より，広く島頂部はエゾイタヤーケヤキ群

落でおおわれるものと判定される。飛島燈台や小物忌神社など風背地斜面にはイノデータブノキ

群集が発達する。現在も残存林がみられる。

　　iii．飛島東南部，北部斜面

　風背地にあたる海岸段丘面の斜面は，イノデータブノキ群集の残存林が多くみられるが，潜在
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自然植生域はさらに，帯状に広く発達するものと判定される。海岸埋立て地は，現在の地形，土

壌では，ススキ草原あるいはアキダミーハマナス群集程度の低木林を形成する能力があるにすぎ

ないが，ここでは立地図的性格も含め，表層：土が復元された場合はイノデータブノキ群集の発達

を可能にしている。斜面の凸状地にはエゾイタヤーケヤキ群落，海岸に突出した海岸風衝断崖地

にはキリンソウーオオウシノケグサ群落の発達が可能である。

　　2）　砂丘地帯

　酒田市の沿海部には南北にのびた約20kmの海岸線が形成されている。海岸線には平行におび

状の砂丘の発達がみられ，垂直に横切るように最上川，日向川，赤川の大，中河川が流れている。

酒田市の海岸線は汀線から短かいところで幅約50m，長いところで約200mの，なだらかな砂浜

が続き，後方で発達した砂丘に接続している。砂浜には風衝による飛砂の程度，海水の飛沫の影

響など動的な環境要因に規欄されて，海浜植生の潜在自然植生域が帯状に発達している。

　汀線にもっとも近い，海からうちあげられた有機物の多い高地には，オカヒジキーハマアカザ

群集が生育している。さらに内陸側にむかってハマニソニクーコウボウムギ群集，ウソランーケ

カモノハシ群集などの草本植物群落が帯状に発達している。また微地形的な凹状地にはハマニソ

ニクーオニシバ群集，やや礫質な立地にはスナビキソウーハマニンニク群集などが非帯状に分布

している。オカヒジキーハマアカザ群集の分布は飛島で確認されている。また酒田市高砂，古湊

町などにも潜在自然植生域が判定されている。ハマニソニクーコウボウムギ群集，ウンランーケ

カモノハシ群集の潜在自然植生域はもっとも広く，酒田市宮海，高砂，宮野浦，十里塚，浜中な

どの海浜を占めている。海浜草本植物群落の後背地にはアキダミーハマナス群集やハマゴウ群落

など夏緑低木群落が帯状に生育し，その潜在自然植生域は宮海，古湊，高砂，大浜，宮野浦，十

里塚，浜中の砂丘前面のなだらかな海浜に広がっている。アキダミーハマナス群集やハマゴウ群

落は，さらに内陸部で丘陵状の砂丘に接し，潜在自然植生域もエゾイタヤーケヤキ群落カシワ下

位群落に移行している。エゾイタヤーケヤキ群落カシワ下位群落は沿海部で旧風による風衝を強

く受ける砂丘上に生育する夏緑広葉樹林で，かつては宮海，藤塚，松美町，宮野浦，八重浜，浜

中などの砂丘上にも広く分布していたと推定される。しかし，たび重なる兵乱や塩焚きの燃料と

して破壊が進み，江戸時代にはすでに植生の発達しない砂丘であったといわれている。現在，代

償植生として発達するクロマツの植林は江戸時代から始められた造林によるものである。今日み

られるクロマツの高木林；ヒメヤブラソークロマツ群落はエゾイタヤーケヤキ群落に近い種組成

まで回復している。エゾイタヤーケヤキ群落カシワ下位群落の潜在自然植生域は沿海部に帯状に

みられ，八重浜，浜中ではもっとも広く，約1kmの幅で植生帯が広がっている。風衝の弱くな

る風背地側では，この地域の気候二極盛相である常緑広葉樹林のヤブツパキクラス林域に属する

イノデータブノキ群集の潜在自然植生域となっている。分布域には藤塚，飯森山，宮野浦，坂野

辺，広岡などの砂丘上に発達するヒメヤブランークロマツ群落分布域や宮海，藤塚，古湊，高砂，
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旧酒田市街地，坂野辺新田，黒森，広岡新田などの集落や市街地が含まれている。また，酒田北

港や遣戸の工場埋立て地，宮野浦の造成された新興住宅地には有機質を多く含んだ土壌の発達が

みられず，現在の状態では，1ヨ然度の低い草原植生や低木植生しか育たない。しかし，盛土や土

壌改良により，イノデータブノキ群集が十分に生育し得る潜在的能力をもった地域である。

　　3）　平　野　部

　酒田市は庄内平野のほぼ中央に位置している。水田が大部分を占めている低地は沿岸部の砂丘

地帯と内陸側の丘陵によって囲まれている。庄内平野には最上川を始め，日向川，京田川，新井

田川など大小河川が流れている。平坦な地形を示す平野も内陸から海岸へむかってなだらかな勾

配があり，両端で約7mの高度差が認められる。この地形勾配は平野部の水循環に影響を与えて

いる。水の落ちた冬季の水田を観察すると庄内平野の内陸側では停滞水もなく乾田の状態となる

が，海側の砂丘後背部や旧河川沿いでは停滞水をもつ湿田も少なくない。水田地帯の潜在自然植

生は，判定の基準となる自然植生や残存木が存在しないため，代償植生の生育，土壌水分状態，

近隣地域の残存自然植生を参考に総合的に判定された。その結果，乾田の多い内陸側は夏緑，常

緑混生林のシロダモーケヤキ群落を潜在自然植生としている。具体的な分布域は北部から千代田，

米島，豊川，城輪，安田，上野曽根，円能寺，横代，熊手島，木川などの位置する水田地帯であ

る。

　湿田の多い沿海部の低地は夏緑広葉樹林のハンノキ群落が潜在自然植生と判定されている。ハ

ンノキ群落の分布域は北部から保岡，吉田新閉，大多新田，中野新田，落体目，奥井，下中村な

どの位置する水田地帯にみられる。ハンノキ群落の潜在自然植生域はイノデータブノキ群集域に

接していることが多い。酒田市周辺では市街化が進み，重め立てによりハンノキ群落からイノデ

ータブノキ群集の立地に改変される地区も少なくない。このような新興住宅地では埋立てにより

地下水位を下げて排水を良くし，表層土を復元することによってイノデータブノキ群集の潜在自

然植生域となる。

　平野部に散在する古くからの集落は微高地にあり，ケヤキやタブノキの屋敷林を伴なっている

ことが多い。生垣にはマサキ，ネズミモチ，シラカシ，ヤブツバキ，シロダモ，キヅタなど常緑

の植物が多く潜在自然植生はイノデータブノキ群集に判定される。宮内，安田，手蔵田，新堀な

どの集落がイノデータブノキ群集潜在自然植生域に含まれている。

　イノデータブノキ群集潜在自然植生域がもっとも広がるのは酒田市市街地，面積的にはせまい

が畑地になっている藤塚，高砂，高晃台，坂野辺新田など砂丘後背地に沿った過湿でなく，気候

の温和な地区である。

　最上川，日向川などの流域沿いには流水の影響に応じた潜在自然植生の分布が帯状に配分され

ている。水際はオギ群集などヨシクラスの多年生草本植物群落の潜在自然植生域となっている。

冠水頻度の低くなる後背地は年に数回，増水によって運ばれた富山土が堆積しており，畑地や放
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草地に利用されている。このような立地はシロヤナギ群集ほかヤナギクラスの潜在自然植生域と

なっている。最上川下流では現存するタチヤナギ群集，単木的に残存するシロヤナギの生育から

今蜜の潜在自然植生がシロヤナギ群集と判定されている。

　　4）　丘　陵　地　帯

　酒田市の東部は，平野部と断層崖を境に明瞭に地形区分される出羽丘陵に続く洪積台地となっ

ている。冬季の強い北西の季節風が卓越するこの山地帯は，平野後部に位置するため，平野部と

はかなり異った潜在自然植生域となっている。山地帯の大部分は，最近まで薪炭林として利用さ

れ，現在ではナツハゼーコナラ群落などのコナラ工次林やスギ植林，ゴルフ場となっている所が

多い。これらの地域は，潜在自然植生とみなされる自然林がほとんど残されていないが，ヒメア

ォキーブナ群集が潜在自然植生として推定される。ヒメアオキ・一ブナ群集を潜在自然植生域とす

る地域は山地の斜面や平坦部の適潤｛生立地であり，酒田市では山地帯の大半を占めている。冬季

の季節風が卓越する山頂部や尾根状地では，やや乾性立地に生育するブナ林のマルバマンサクー

ブナ群集が潜在自然植生となる。マルバマソサクーブナ群集は鷹尾山（352m）の稜線付近に比

較的広い潜在霞然植生域がみられるが，ヒメアオキーブナ群集と比較するとその生育域は限定さ

れている。

　ヒメアオキーブナ群集やマルバマンサクーブナ群集に隣接する漢谷や回状地は，現在ではスギ

植林となっている所が多いが，ジュウモンジシダーサワグルミ群集やタマブキーケヤキ群落など

の湿生林の潜在自然植生域となる。サワグルミ群団に属するジュウモンジシダーサワグルミ群集

は，ケヤキ群國のタマブキーケヤキ群落よりも高下下地に生育する傾向がみられる。しかし，地

形や土壌などの違いも両者の生育域を決定する要因となっている。深い終回の場合，より奥地は

ジュウモンジシダーサワグルミ群集域となり，谷の入口付近はタマブキーケヤキ群落域となって

いる。また，タマブキーケヤキ群落は山地帯が平野部と接する断層崖の谷町地や滲出水のある湿

性斜面に潜在自然植生域を占めており，常緑広葉樹林のイノデータブノキ群集域と接している。

　山地帯のほぼ中央は，縦に細長い低地帯となっており，現在は水田として利用されている。水

田は地下水位が高く停滞水域であるため，ハンノキ，トネリコなどが生育するハンノキ群落が潜

在自然植生として判定される。ブナクラス域に生育するタチアザミーハンノキ群集は市内および

その周辺からは現存林分が発見されていない。また，この低地帯は谷あいに位置するため冬季季

節風の影響は緩和されることなどから，平野部のハンノキ林と同じハンノキ群落が推定される。

矢流川流域の氾濫原や通越堤など溜池の沿岸部は，ハンノキよりもやや富栄養立地に生育するオ

ノエヤナギクラスの潜在自然植生域となっており，シロヤナギ群集が成立可能と判定される。溜

池が護岸されている場合にはシロヤナギ群集の成立は考えられず，ヒメアオキーブナ群集域とな

る。また，溜池や貯水池などの開放水域ではヒツジグサーコオホネ群落，ヒシ群落など浮葉，沈

水植物群落であるヒルムシロクラスの植生が潜在自然植生として成立する。


